

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　のどかな昼下がりと呼ぶに相応ふさわしい日和ひよりだった。

　空は晴れ、雲は散り散りに薄うすく、風は優やさしく大気は暖かい。大通りを往ゆく匍都ハイト市民たちは老ろう若にやく男なん女によめいめいが和なごやかで穏おだやかな顔をしていて、休日の優やさしい風景に花を添そえている。

　喫茶店テイーハウスの屋外席テラスに腰掛けてそんな大通りを眺めながら、自分はさぞかし街の雰囲気にそぐわない表情をしているだろう──と、まさに苦にが々にがしげな顔でフォグは思った。

　卓テーブルを挟はさんで対面に腰掛けた人物はこちらの心情を察しているのか察していないのか、優ゆう雅がな表情と態度で陶杯カツプの縁ふちを舐なめ、中の紅こう茶ちやを味わっている。

「……こんな場所、密みつ談だんに相応しいとも思えませんが」

　皮肉を込めて吐はき捨てると、相手が返してきたのは片かた眉まゆの上がった顔。

「何を言う。喫茶店テイーハウスと密談は切っても切れぬ関係にあるのだぞ？　絶対王政の時代、革命を求める市民たちは喫茶店テイーハウスに集つどい、自みずからの手による政まつりごとの理想を語り合おうたというではないか。今よりほんの僅わずか、たった四十数年前のことだ」

　その少女──レキュリィは、外見にまるで似合わない老ろう獪かいな口く調ちようで得意げに語った。

　フォグは薄い溜ため息いきで首を振る。

「時代が違います。喫茶店テイーハウスはもうそんな場所じゃない。今となっては女子供も出入り可能な、市民がくつろぐ憩いこいの場でしょう」

　だが反はん論ろんに我わが意を得たりとばかりに彼女は頷うなずき、

「だからこそ儂わしらのような風ふう体ていの輩やからがこうして座っていても、誰だれも怪あやしまんのだ」

「それはそうかもしれませんが……」

　傍はた目めに自分たちはどう映っているだろう。堅かた物ぶつの兄と異国趣しゆ味みの奔ほん放ぽうな妹か、或いはどこぞの貴族が海を隔てた遠路よりの客人を街に連れ出しているか。

　どちらにせよ、まさに女子供。成人前の少年と年とし端はのいかない少女という組み合わせでは、真面目まじめな話をするに相応しい場所など限られてくる。

　故ゆえに喫茶店テイーハウスというのは決して悪い手ではない──しかし、

「あなたの屋や敷しきでもよかったでしょうに」

「わかっておらんな、兄にい様さまよ。言うたろう？　市民革命はここから始まった、と。閉ざされた立派な屋敷ではなく開かれた安い茶ちや屋やで。酒と阿あ片へんではなく紅茶と葉巻を嗜たしなみながら、だ。市民たちの味方であり民衆を先せん導どうする責務を担にのうた儂は、その精神を尊重したく思うよ」

　言葉自体は立派だったが、口調はまるで本気ではなく、取って付けたようなものだった。

　つまりはただの詭き弁べんに過ぎない。

「……まさか、外を出歩きたいというだけの理由でここを指定した、とか？」

「女が好むのは散策だけではない、世間話もだよ。そして女の機き嫌げんを取るのは男の務つとめ」

　悪戯いたずらっぽい顔のまま陶杯カツプの表面を細指でなぞり、くつくつと含み笑いをする。

　これにはさすがにフォグも呆あきれた。

「冗じよう談だんじゃない。使いを寄よ越こして呼びつけたと思ったら、道楽に付き合わせるためだったんですか？　僕だってそれなりに忙しいんですよ。だいたい、僕とあなたは友人でも味方でもない……今のところ敵対してはいない、ってだけのはずだ」

「それでも、兄妹には変わるまいよ」

「一いつ緒しよにお茶ちやを飲む理由にはなりませんね」

　立ち上がろうとしたフォグだったが、

「兄にい様さま」

　不意に変わった声こわ音ねによって押おし止とどめられる。

　彼女はさっきまでとは別種の、どこか挑戦的な笑えみで問うてきた。

「ぬしは、魂の存在についてどう思う？」

「……何を、いきなり」

　眉まゆをひそめた。

　単にお遊びとして小こ難むずかしい会話でもしたいのか、或いはもっと別の意図があるのか。彼女の顔は後者だと暗に告つげている。仕方なく、問い返した。

「質問が抽象的過ぎます。それはどういう意味で言ってるんです？　自然科学的な意味か、それとも哲学か。神秘学、宗教学、煉れん獄ごく学がく……あらゆる方面で魂たましいについての問いは存在する」

　レキュリィは答える。

「魂の位置付けは、どの学問においてもたいして変わらん。人の、いや……人を含めたすべての生物における『根源』。生物の存在における、核かくだよ」

「言っておきますが、僕は学者じゃありませんよ」

　専門的な議ぎ論ろんを持ちかけられても答えようがない。

「それほど高等な話ではないよ。むしろ初歩的なものだ。何せすべての学問において共通する思想だからな。……さて、では、その魂の座する所とは？」

「『心』。精神でしょう」

「その通り。魂は精神に座すことで脳に意い識しきを宿らせる。ならばその座した魂を収める容いれ物、魂を現世へ固着させる器うつわとは？」

「『肉』。身体からだです」

　確たしかに言う通り、彼女の問うてきている内容はこの時代の科学に沿った、根本的なものの考え方そのものである──故ゆえに答えるのは容易たやすい。

　先回りして続きを言った。

「そして肉と魂を繫つなぎ、意識の指令を肉に伝えるもの……力の源が『経けい絡らく』、つまり血流と神経です。存在の根源たる魂は精神に座して心となり意識を生じさせ、意識は経絡を通じて肉体へと力を行き渡らせる。いわゆる『四し源げん説せつ』ですね。……で、これを僕にわざわざ教授して、そこからどんな話をしようというんです？」

　レキュリィはくく、と笑う。

「さっきも言うた通り、現代の学問において四し源げん説せつは常じよう識しきとなっておる。魂たましいと心、肉と経けい絡らく。それら四つの柱において生物は成り立っている。だがな、兄にい様さま」

　笑って──ようやく本題へと、入った。

「この説を疑うたごうたのが、我わが夫にして我われらが父だよ」

　ローレン＝エヌ＝コーンフィールド。

　フォグたち人造人間ホムンクルスを産み出した、稀き代たいの天才にして瑩えい国こくの重罪人。

「どういうことですか」

　幾いくら人通りの多く会話の聞かれにくい公共の場であってもさすがに憚はばかられる人名だ。声をひそめるが、当のレキュリィが気にしたふうはない。むしろ得意げに朗々とする。

「正せい確かくには疑うた、ではない。真実かどうかをもう一度見詰め直したのだ。何せ生物、それも人間を造るのだからな。女の肚はらが肉を宿し、その肉へ魂が舞まい降りてくる……神秘たるその過程を経へずに人を産もうというのは神へ挑いどむ所しよ業ぎよう。ならばこそ、誰だれよりも人の知を識しるために基本を疑い、世界の理ことわりを、根源を理解するに至ろうとした」

「……疑った結果、どうなったと？」

「我らの存在がその結果だろうよ。ぬしも儂わしも、儂の姉にしてぬしの妹であるあの娘キリエも、ローレンが根源を理解せねば生まれはしなかった」

　確たしかにそうだろう。だが、自分が尋ききたいのはそういうことではない。

「だったら、理解した根源というのはいったい……」

　レキュリィは──目を閉じた。

「魂の行方だよ」

　冷めかかった紅こう茶ちやに口を付けて残りを飲み干ほし、

「魂がどこから来てどこへ行くのか。そもそも魂とは何なのか。目に見えず、どんな機き器きでも計測できないそれの、科学的な分析。ローレンはそこに至ったという訳わけだ」

　およそ不敵なことを言う。

　正統丁てい字じ教きよう、つまり旧教の教義において、人の魂は神が創造するとされている。

　神の創つくりたもうた魂は人の造りだした肉、つまりは胎たい児じへ宿ることで生を受ける。産まれた人間は現世を生き、死んだ後に魂だけが四源の軛くびきから解き放たれ神の許もとへと戻る。そうして魂は罪の重さによって天国か地じ獄ごくのどちらかへと運ばれるのだ。

　ただし現代においてこれらは、あくまで宗教上の教義であり科学的事実とは異なるという主張の方が強い。特に新教国──旧教と袂たもとを分かった瑩国では顕けん著ちよだった。

　新教を創設した瑩国は、神に対して国王と同じ役割を負わせた。つまり、何もしない存在である、という。王は君くん臨りんすれども統治せず、神は見守れども救わず、咎とがめれども罰ばつせず。市民革命による民主化が成なし遂とげられた他国でも似たような思想になっている。

　万能性を否定されることによって神は形けい而じ上じようの存在となり、科学と切きり離はなされた。人の魂たましいは神が創造しているのではなく、空気や水のように自然的な現象として発生するものであるという考え方が主流となり、結果、天国や地じ獄ごくの実在を疑問視する声も多い。

　だが一方で、魂は目に見えないし観かん測そくもできないから、魂を科学的に分析した者もいない。神が世の理ことわりから切り離されてしまったことで、魂はどこから来てどこへ行くのかという根源的な問いと、人類は向き合うことになったのだった。

「とはいえ、奴やつの答えは文書として残されてはおらん。例に洩もれず、な」

　レキュリィは空からになった陶杯カツプを弄もてあそび、どこか懐なつかしそうな、同時に口くち惜おしそうな顔をした。

「魂とはどこで生まれるのか。何を原料とし、どういう手順で発生するのか。肉が死した後の魂はどこへ行くのか。消失するとしたら、どういうふうに消えるのか。いや、それ以前に……そもそも魂とは本当に実在するものなのか」

　過か激げきなヘリックス主義者が時折主張する魂の非実在説も、ローレンが口にしていたとすれば思想などとは無む縁えんな、科学的根拠のあるものに思えてくる。

「ぬしは気にならんか？　自然発生した人と、ローレンによって創造された儂わしらの違いが。人間と人造人間ホムンクルスの魂は、果たして同じものなのかどうか」

　挑戦的な視し線せん。そして瞳ひとみの奥に秘められた、一いち抹まつの不安。

　自分が何者なのか。もっと正せい確かくには、自分の魂は本物なのか偽にせ物ものなのか。

　知りたいと思う好奇心と、知ってしまうことに対する恐怖──。

　レキュリィの感情を理解し、それに共感しつつも、フォグは首を振った。

「気にならないと言えば噓うそになります。ですが、取り立てて優ゆう先せんすべき疑問じゃありません。少なくとも僕にとってはね」

　どのみち、知ったところで仕方ないことであるのだ。

「僕は旧教徒じゃありません。だから彼らが信じているように、人の魂だけが神の祝福を受けて生まれているとは思わない。人の魂は獣けもののそれと同じく、自然発生したものですよ。……そもそも器うつわである肉体が猿さるから進化したものなんだ。魂だけが特別であるはずがありません」

「くく。つまり獣と人の肉体が始原を同じくするならば魂も同様、ひいては人と人造人間ホムンクルスの魂も何ら変わるところはない、と？　もっとも、正統丁てい字じ教きようは進しん化か論ろんそのものを未いまだに認めようとしないがな。或いは曰いわく『魂を神から賜たまわったからこそ人は人となったのだ』と」

「仮に魂が人と異なっていたとして、だからどうだというんです？」

　思わず薄うすく笑えんでしまったのは自じ嘲ちようか、或いは居直りか。

「僕はあなたと違って、魂よりももっと普通じゃない部分があるんですよ」

　そう──魂の貌かたちを気にする以前の問題があるのだ。

『消失点カイナ』と名付けられた、煉れん獄ごくの毒気を喰くらうという異常性を、フォグは持っている。先の四し源げん説せつに則のつとるとすれば、それは経けい絡らく──細胞の持つ『力』と言えるのかもしれない。

　力だけではない。精神も肉体も同様に、やはり人とは異なっている。つまり、四し源げんそのものが人間と違うのだ。ならば魂たましいが違っていたとしても何の不ふ思し議ぎがある？

　しょせん自分たちは、人の貌かたちをしているだけの化ばけ物ものなのだから。

「自分が人間じゃないのは充分に承知していますよ」

　言って、自分の陶杯カツプを覗のぞき込む。いつの間にか空からになっていた。飲み干ほした瞬しゆん間かんの記き憶おくは薄うすい。どうやらそれなりに興こう奮ふんしていたらしい。

　二杯めは注文せず、立ち上がった。

「魂の出しゆつ自じを思い悩んだとしても、無む為いなことでしょう。たとえ人と同じでも人と違っても、僕はここにいるし、僕が僕であることは揺ゆるがない」

「ふん」

　そんなフォグを上うわ目め遣づかいに眺め、少女の貌をした人造人間ホムンクルスは面おも白しろそうに鼻を鳴らす。

「なるほどな。兄にい様さまよ、ぬしは自じ我がの拠より所を自身の裡うちに置かないと、そういう訳わけだな。ぬしが人であろうが化け物であろうが、ぬしの魂がどんな形をしていようが……あの娘に必要とされておるのであれば、それがぬしの存在意義となる、か」

「それはあなたも同じじゃないですか？」

　レキュリィではなく、その背後──二歩下がった場所に侍はべる老ろう執しつ事じに、フォグは笑った。

「カルブルックさん。あなたはひとりの人間である前に、彼女に仕える執事バトラーだ」

「仰おつしやる通りにございますな」

　背広スーツを着込んだ壮年の男は、伸びた背筋から淀よどみない声を発する。

「私が何者であるかなどという問いは、その一点において意味を成しません」

「おやおや」

　首だけで振り向き、指を立てるレキュリィ。

「よもや自分の執事バトラーに裏切られるとは思わなんだぞ、カルブルック。……ま、いいさ。儂わしとしては、兄様の考え方を知れただけでも実があったというものだよ。なるほど確たしかに、人だの人造人間ホムンクルスだのと自みずからの存在を問うよりも、ひとりの男として我がを通す方がよほど潔いさぎよい」

「随ずい分ぶんと皮肉げですね」

「儂は女だからな。とりとめのない会話に思いを馳はせるのが、存在を問うことに繫つながるのだ」

　自らをローレンの娘であり妻であると主張する女は、幼おさな子ごの顔で妖よう艶えんに笑えんだ。

　フォグは肩を竦すくめた。

「これ以上他ほかに用件がないのならこれで失礼したいのですが、構いませんか？」

「構わんよ。呼び出してすまなかったな。詫わびとして茶ちや代だいくらいは馳ち走そうしよう」

「では、遠えん慮りよなく」

　断る理由はない。懐ふところの財布に伸ばしていた手を止め、軽く一礼して踵きびすを返す。

　まったく、面めん倒どうな外出だった。

　今日きようは特に仕事など入っていないが、だからこそ貴重な時間だったのに。そんな愚ぐ痴ちを心中で発しつつ数歩を進んだところで、背中越しに声があった。

「残念だよ。もしぬしがもう少しこの話に興きよう味みを持ってくれたら……魂の発生と煉獄との関係について語り合いたかったのだがな」

「……っ！」

　すんでのところで止まりそうになった足を、どうにか淀よどみなく動かす。

　もちろん振り返ることもしない。興味などないという体ていをよそおって大通りへ。

　去り際ぎわに核心を持ち出すことでこちらをからかったのか。或いは鎌かまをかけることでこちらの持つ情報を引き出そうとしたのか。どちらにせよ、その老ろう獪かいさが憎らしい。

　跳はねる心しん臓ぞうを抑え、フォグは雑踏の中へと身体からだを紛まぎれ込ませた。
















　ここひと月ほど、アルトは仕事の命令を受けていない。

　いつもであれば二週間も外出できなければ徐々に不ふ機き嫌げんとなり我わが侭ままを言ったり駄だ々だを捏こねたりなどフォグへの八つ当たりが始まるものだが、珍しいことに今回はそれもなく、溜ため息いきのひとつすら吐つかない日々を過ごしていた。

　故ゆえに、陽ひの光が届かない薄うす暗くらがりではあれど、牢ろう獄ごくにはどこか明るい雰囲気がある。

　それは恐らく、平へい穏おんと呼ばれるものだ。

　乾いた煉れん瓦がに囲まれ闇やみに包まれ、澱よどんだ空気に濃こい毒気が立ちこめるこの空間に平穏があるというのは、言葉にすれば矛む盾じゆんでしかない。だからだろうか。この状態がいいものなのかそれとも悪いものなのか、フォグは迷ってしまうのだ。

　もしも一生をここに閉じ込められて過ごすことこそがかの姫ひめ君ぎみにとって幸福だったとしたら──そうなのかもしれないが、そう思いたくない。一方で、外の世界に出るという行為が傷つくことに直結するのであれば、果たしてその傷は享受すべきものなのか。

　けれどフォグの胸中などとは関係なく、アルテミシア妃ひ殿でん下かはご機き嫌げんである。

「ねえ、ちゃんと聞いているの？　フォグ」

「あ、ええ」

「だからね、ティミィがそこで妖よう精せいに言うの。『あなたの羽は根ねを引き毟むしってそこの蟻ありさんにあげたいわ、きっとあなたなんかよりも上手うまく飛べるでしょうよ』って」

「……はあ」

　いつもの部屋着ネグリジエ姿のまま寝台ベツドの上に寝そべって、さっき読み終えたばかりの本がいかに面おも白しろかったかをフォグに説明しようと試みていた。が、興こう奮ふんしているせいか思考を言葉に乗せるのが上手くないせいか、今ひとつ要領を得ない。

　枕まくら元もとに置かれたその本は、アルフレッド＝ソーイング作の『夏なつ草くさ談だん義ぎ』──昨今人気の通俗小説である。深山に住む妖精とそこに迷い込んだ物もの乞ごいの少女を主人公にした幻想喜き劇げき。

　流行はやりに飛びついたイオが読み終わったものをお下がりとして渡されたのだが、なるほど巷ちまたで話題になるだけあって読み手を惹ひきつける力があるらしい。

「それでティミィは結局、獅し子しの谷から上がれたんですか？」

　アルトの説明に対して問うと、

「まだ早いわ！　なんでそう結末を急ぐのよっ」

　彼女は、ばん、と布ふ団とんを叩たたき叱しかってくる。

「いや……でも」

　あらすじの説明はまだ序じよ盤ばんである。というよりも、面白かった場面すべてを最初から逐ちく一いち報告するつもりらしい。通俗小説とはいえそれなりに厚い本なのだが、この調ちよう子しだと語り終えるまでにどのくらいかかるのだろうか。読了にすら二日もかかっているのに。

「いい？　ティミィがちゃんと文句を言ったから、妖精は逆に……」

「はあ……」

　困り果てていたところ、部へ屋やの外から階段に響ひびく足音が聞こえた。

　渡りに舟とばかりにフォグは視し線せんを格こう子しへと遣やる。アルトもつられてそちらを見、

「イオ」

　身を乗り出して顔を輝かがやかせた。

「こんにちはっ、姫ひめ様さま！　今日きようのおやつは……」

「イオ！　これ、全部読んだわ！」

　元気よく顔を覗のぞかせた侍女メイドに負けず劣らず声を張り上げる。

「……って、もうですか？　私なんて一週間もかかったのに」

　それはイオさんが普ふ段だん本をまったく読まないせいですよ、と思わず余計なことを言いかけたフォグだったが、それ以前に当のアルトが、口を挟はさむ間を与えない。

「ティミィが妖よう精せいと仲直りした後、鈴すず蘭らんたちが一斉に歌い始めるところ、面おも白しろかった！」

「そこは楽しいですよねえ。鈴蘭のくせに音おん痴ちなのがまた。ちなみに私は夜の王がティミィを助けにくるくだりに感動して思わず泣いちゃいました」

「夜の王、嫌いだわ。だって偉そうだもの」

「ええっ？　偉そうな王が最後の最後で頭を下げるっていうのがいいと思うんですけど……」

「私は気に入らない。ティミィもだから森を捨てて街まちに帰ったのよ」

「うーん、それは確たしかにそうなんですけど……でもティミィは、このまま森にいても自分は逃げてるだけだって気付いたからであって、夜の王とは相そう思し相そう愛あいだったんじゃないですか？」

「そんなことないわ」

　読んでいないフォグには、何が何だかさっぱりわからない。

　自分も話を合わせるために目を通した方がいいのかと思うが、さすがに気き恥はずかしかった。『夏なつ草くさ談だん義ぎ』は少女を主人公にした、つまりは女性のための読み物なのだ。

　そのせいか、この手の幻げん想そう的てきな話は正直なところ少し苦にが手てだったりもする。歌劇オペラ化かを想定して書かれているため、動物が喋しやべったり草木が歌ったり挙あげ句死んだ人間が生き返ったりと、荒こう唐とう無む稽けいで付いていけない。自分の想像力が貧困なのが原因かもしれないが──ちなみにフォグが好きな思想書だの哲学書だのといった本は、アルトに言わせると『眠くない時に読むとすぐ眠れるわ』だそうだ。趣しゆ味みの断絶は深い。

　ともあれ、感想を語り合うに相応ふさわしい相手が来てくれてよかった。イオは矢や継つぎ早ばやに飛んでくるアルトの言葉を受け止めながらも、負けじと自分の口もかしましくさせている。こういうのはやはり女性同士が盛り上がるのだろう。

「ほらフォグ、何してるの、さっさと取りに来なさい」

　などと安あん堵どするのも束つかの間。イオはおやつの入った木籠バスケツトをひらひらとこちらへ差し出してくる。アルトと話を続けながらのぞんざいな合図だった。

　仕方なしに立ち上がり、イオの許もとへ。

　籠かごの中を覗のぞくと、陶器に入れて固められた糖菓ゼリーが人数分。匙スプーンと一いつ緒しよにアルトへ持っていくとこちらを見もせずに受け取る。次いでイオにひとつを渡すがこれも同様。小説の感想と批評にかまけてこちらに礼すら言わない。

「きっとティミィだって、妖よう精せいと同じ気持ちだったに違いないわ」

　言って、あむ、と糖菓ゼリーを口へとひと掬すくい。

「でも妖精はひねくれ者ですからねえ。菜なの花だって指摘してたでしょう？」

　ぱくり、と、こちらも主人に倣ならって喋しやべりながらの行ぎよう儀ぎの悪さ。

「これ、林りん檎ごの糖菓ゼリー？」

「はい、そうですよ。庚耶コーヤ地方のいいものが手に入ったんです」

「でもちょっと酸すっぱいわ」

「隠かくし味に蜜み柑かんを少々。……お嫌いでしたか？」

「ううん、美味おいしい」

　食べながら本の感想とお菓子の感想を言い合うとは、器用なことだ。

「まったく……」

　溜ため息いきを吐つきつつ揺ゆり椅い子すに戻る。フォグも糖菓ゼリーのご相しよう伴ばんにあずかることにした。

　彼女たちのかしましい会話を聞きながら、口の中に広がる甘あま酸ずっぱさを味わう。入っていけない空気に居い心地ごこちの悪さも多少はあるが、やはりこの平へい穏おんさは何物にも代かえ難がたい。

　こんな日々が永遠に続けばいいのに。そう思った直後、不意にさっきの不安が再び頭をよぎる。暗がりの牢ろう獄ごくでしか得られない幸福に、果たして価値などあるのかと。

　──考えても仕方ないのに。

　後ろ向きな想像しかできない自分に苛いら立だたしさを覚えた。ここ最近はずっとそうだ。気を抜くとすぐによくないことを思索してしまう。

　原因は大きくふたつある。

　キリエのこと。それからトリエラ＝メーヴのこと。

　辺獄院リンボでの戦いから一カ月近くが経たつ。二日前には満月もやってきた。あの時、キリエが去り際ぎわに残した言葉が真実なら、彼女は再び『群体アンテノラ』の力を取り戻し、己おのれの身体からだを増殖させることができるようになっているはずだ。つまり、いつ攻めてきてもおかしくない状態にある。

　今この瞬しゆん間かんにも牢獄の壁かべから青い液体が染しみ出てくるかもしれないのだ。フォグがいる時であればまだ対処も可能だが、もしアルトがひとりの時にと思うと気が気ではない。

　当のアルトはさほど心配していないようで「大丈夫よ」なんてあっけらかんとしている。確たしかに彼女の『障壁エレール２』は相手の敵意に反応して自動的に展開するし、たとえ寝込みを襲おそわれたとしても防御は可能だろう。更さらにはアルト自身、キリエがもう不意打ちで襲ってくることはないと信じて疑っていない節ふしもある。

　けれど、そういう問題ではない。たとえ『障壁エレール２』によって守られていても、仮にアルトの確かく信しんが正しくても、その可能性があるというだけでフォグは不安になってしまうのだから。

　もうひとり、フォグの友人であるトリエラに関してはアルトとはまた別の懸け念ねんだ。

　姿を消してしまった彼女の行方ゆくえは杳ようとして知れない。

　辺獄院リンボの鍵けん器き開発部門副部長であったトリエラの頭の中には、口に出しただけで国が揺ゆらぐような機き密みつが幾いくつも詰まっている。人材としても貴重だったそうで、故ゆえに諜ちよう報ほう部ぶを含めたかなりの人数が動いているのだが、それでも足取りが摑つかめずにいる状況だった。

　少なくとも匍都ハイトからは離はなれているだろうという報告をフォグも受けている。他国に亡命したという説すらある中、場合によっては発見次第処理されるかもしれない。

　彼女が姿を消した理由は、イパーシ＝テテスだろう。

　ふたりが同郷出身の幼おさな馴な染じみという間柄だったことは、諜報部から回ってきた調ちよう査さ書しよで知った。つまりトリエラの錯さく乱らんと失しつ踪そうは、イパーシを目の前で殺したフォグのせいと言える。

　仕方なかったとか知らなかったとかそんな弁明など通じないけれど、できるならもう一度会いたいと思う。でも、会ってどうすればいい？　何を話すことがある？　謝しや罪ざいしてそれですべてがご破算になるのであれば、そもそも悩む必要などないのだ。

　キリエの問題にもトリエラの問題にも解決策などなくて、だからこそフォグの気分は沈む。解答の出ない問いに向き合うということは、前ではなく後ろを見てしまうということだから。

「フォグ？」

　考え込んでいると不意に名を呼ばれた。

「はい」

　我われに返った心の挙動を表情に出さないよう、できるだけ自然に顔を上げる。アルトがこっちを見ていた。彼女の視し線せんから感情を読み取り、フォグは応こたえた。

「いや、食欲がない訳わけじゃありませんよ？」

　陶器の中に入った糖菓ゼリーがあまり減っていないことと、匙スプーンを持つ手の動きが止まっていたことに不自然さを覚えたのだろうと当たりを付ける。

「これ、もうひとつ隠かくし味がありますよね。それを考えていたんです」

「おや」

　フォグの言葉に、イオが感嘆の声をあげた。

「出されたもん黙もく々もくとかっ喰くらってるだけだと思ってたら、思わぬ指摘ね」

「……人を家畜みたいに言わないでください」

「さて、何を入れてるかわかるでしょうか？　姫ひめ様さまはどうです？」

　話を振られたアルトは手の中の陶器へ視線を落とす。が、確たしかめようにも既すでに中身は空から。

　一いつ瞬しゆんの後「むー」と唸うなって寝台ベツドから降り、フォグの顔を覗のぞき込むように近付いて、

「頂ちよう戴だい」

　両手を後ろに、小さな口をちょこんと開あけた。
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「……行ぎよう儀ぎが悪いですよ」

　フォグは眉まゆをひそめるが、引き下がる様よう子すはない。諦あきらめて匙スプーンで糖菓ゼリーを掬すくい、彼女の口くち許もとに差し出す。まるで鳥の雛ひなみたいにアルトはそれを口へ納おさめ、再び寝台ベツドへ腰を投げだし、

「わからないわ」

　ひとしきり味わった後で、首を傾かしげた。

「林りん檎ごと、蜜み柑かんと、……本当に他ほかにも何か入れたの？」

「ほんの少しです。姫ひめ様さまがわからなくても無理はないですよ」

　アルトの味覚は繊せん細さいで敏感だが、舌が肥こえている訳わけではない。確たしかにこれはわからないだろう。恐らく香かおり付け程度──というより、林檎と蜜柑の風ふう味みを繫つなぐためのものだ。

「紅こう茶ちやですね」

　少し考えて、フォグは推測を口にした。

「さすがに葉っぱの種類までは当てきれませんが、たぶん間違いないでしょう？　微かすかな苦にがみと渋しぶみがあるような気がしますし」

　ややあって、イオは驚おどろいたように。

「正解。あらまあ。これは意外だわ」

「当てられたのがですか？　それとも僕が当てたことがですか？」

　皮肉とともに混ぜっ返すと、

「両方」

　何故なぜか嬉うれしそうな顔でまくしたててくる。

「いやさ、別にあんたに限ったことじゃないのよ。あんたも姫ひめ様さまも、匍都ハイトの育ちでしょ？　ここの料理って、言っちゃ悪いけど味付けが大おお雑ざつ把ぱなのよねえ。食べられればそれでいい、っていうかさ。リットン料理長でさえその気があるのよ。宮廷料理人だってのにねえ」

「イオさんの村はそうじゃなかったんですか？」

　彼女の故郷は匍都ハイトから遥はるか南、険けわしい山岳地帯にある。あの一帯に住まうのは瑩えい国こくの支配層と祖先を別にする少数民族で、文化もかなりの違いがあるはずだ。

「貧しくて食べるものが少ない分、味付けに工く夫ふうがあったわ。栄養にはならないけど香かおりの強い草なんかはその辺にいっぱい生はえてたし。あと、みんな料理が好きだったかな。滅多めつたにご馳ち走そうにありつけないから出来る限りの趣しゆ向こうを凝こらしてたんだろうねえ」

「一族の伝統、って訳わけですか」

「そんないいもんじゃないわよ」

　故郷を振り返る言葉は一方で、あまり懐なつかしそうではない。

「うちの村は里へ下りてこっちの民族と血を混ぜた一派でさ。そのせいか、どっちつかずな感じだったな。瑩国の文化にも馴な染じめず、さりとてもっと山の上に住んでる純血の人らみたいに世を捨てた暮らしもできず、って。半はん端ぱに文明に馴染んじゃって、そのくせ閉へい鎖さ的てきで」

　そこでようやく、彼女がそんな顔をする理由にフォグは気付いた。

　イオのように工場への出で稼かせぎにやらされる子供は、つまるところ体ていのいい間引きにかけられたようなものだ。毒気の立ちこめる劣悪な環かん境きようの下での労働には生き残れる保証などどこにもない。親から「死ね」と送り出されたに等しいのに、故郷を恋しがる道理はないだろう。

「やだ、そんな暗い話じゃないのよ、別に」

　フォグの表情を見て、あっけらかんと笑うイオ。

「今の暮らしの方が私は万倍も幸せ。だって姫様がいらっしゃいますもん。ねー」

　いきなり同意を求められたアルトはきょとんとする。

　さっきまでの話の内容も真意を理解していないようで、

「私もイオがいる方がいいわ」

　取って付けたような、それ故ゆえに本音からの、だからこそイオにとっては殺し文句になるようなことを口にした。瞬しゆん間かん、侍女メイドの顔はまるで陶酔したように輝かがやく。

「あら、そんなことを仰おつしやって頂けるなんて……」

「確たしかにまあ、幸せそうで何よりです」

　溜ため息いき混じりに呆あきれてみせるが、一方で安あん堵どもしていた。

　イオがいる方がいい──その思いはフォグだって同じだ。

　彼女の持つ明るさと、過去をくよくよと振り返らず現状と未来を楽らつ観かん的てきに受け入れて相あい対たいしていくという性格に、自分たちはどれほど救われているか知れない。

　たとえアルトと肉体的な接触が持てなくても、イオはそれをものともしない。真まっ直すぐにアルトの心へと、心で触れようとする。まるで気持ちには距きよ離りなど関係ないとばかりに。

　フォグに対しても同じだ。フォグが普通の人間ではないことに気付いていないはずがないのに、態度には出さず──いや、気付いてはいても気にもせず、成長しない少年に対して少女時代と何ら変わらず、昔からの友人として接してくれる。

　それは天性のものと言っていい。煉れん獄ごくの毒気への耐性などよりも、ともすればよほど。

　見習おうと思う。

　もちろん、キリエやトリエラのことを綺き麗れいさっぱり忘れてしまうことなどできない。彼女たちのことはそもそも忘れてはならない問題だし、あれこれと思い悩んでしまう自分の性しよう分ぶんだって一いつ朝ちよう一いつ夕せきで変えられるものでもないのだから。ただ、それを態度に出してしまうと、この前のようにアルトに無用な心配をさせてしまうだけだ。

　できるだけ、この部へ屋やでは無理なく笑っていよう。格こう子しと煉れん瓦がで閉ざされた牢ろう獄ごくであるけれど、だからこそ暗くら闇やみの中にある光を見み逃のがしてしまわないように。

　陶器の中に残っていた糖菓ゼリーを掬すくって口へ入れながら、甘さの中に混じる微かすかな苦にがさを感じ取る。この苦みがあるから、果汁をより甘く感じられもするのだと今いま更さらながらに気付いた。
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　もちろん、朝から夜まで地下で過ごせる日は限られている。

　糖菓ゼリーを食べ終わった後、フォグは仕事を済ませるために王宮へと向かった。

　王属軍禁きん衛えい遊ゆう撃げき隊たい──名目上与えられている職しよく務むだが、職務である以上は上司からの命令を聞く必要がある。この場合の上司というのは王属軍総司令官である王弟リチャードのことで、下される命令とは大半が秘密裏に処理しなければならない案件の事務的、実務的手伝てつだいだ。どこそこに行って誰だれそれと会ってこい、この議ぎ員いんの動向を一週間ほど探さぐれ、など。今日きようのものはちょっとした書類仕事。作業としてはたいしたことがないものの、内容に幾いくつか機き密みつが含まれていたせいでフォグに押しつけられる羽は目めとなった。

　つまりは、体ていのいい便利屋である。

　これらに加えて最近は、洩もらせない問題についての相そう談だんをリチャードから持ちかけられたり、ひいては愚ぐ痴ちの聞き役になったりと、どうにも公私混同されつつある傾向があった。もちろん彼もフォグにすべてを打うち明あけている訳わけではなく、抱え込んだ頭痛の種のうちまだましなものを捨てているだけに違いないのだが──こちらとしては、信用されていると思えばいいのかそれとも都つ合ごうよく扱われていると思えばいいのか判断に困ったりもする。

　時間は既すでに夕方近い。

　陽ひは傾きかけていて、もうそろそろ光に赤みが差してくる頃ころだった。もっとも、執しつ務む室しつの窓に嵌はめ込まれた絢けん爛らんな硝子絵画ステンドグラスは太陽の光を素すの色のままで通しはしないだろう。

「……まったく、参った」

　リチャードはフォグから受け取った書類をざっと眺めて机の端はしに置くと、改めて別の書類の束たばを手に取ってこれ見よがしにひらひらとさせ、長椅子ソフアに腰掛けたフォグを一いち瞥べつし溜ため息いきを吐ついた。お付きの侍女メイドにふたり分のお茶ちやと菓子などを用意させた辺あたり、ちょっと愚ぐ痴ちに付き合えということだろう。菓子は王室御ご用よう達たしの高級品で、つまり多少の罪悪感はあるらしい。

「何がですか？」

　仕方なしに問うた。とはいえ、聡そう明めいかつ怜れい悧りで鳴る王弟殿でん下かの愚痴を聞ける者など国でも数えるほどしかいまい。そういう意味では恐きよう悦えつ至し極ごくに感ずるべきなのかもしれない。

「この前も話したと思うが、補充要員だよ。遅々として進まない」

　陶杯カツプのお茶に口を付け、小さく肩を竦すくめる。言葉通り、この愚痴は三度めだった。

　補充要員──つまり王属軍の、である。

　先の『引ひき裂さき魔ま』事件において、王属軍は多大な犠ぎ牲せいを受けた。

　その数、四十一人。

　うち三十四人が騎き士し、七人が煉れん術じゆつ師しだった。フォグやアルトのような特殊任務要員や王宮守しゆ護ご役やくのような特別枠を除いた王属軍の平常隊は、騎士百二十名と煉術師二十五名が定員となっている。つまり三割近くの人員が一夜にして殺害されてしまった計算だ。これは軍隊として体てい裁さいが保てなくなるほどの損害で、壊かい滅めつ的てきと言ってもいい。

　減ってしまったこの数を再び元に戻す、という言葉にすれば簡かん単たんそうな仕事に、リチャードはここ一カ月ほど難なん儀ぎしている。

　当然だろう。王属軍は、騎士、煉術師ともに、それ相応の実力を持ち合わせていなければ務つとまらない。また王家直ちよつ轄かつという性質上、ある程度の家柄や血筋なども考こう慮りよされる。もちろん一定以上の戦せん闘とう技術があれば生まれは問題視されないが、幾いくら戦いに長たけているといっても品性のない者や犯罪歴のある者、ヘリックス主義者などは問題外だ。

　これらの条件だけでも相当に間口は絞しぼられてしまう。むしろ、この制限のため真に実力ある者が集まってこないという側面もあった。

「騎士の方はそれなりに志望者がいて、急場凌しのぎとはいえ頭数だけはどうにかなりそうなんだが……問題は煉術師なんだよ」

　煉術師は、基本的に荒事が仕事である。荒事に首を突っ込めば突っ込むほど、つまり法に触れれば触れるほど実力を増すと言っていい。加えて毒気のこともある。そもそも絶対数が少ないし、騎士と違い、貴族の次男坊三男坊がなりたがる職しよく業ぎようでもない。

「先の事件で醜しゆう態たいを晒さらした手前もあって、当初は増員も考えていたんだがな。それ以前に減った七人すら埋まりそうにない。フォグ、きみは適当な人材に心当たりはないか？」

　冗じよう談だんめかしてはいるが、半ば本気の眼をしていた。

「随ずい分ぶんとお困りのようですね。僕にまで尋きこうとするなんて」

　一応、フォグも煉れん術じゆつ師し組合ギルドに名前を登とう録ろくしている身であるから、市し井せいの煉術師についてそれなりの情報を持ってもいる。

　が、

「そうですね……最近頭角を露あらわしてる中では、コルセイ＝マスなんかが有名です。灰はい色いろ街がい出身で、前は掏す摸りで食っていたそうですけど。まだ他人の財布を抜き取る癖くせが抜けないとか」

「……他ほかには？」

「カイニ＝ディシタス。楽器を使って儀ぎ式しきを紡つむぐという風ふう変がわりな煉術を使うので有名です。ただし贇いん国こくからの不法移民で元娼しよう婦ふですが。いや、趣しゆ味みで現役続行中だったかな」

「他には？」

「一番名が売れているといえばイール＝ピーコックでしょうね。実力は随ずい一いちで、依頼遂すい行こう率りつは今のところ十割、しかも色男。でも組合ギルドもなかなか接触できないらしいですよ。貴族の娘を三人ほど孕はらませて訴えられ、逃げ回っている最中ですから」

「他には……いや、もういい」

　リチャードは三人めで音ねを上げた。

「わざと言っているのか？　それとも本当にそんな連中しかいないのか？」

「どちらかと問われれば前者です、殿でん下か」

「正直なことだ……まったくきみは首を刎はねたくなるくらいに潔いさぎよいな。私は生まれてもいない絶対王政の時代が懐なつかしくなった」

　皮肉めいた科白せりふは、怒りというよりもむしろ困り果てたという顔で発せられた。

「すみません、少し悪ふざけが過ぎました」

　フォグはさすがに反省する。

「ただ、後者であることも事実です。僕の知っている輩やからにはそういう連中しかいませんし、もし適任な人物がいるなら、その名前はとうに殿下の耳にも届いていますよ」

「ああ、そうだろうな。こちらもすまなかった」

　せめて軽口を叩たたきたくあったのだろう。リチャードの事情もわかる。王族でもあり貴族院議ぎ員いんの王権派筆頭でもある身、こういう遠えん慮りよのない会話もおいそれとできはしない。フォグのような、王族に対して身の程ほども礼れい儀ぎも知らない者を探すだけでひと苦労だろう。

「心中、お察しします。お世せ辞じではなく」

「そいつは嬉うれしいな。厭味いやみではなく」

　彼は苦笑し、王族らしい気品に満ちた優ゆう雅がな所作で陶杯カツプに口を付けた。

「いっそ、専門の育成機き関かんを設もうけた方がいいかもしれないな」

「……確たしかに。長い目で見ればそうですね」

「問題は予算だな。駄だ目めで元々、王族のお歴々に掛け合ってみるか。……とはいえまずは、目先の人員補充を優ゆう先せんせねばならん」

　そこでふと、リチャードの気配けはいが変わった。

「実はひとり、当てがあったんだが」

　眉まゆを寄せた、さっきまでとは別種の憂うれい。こちらに向けられたそれは愚ぐ痴ちというよりも相そう談だんを持ちかけたがっているようで、フォグは思わず問うた。

「僕の知っている人ですか」

「ニーナ。ニーナ＝レナ＝スレイジ」

「スレイジ？　……まさか」

　顔は知らない。しかし、その名──正せい確かくには姓せいが、フォグの眼を見開かせた。

『グラフの数珠じゆず』を巡めぐる最初の事件において、レティック＝メイヤらの裏切りに遭あい非ひ業ごうの死を遂とげた煉れん術じゆつ師し、アレックス＝リノ＝スレイジ男だん爵しやく。匍都ハイトでも有数の狙そ撃げき手しゆで、爵位を持っていたことから王権派議員たちの覚えもよく、フォグも何度か仕事を共にした。

「彼の孫まご娘むすめだ。確か、今年ことしで十六になる」

「お孫さん……が」

　いてもおかしくない年代ではあった。六十手前ほどだったか。

「でも、十六となると……」

　まだ若過ぎる。工場上がりの煉術師であれば仕事を始めていてもいい歳としだが、男爵家の生まれともなればそうはいかない。

「年ねん齢れいは関係ないさ。天才、だそうだよ。聞くところによると」

　リチャードは机の上に置いてあった書類の一枚を手に取った。

「五歳で戯たわむれに猟銃マスケツトを持ち、七歳で八十米メートル先に飛ぶ鷺さぎを鼻歌交じりに撃うち落とし、十の頃ころにはひとりで猪いのしし狩がりに出掛けていたそうだ。最初は反対していた故こスレイジ男爵も、十二の年齢で狙撃の腕が自分を超えたのを知り、ついには折れて煉術を教える羽は目めになったとか」

「凄すごい……ですね」

　フォグは感嘆する。逸いつ材ざいは、隠かくれているところには隠れているものらしい。

　煉術師の中でも狙撃系術師は、煉術以外の技量が特に重要とされている。超ちよう遠えん距きよ離りから敵を狙ねらい撃つという特質上、術の発動を自みずからの手によらない場合が多いのだ。

　攻撃に使うのは、弾頭部分に『愚者の石グラクシール』を埋め込んだ上で弾たまの内部に小型の煉術陣を刻んだ特殊な弾丸である。銃によって発射された弾は着弾の衝しよう撃げきで煉れん獄ごくへの扉を開き、煉術陣が毒気へ干渉。命中先で術を発動させる仕組みとなっている。術師は戦術によって、あらかじめ特定の煉術が込められた複ふく数すう種類の弾丸を撃ち分けるという訳わけだ。

　本人が手て許もとの銃で用いる煉術は、一時的に視力を上げたり初速を高めたりなど、あくまで補佐的なもの。無む論ろん、狙そ撃げきの技量が高ければ使う必要はなくなっていく。

　これは煉れん術じゆつ師しとしては、毒気に対する耐性が最も必要とされない戦い方と言える。近きん距きよ離りで斬きり合うのでもない分、生命を危険に晒さらすことも少ない。スレイジ男だん爵しやくが愛まな孫まごに煉術を教える気になったのも、その辺あたりのことが理由になっているのかもしれない──もっとも、使い捨てである弾頭の値段はばかにならない上に扱える煉術もそこまで強力なものではなく、更さらに距離を詰められれば一方的に殺されるだけしかないというのは表裏一体ではあるが。

　これまで煉術師組合ギルドで噂うわさに上がらずにいたのは、ひとえにスレイジ男爵が黙もくして語らずにいたからだろう。まさに秘ひ蔵ぞうっ子こということか。

　が、何より欲しているはずの人材を前に、リチャードは渋しぶい顔をしている。

　つまり、

「当てがあった、と仰おつしやいましたね。過去形とはどういうことです？」

「情報を入手してすぐ勧かん誘ゆうしたんだがな。断られたよ」

「それは……戦いを好まない性格だったとか、若すぎて親おや御ごさんが反対したとかでしょうか」

「いや、本人の意志による。お祖父様を殺した国に協力する謂われはない、だそうだ」

「……っ」

　その言葉に、フォグは思わず唇を咬かんだ。

　スレイジ男爵が死んだのは、王家からの依頼を受けて赴おもむいた戦いにおいてだ。にも拘かかわらず──祖父と同じく王家のために働けというのは、十六の娘には確たしかに酷こくかもしれない。

　祖父を慕したっていたのであれば尚なお更さらだろう。むしろ王家を憎んでもおかしくはなかった。

「すみません。僕の責任です」

　俯うつむき加減に息を吐はく。

　一方で苦笑するリチャード。

「おいおい、それじゃ私がきみを責めるために呼びつけたみたいじゃないか。やめなさい。男爵が亡くなったのは味方に裏切られたからだ。その責を敢あえて問うとするならまずは裏切った者ども、次いで依頼した王家、さらには裏切り者を紹介した組合ギルド、究極的には裏切りに対処できなかった男爵自身。きみの責任が介在する余地がどこにある？」

「でも、僕がもし、もっと……」

「助けられた可能性はあったかもしれない。が、可能性と責任を同一視してはいけないし、ましてやきみの責務でもなかった。その手の思考は、貴族と王族にだけ許される高貴なる責任ノーブレス・オブリージユという奴やつだよ。きみは騎き士し、貴族身分だが……貴族になりたい訳わけではないだろう？」

　反論の余地がない言葉だった。

　もちろん感情で納なつ得とくできた訳わけではないにせよ、リチャードの心こころ遣づかいはありがたく、それ故ゆえにどこか救われた気分にもなる。

「きみなら何かいい案が浮かんだりはしないか、そう思って話しただけさ」

　一転した朗ほがらかな表情は、執しつ務む室しつの雰囲気を変える。

「ただ、きみ自身に彼女を……スレイジ男だん爵しやく家けのご令れい嬢じようをどうこうしろというのでもない。今の状態では会いにくいだろう？　それに、そもそも女性の扱いは私の方が上手うまいからね。口く説どくのであれば自分から会いに出向くよ」

　場を和なごませるための冗じよう談だんとはいえ、さすがに際きわどい。

　フォグもつい笑った。

「侍女メイドが聞き耳を立てているかもしれませんよ、王弟殿でん下か。その齢よわいで未いまだ妃きさきを娶めとらないのは年下好みが災いしてと噂うわさされたら、困るのではありませんか？」

「残念ながらこの王宮にそんな品の悪い侍女メイドはおらんよ。知らないのか？　ここの侍女メイドは私が自みずからひとりひとり面談の上で採用の判はん子こを押しているんだ」

「つまり既すでに全員がお手付きって訳わけですか」

「さて、そろそろ品のない戯言たわごとはやめておくか」

　上手い切り返しが思い付かなかったのか、わざとらしく咳せき払ばらい。さすがに追つい撃げきはせずにおく。もちろん実際のところ、リチャードは侍女メイドに手を付けるような男ではない──むしろ手を付けてもらいたくてたまらないのは侍女メイドたちの方だろう。ちなみに彼が三十を前にしてまだ独ひとり身なのも、世よ継つぎ争いが起きるのを慮おもんぱかってのことである。

「でも正直なところ、僕に尋きかれても案なんて出ませんよ」

　人の死は重い。特に親しい者であれば尚なお更さらだ。直面すれば冷静でいられなくなるし、殆ほとんどの者は理知的な判断ができなくなる。

「ゆっくり時間をかけて冷静になってもらい、こちらのことを理解してもらうしかないように思えます。当然、こちらも彼女のことを理解しなければなりませんが」

「だろうな。地道に見えて一番の近道だ。……かのご令嬢に関しては、これから先も諦あきらめずに勧かん誘ゆうを続けることにしよう。それにきみの言う通り、彼女にしてやれることはしてやるべきだし、彼女の言葉も聞く必要がある。それが『王家の責任』というものだ」

　王家の負うべき責任であって、お前の負うべき責任ではない、と。

　言外に込められた再度の確かく認にんを、フォグは黙もくして受け取った。

「しかし、彼女の勧誘に成功したとしてもひとりの追加にしかならんのも確たしかだよ。まったく頭が痛い。その一点に関しては、きみが協力してくれないのが恨うらめしいな」

「協力はできると申し上げたじゃないですか」

「やめておくか。堂どう々どう巡めぐりだな」

　フォグはリチャードと笑い合った。

　そうして笑いながら、肩の力が抜けた王弟殿でん下かの顔に、自分が呼ばれた甲斐かいはあったのかなと心中でふと思う。身の程ほども礼れい儀ぎも知らない相手と軽口を叩たたき合うという行為は、たぶん王族である責務と重圧から一時でも解き放たれる心持ちになるのだろう。

　同時にフォグ自身、彼のそういった人間臭くささに、ある種の安心感を覚えるのだった。
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　出された茶ちや菓が子しはそのまま、アルトへのお土産みやげに包んでもらった。

　フォグ自身、それを見越して手を付けなかったというのもある。リチャードは「またアルテミシアか」と笑っていたが、フォグにとっての大事はまず何よりもかの姫ひめ君ぎみなのだ。

　普ふ段だんはイオの持ってくるお菓子に「甘やかすな」だのと言っているくせにやっていることは変わらない──それには自分で気付いていなかった。

　執しつ務む室しつを辞じし、王宮の廊下から中庭へ出る。

　雅みやびな風景が傾きかけた陽ひに染そまることで、普段は隠かくれている艶つややかさを露あらわにしていた。自然との調ちよう和わまで計算された造りは、さすが王室と讃さん辞じを贈おくるべきだろう。

　だがフォグが思わず立ち止まってしまったのは、庭園の美しさに感動したからではない。

　中心にほど近い人工池、薄うす赤あかい陽に反射した大理石の橋の上。

　そこに、ひとりの人ひと影かげを見付けたからだ。

　反射的に、しまった、と思う。遠回りでも回廊をぐるりと回って城を出るべきだったか。とはいえ回廊は回廊で厭味いやみな貴族に出くわしてねちねちと難なん癖くせを付けられ足止めを食ってしまう可能性も大いにあったし、中庭で彼女に出会う確かく率りつも元来それほど高くはない。つまりはどのみちフォグの選せん択たくに拘かかわらず、運が悪かった。

　気付かれる。視し線せんが合う。無視することなどもちろんできず、フォグは笑えんだ。

「ご機き嫌げん麗うるわしく、マーガレット妃ひ殿でん下か」

「まあ、フォグさま！」

　快活で嬉うれしそうな声とともに、亜あ麻ま色いろの髪を揺ゆらしながら手を振ってくる。

　キアス＝メネレックがいやしないかと視線を巡めぐらせるが、そちらは大丈夫なようだ。マーガレットに想おもいを寄せているが故ゆえにフォグを目の仇かたきにしているあの少年の面めん倒どうくささは、正直なところマーガレットの数倍だった。

「何をしておいででしたか？」

　手を振り続けている王女へ歩み寄り、頭を下げる。

「お池を見てましたの。ほら、とても綺き麗れい」

　夕陽に照らされた水面が輝かがやいている。

「このお池、匍都ハイトの西にある詩シ依エ湖こを模して作られたのですって。かの湖みずうみも夕刻にはこのように輝くのかしら。フォグさま、見に行ったことがあっていらっしゃる？」

「いえ。あまり匍都ハイトの外には出ないもので」

「そうなの。私、一度でいいから見に行ってみたいわ」

　詩シ依エ湖こは名所として名高く、匍都ハイト近くの観かん光こう地ちとしても真まっ先さきに名前の出てくるほどだ。裕福な貴族などは近くに別荘を建てて休日に舟を浮かべたりもしている。

　だが、マーガレットは王族、しかも王位継けい承しよう権けん第一位の身。自由な外出などできるはずもなく、造られた小さな風景の前で心の中に描いた本物の絶景に思いを馳はせる他ほかないのだろう。

　同情しない訳わけではない。が、もちろんアルトに比べれば雲うん泥でいの差だ。

　そんなフォグの内心に気付いたふうもなく、彼女は笑えみを浮かべ、

「ね、お池だけじゃなくて、あちらの庭石も綺き麗れいなのよ！」

　腕に手を回し、引っ張ってくる。

「っと、その……」

　いつものことながら、困り果てた。

　別に庭石を一いつ緒しよに見るくらいは問題ない。しかし、身分の差も考えずにこうも気安くあそばされるのにはほとほと参ってしまう。

　フォグは男であり、十二とはいえマーガレットは女である。

　おまけに王族、次代の女王。一代限りの騎き士し身分であるフォグなど、世が世なら跪ひざまずいて謁えつ見けんし視し線せんを合わせることすら許されない。にも拘かかわらず、まるで恋人にそうするように腕を抱いてくるなど──子供の無邪気ではそろそろ済まされない年ねん齢れいだ。

　或いは、子供でなくなりつつあるが故ゆえの、フォグへ憧あこがれの感情を持っているが故の行為なのかもしれない。もしそうだったとしたら余計に質たちが悪かった。こちらの意志とは関係なく、とんでもない醜しゆう聞ぶんとして噂うわさされる。

　厄やつ介かいなことに、立場はフォグが遥はるかに下。手を強く振り払うこともできず、せめてとばかりにあからさまな困こん惑わくの表情を浮かべて引っ張られるに任せる。

　橋を渡り終えて庭石のところまで歩んで立ち止まり、そこでようやく解放されるかと思いきや、彼女の手はフォグの腕に回されたまま。

「ほら、ご覧らんになって。御み影かげ石いしが夕ゆう陽ひに染そまって赤くなってる」

「あの、マーガレット様さま……」

「もう。私のことはマグって呼んでくださいっていつも申し上げているではないですか」

　楽しそうに笑ってこちらを覗のぞき込む瞳ひとみには、無邪気さ意外のものは感じられないように見える。が、元々フォグは色恋沙ざ汰たに疎うとい。この年とし頃ごろの娘の真意などわかろうはずもない。

　どうしたものかと考えあぐねていたところ、不意に助けはやってきた。

「おやマーガレット妃ひ殿でん下か。ご機き嫌げん如何いかがですか？」

　それは、背後からかけられたひと言。

　マーガレットはびくりと身を震ふるわせると、そそくさとフォグから離はなれて振り返る。フォグも少し遅れて従い、見ると、青年がそこに立っていた。

「これはどうも。お邪じや魔まを致しましたか？」

　一礼し、落ち着いた通りのいい、爽さわやかな声こわ音ねで問うてくる。

　男──だろうか。

　服装や髪型、立たち居い振ふる舞まいからはそう判断できそうだが、整ととのいすぎるほどに整った顔立ちを見るに、女性であっても不ふ思し議ぎはない。発した声も中性的な響ひびきを持っている。

　年ねん齢れいは二十歳はたちそこそこほどか。美しい顔、と言われればそうなのだが、その美び貌ぼうが男のものか女のものかわからないが故ゆえに、一歩引いてしまうような近寄りがたさがある。

　マーガレットが青年の名を、怖おず怖ずと呼んだ。

「……ユヴィオールさま」

　それは、フォグにも聞き覚えがあるものだった。

「ユヴィオール。ユヴィオール＝カタシェレティス？」

「おや」

　青年は片かた眉まゆを上げ、

「私の名を知っているのかい？　フォグくん」

「あなたも、僕を？」

「ああ」

　一いつ瞬しゆんだけ笑えみを浮かべた後、神妙に顔を曇くもらせながら言った。

「きみの名前は、トリエラから聞いて知っていた」

「そう……ですか」

　フォグも同じである。

　トリエラ＝メーヴ。

　あの事件が起きるよりも前、彼女が彼の話をしていたのを思い出す。友人で、王属軍所属の煉れん術じゆつ師し──博学で部下に欲しい、そう言って笑っていた。

「彼女のことは残念だよ。私もできる範はん囲いで捜さがしてはいるんだけど」

「その、僕は……」

　間接的にでもトリエラを追い詰めたという自責で言葉を詰まらせる。

　しかしユヴィオールはそんなフォグの肩を、気安く叩たたいた。

「『引き裂き魔ま』から守ってくれたんだって？　友人として礼を言うよ」

「え……」

「きみも捜してくれているんだろう？　大丈夫、きっと無事だよ」

　人なつこそうな破顔。

　最初に抱いた近寄りがたさは完全に抜けないものの、親しみを湧わかせる笑えみだった。

「マーガレット妃ひ殿でん下か、フォグくんとはお親しいのですか？」

　次いで視し線せんを向けられたマーガレットは、どこかしどろもどろに、

「え、ええ。お友達ですの」

　ぎこちなく唇で弧こを描く。様よう子すを見るに、どうやら彼にはあまり慣なれていないらしい。

「それはそれは。ではお邪じや魔まをしてしまいましたか？」

「いえ、その……そんなことありませんわ」

　ユヴィオールの方は慣れた態度だったが、仕える者と仕えられている者、互いが互いに感じる親しみに温度差が生じるのはよくあることだ。

　ただ正直なところ、彼が声をかけてきてくれたことはありがたかった。

「すみません、マーガレット様さま。僕はそろそろ。仕事が残っておりまして」

「あ、え？　フォグさま……」

　彼女には悪いと思うが、どさくさに紛まぎれさせてもらう。

「ユヴィオールさん。以後、お見知りおきをお願ねがいします」

「いやこちらこそ。同じ王属煉れん術じゆつ師し同士、また会うこともあるだろうしね」

「ええ」

　ふたりに挨あい拶さつを交かわし、一歩下がって礼をした。

「それでは妃ひ殿でん下か。慌あわただしくて申もうし訳わけないですが、また」

「あ、……」

　案あんの定じよう、マーガレットは反応できない。フォグとユヴィオールとの間で視し線せんを移ろわせている。まだ行かないで、という意思が視線に表れていたが、彼女とて王族としての教育を受ける身である。王家に奉仕する王属軍の騎き士しが職しよく務むに戻ると言っているのを我わが侭ままで引ひき留とめる訳わけにはいかない。ふたりきりならともかく、第三者が立ち会っていれば自律せざるを得ないだろう。それが親しくない相手であれば尚なお更さらだ。

　迷いなどは素そ振ぶりも見せなかった。実際、多少余所よそ余所よそしい態度を取るくらいが丁度いい。

　心の中でユヴィオールに礼を言いつつ、フォグは踵きびすを返す。
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　フォグが去った後、そのまま数分ほど他愛ない世間話を続けてみたが、マーガレット王女はやがてそそくさと、適当な理由を付けてユヴィオールの前から立ち去った。王族たる者、もう少し下しも々じもの者に対する態度を公平にする必要があるのではないかと頭の片隅で冗じよう談だんめいて考えつつ、すぐにどうでもいいか、と思い直す。

　元々、マーガレットなどに興きよう味みはない。本当にユヴィオールが話をしたかったのは、かの少年。もうひとりの王女に付き従う人造人間ホムンクルス──フォグであった。

　まあ、待ち伏せていたのでなくたまたまの邂かい逅こうだったので仕方ない。

　それに機き会かいは幾いくらでもある。特にこれから先は。

　顔見せが事前にできたのでよかった。そう満足し、中庭をゆっくりと歩む。大理石でできた橋を踏みしめ、夕ゆう陽ひの反射する池を横目に、のんびりとした足取りで。

　王宮の回廊へ繫つながる扉の手前で、中庭に入ってくる人ひと影かげがあった。

「……おや」

　わざとらしく声をあげて立ち止まると、その人影──骨張った顔に顎あご鬚ひげを蓄たくわえた老年の紳士が、こちらに無ぶ遠えん慮りよな視し線せんを遣やる。

　上品に仕立てられた背広スーツ、手に持った杖つえは高級品。一方で鋭するどい双そう眸ぼうに宿る色は高こう慢まん。

「何か用かな？　王属煉れん術じゆつ師し殿どの」

　老人はあくまで静かに、そう言った。

「いえ、ご機き嫌げん麗うるわしく、メネレック伯はく爵しやく様さま」

　だからユヴィオールもまた、恭うやうやしく礼を取る。

「ふん、麗しいものか」

　メネレックは面めん倒どうそうに吐はき捨てた。

　そうして、杖の先端で地面を軽く突く。

　とん、とん、やや間を開あけてもう一度、とん。

「あまり王宮内を歩き回らんでくれるか？　『用』がないのならな」

「お気を悪くされたらすみません。しかし、警けい備びも私たちの……『私の仕事』なもので」

　あくまで自然な動作で、杖を左手に持ち替えて、今度は地面を短く二回、とん、とん。

「『いつまで』居座るつもりだ？」

「勤きん務むはもうじきに終わりますよ。ちなみにその後、いつものように疲れを癒いやすため『食事にでも出掛ける』予定です。『九時』には自宅へ戻って、明日あしたに備そなえますかね」

「なるほどな」

　更さらに両手で握った杖を、足あし許もとに一度、とん。

「奇遇だが、私も晩ばん酌しやくを習しゆう慣かんとしている。もちろんきみと違って下げ賤せんな酒場ではなく『私の家』でだが。ただ最近は衰おとろえたよ。上等な火酒ウイスキーでも『十時』には酔いが回って寝台ベツドだ」

「まだまだご健けん勝しようでございますよ、伯爵様は」

　礼をしたまま一歩を退ひき道を空あけると、メネレックはもう何も言わない。

　ふん、という鼻息を捨て台詞ぜりふに、再び歩き始めた。




　こうして──雇い主と交かわした秘密の遣やり取りは、いつもと同じように誰だれにも見られず誰にも気付かれず終わる。ユヴィオールは去っていくメネレックの後ろ姿を見送った後、やれやれという顔で大おお袈げ裟さに肩を竦すくめ、回廊へ続く扉を潜くぐり中へと入っていった。
















　陽ひは西の端はし、建物の陰に隠かくれ、街まちの石いし畳だたみも影かげに覆おおわれてしまっている。

　大通りの瓦斯ガス灯とうには既すでに火が点ともっていた。もうじきに顔も見えないほど辺あたりは暗くなるだろう。提灯カンテラでも持ってくればよかったかなと、イオ＝テリーヌは少し後悔する。

　街といっても貴族街がいと市民区域の境目に当たるので治安はしっかりしているが、やはり一カ月前に起きた『引き裂き魔ま』事件以降、匍都ハイト全体が粛しゆく々しゆくとしている。しかも夜間には外出を控える者も多いため普ふ段だんより人通りは少なく寂さびしげ。つまり、ちょっと恐いのだった。

　暗さというなら毎日降りている塔の方がもちろん遥はるかに暗いのだが、やはりこういうのは慣なれなのだろう。『引き裂き魔』自体もアルトとフォグが退治してくれた訳わけだし、危険がないのも頭ではわかっている。それでも身が竦すくむのは、単に自分が臆おく病びようなだけだろうか。

　街に出たのは買い物のためだった。明日あしたのために必要な食材を幾いくつか。砂さ糖とうや牛酪バターなど保存の利きくものは、市場が混んでいる朝よりも閉店近い方がゆっくり買えるのである。

　だがそれにしても、本当に人が見当たらない。

　通り沿いの家屋からは子供のはしゃぐ声や料理の匂においなどが窺うかがえて、だからひとりではないというのは頭でわかるのに、こつこつと孤独な自分の靴音だけが耳に残ってしまう──まあでも、こんな状況で人と出くわしても、それはそれで恐いからいいか。

　などと考えながら大通りを曲がった瞬しゆん間かん、イオは自分の想像力を後悔することになった。

「……、あ」

　角の先、大通りから小さな裏路地へ繫つながる脇わきに、誰だれかいた。

　人数はひとり。風ふう体ていはこの辺りにはそぐわないほどみすぼらしい。襤ぼ褸ろ布ぬのを巻外套クロークのように羽は織おり、地面に座り込んでいる。灰はい色いろ街がいから迷い込んできた物もの乞ごいだろうか。

　まさかこんなところに出るなんて。

　いやだなあ、と反射的に思い、襲おそわれたりしませんようにと心の中で祈り、しかし直後、それらの思考をすべて忘れ、イオは人影を凝ぎよう視ししてしまった。

　彼女──女だった──の、長い髪。幾いく分ぶん傷いたんでしまってはいるが、黄昏たそがれ前の残り陽を吸い込んで深みを増すような、森の木々のような深ふか緑みどり色いろ。

　それは、同郷の証あかしだった。

　イオ自身の、茶ちや色いろの方が多く混じってしまったようなものとは違う、純粋な深緑だ。この髪色を見るのは故郷を離はなれて以来で、だから思わず足を止める。

　薄うす汚よごれてはいても、美しかった。野性的な顔立ちと鋭するどい視し線せんはしなやかな牝め豹ひようを思わせる。歳としはイオと同じくらいか、やや上か。化け粧しようをしていないので老ふけて見える可能性もあるが、たぶん三十には届かないだろう。

　と、こちらに気付いたその女性は顔をこちらへ向けた。

「……おや」

　イオを認め、全身を上から下まで眺めた後、視線が頭髪に固定される。

「あんた、乱ラン族ぞくか？」

「はい」

　問われ、頷うなずく。どこか粛しゆく然ぜんとした気持ちになりながら。

「八分の一しか受け継ついでいませんが、一応。颯ソウ真マ村むらの出です」

「ああ、麓ふもとの。なるほどね。しかし珍しい。同族には久しぶりに会った」

　女性は、にや、と笑えんだ。顔立ちによく似合う、荒っぽく男勝りな口く調ちようで。

　イオの生まれた地方に土着する少数民族を、乱ラン族ぞくという。他ほかの人種には見られない深ふか緑みどりの髪が特徴で、南の山岳地帯で千年の昔から放牧を営んできたと伝えられている。

「その格かつ好こう、城で働いてんのか。奇妙なもんだな。乱ラン族ぞくが王宮勤づとめとは」

「いえ……その」

　イオは侍女メイド用のお仕着せエプロンドレスを纏まとったまま外出していた。

　この辺は貴族街がいが近いこともあり、階級に見合った服装でなければ店でぞんざいに扱われる。それを避けるためだったのだが、仇あだになった形だ。

　乱ラン族ぞくは百年ほど前、瑩えい国こくによって侵略を受け支配下に置かれた歴史を持ち、そのため一部には瑩国を憎んでいる氏族もある──特に在野へ下らず、純血を保ち続けてきた村にはその傾向が強かった。髪色からして、彼女は明らかにその純血氏族の出だろう。

　が、

「そんな顔すんな。別に責めてる訳わけじゃないぜ」

　戸と惑まどったイオに微笑ほほえむ。言葉は汚いが声は澄すんでいた。

「一族の矜きよう持じなんて、この国と同じくらいにはくだらねえ。あんたはお城に勤めることでしっかり喰くってしっかり生きてる、その営みは血なんかよりもよっぽど誇るべきことだろ？」

「あの、……あなたは」

「見ての通りの暮らしだよ。大きな声じゃ言えないけど盗んだり奪うばったりで喰っててね。今日きようは気分を変えて金持ちの多そうなところに来てみたが、さすがに目立っていけねえ。仕方ないから物もの乞ごいの振りをしてはみたものの、人通りがさっぱりときた」

「引き裂き魔まの事件がありましたから。この時間くらいから人が少なくなっちゃうんです」

「ああ、四番めの子がやらかした奴やつか……は、何のことはねえ。だったら自業自得だ」

　意味がよくわからないことを呟つぶやく女性。

　四番めの子、とは何だろう。自じ業ごう自じ得とく、とは街の人に対してだろうか。

　どういうことなのか問おうかと思ったが、

「で、あんたは恐くないのか？　俺おれが」

　飛んできた質問に遮さえぎられる。

「あ、いえ、まあ雰囲気はちょっと恐いですけど、もう引き裂き魔はいない訳ですし……」

「重ちよう畳じようだ。乱ラン族ぞくの女がそんなことで脅おびえてちゃいけない」

　そう言った彼女の視し線せんはやけに真まっ直すぐで、同時に眩まぶしかった。

　だからだろうか。イオは思わず、言った。

「あの、私、そこのお店まで買い物に行くところなんです。だから、もしお腹なかが空すいているなら、ついでに何か買ってきますけど……」

　女性はきょとんとする。

　直後、薄うすく唇を歪ゆがませ、は、と嗤わらい、

「あんた、莫ば迦かなのか？　強盗って名乗ってる奴やつを前に『私は財布を持っています』って宣言してるんじゃねえよ。……しかも施ほどこしときた。それは同情か？」

　さっきまでとは一転、今にも襲おそいかかられそうな気配けはいが彼女から発せられる。

　だがイオは──一いつ瞬しゆん怯ひるみはしたものの──彼女を真っ直ぐに見て、首を振った。

「違います。同どう朋ほうなら知っているでしょう？　……『食べ物はみんなで』です」

　乱ラン族ぞくの住まう土地は食物が乏しい。だからこそ食事というものを大事にする。工く夫ふうを凝こらしてできる限り美味おいしく仕上げ、家族はもちろん近所の人たちとも分け合う風習があった。調ちよう理り法ほうも食材も料理も村の共有財産であり、食事とは隣となり近所が揃そろって摂とるものなのだ。

　イオが生まれた混血だらけの村であっても、純血の集落であっても、乱ラン族ぞくである以上それは変わらない。故郷はあまり好きではないし自分の生まれに誇りを持ったことなど一度もないが、それでも同族に対しては、民族の習わしで接するのが礼れい儀ぎだと思った。

　女性は黙だまり込んだ。

　そうして数秒ほどイオの顔を見詰めていたが、やがて俯うつむいて小さく息を吐はいた後、さっきとは別種の、まるで自じ嘲ちようのような笑えみを浮かべ、

「それ、忘れてたな。故郷を離はなれて二十年、久しぶりに聞いた」

　襤ぼ褸ろ布ぬのの隙すき間まから腕を出し、乱ラン族ぞく純血の証あかしである緑みどり色いろの髪を──ぞんざいに搔かき上げる。

「ありがとうよ。でも腹は空いてないんだ。あんたは気にせず買い物に行くといい。……あ、さっきのは噓うそだから気にすんなよ？　俺おれだって同朋からかっぱぐほど落ちぶれてる訳わけじゃねえぜ。この血は嫌いだが、この国ほどじゃないしな」

「いいんですか？　私は乱ラン族ぞくですけど、王家に仕える身ですよ」

「おやおや、襲って欲しいのか？」

　冗じよう談だんだというのが明らかな口く調ちようだった。

　どちらからともなく笑い合ってから、イオは大通りの先を一いち瞥べつした。

「すいません、私はそろそろ。もうすぐ閉店の時間なんです、ごめんなさい」

　懐なつかしさもあってもう少し話していたいが、あまり深く関かかわり合いになっても仕方ない、という思いはあった。

　同郷とはいえふたりの人生は別のもので、生きる世界が違う。イオは乱ラン族ぞく以前にアルトの侍女メイドだし、女性だってきっと、自分に何かして欲しいとは思っていないだろう。望んでこの生活を送っているのであればいらぬ世話だし、望まずであったところで、強盗を生業なりわいにしているのであれば既すでに罪人、イオにそれを揉もみ消す力などあるはずもない。

「ああ、もう行け。お前と立ち話は目立っちまう」

　ぞんざいな口く調ちようで、追い払うように手を振る彼女に一礼し、

「はい。それでは。……あ、そうだ」

　去り際ぎわ、最後に問うた。

「もしよかったら、名前だけでも。私はイオ。颯ソウ真マ村むら、テリーヌの家の三女です」

　ややあって、女性は答える。

「アイリス＝デーン」

「デーンさん、ですか」

「凍シ无ム村むらの出だ。もし故郷に帰ることがあったらデーン家に伝えておいてくれよ。お前のところの長女はとっくに死んでる、諦あきらめろ、ってな」

　本気なのかどうかはわからない。

　だからイオは笑い、

「ごめんなさい、帰る予定はありません。私も工場送りですから、死んだようなもんです」

　混ぜっ返し、また会えることがあるかな、と思いながら、女性へ背を向け店へと向かった。
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　イオ＝テリーヌがその場を去ってから、数分の後。

　大通りの脇わきに座り込んだままでいた女の前へ再び──今度は女が呼びかけた訳わけでもないのに──ふと、人ひと影かげが立った。

　まるで会話が終わるのを待っていたかのような出現に、俯うつむき加減でいた顔が上がる。

「おや、これは奇遇です。一カ月ぶりですか？」

　そいつの声と顔を認めるや、女はあからさまに眉まゆをひそめた。

「またてめえか」

　吐き捨て、睨にらみ付ける。

　人影──つまり、ユヴィオール＝カタシェレティスを。

「まったく、どこへ行っても追いかけて来やがる。しつこいな」

「ははっ」

　ユヴィオールは笑えんだ。まるで旧知の親しい友人にそうするように。

「奇遇、と言ったじゃないですか。見付けたのはたまたまですよ。もっとも、こんな貴族街がいにほど近い場所じゃ、見付けてくれと言っているようなものですが」

「……ち」

　一方で女は舌を打つ。まるで旧来の怨えん敵てきにそうするように。

「どこにいても、てめえは虱しらみ潰つぶしに捜さがし回るだろうが。実際、俺おれが灰はい色いろ街がいにいられなくなったのはてめえが二カ月前にしつこく付きまとったせいだ」

「だったら匍都ハイトから逃げればいいじゃないですか」

「そうしたらてめえは、匍都ハイトの外まで追いかけて来るだろうさ」

「ご明察」

　ユヴィオールの声は穏おだやかで、その眼には揺ゆるぎない意志を秘めている。

　そうして──。

「ところで……」

　彼は、いい機き会かいだとばかりに、いつもの科白せりふを女に言った。




「譲ゆずってもらえませんか？　アイリス＝キャリエル。あなたの造った魔ま剣けんのうち、所在不明とされているふた振り……隠し持っている『十七番』と『十八番』を」




　故ゆえに。

　アイリス＝キャリエルと呼ばれた女は、これもいつものように、返答を吐はき捨てた。

「何度言えばわかる。俺は持ってない。いや……そんなもの、ねえんだよ」

「戯言たわごとを。ないはずはない。あなたが鍛きたえた魔剣は十八本、それは事実のはずだ」

「世間に流る布ふしてる話すべてが事実だとでも？」

「そうとまでは言いませんよ。鍛冶かじ屋や組合ギルドに暗殺されたとされている『魔剣の母』……あなたがこうして生きているのですから」

「アイリス＝キャリエルは死んだ。もはや戸こ籍せきも存在しなけりゃ剣をこしらえることもねえ。俺はただのあいつの残ざん滓し、アイリス＝デーンだ。それも、何度も言ったはずだろうが」

「まったく、強ごう情じようですね」

「どっちがだよ。だいたい、こちとらただの浮浪者なんだよ。実際にこしらえた子供たちの行方ゆくえすら知らないのに、存在しない末っ子ふたつをどうしろってんだ」

「……やれやれ、だ」

　睨にらみ付けたアイリスに、ユヴィオールは眉まゆをひそめた。

「実力行使ができれば楽なのに、そう思いますよ、いつもね」

　その挑戦的な言葉に返されるのは、

「だったら、やりゃあいいだろう」

　同様に、挑戦的な態度。

「煉れん禁きん術じゆつを成なし遂とげた稀き代たいの煉れん術じゆつ師しに？　身の程はわきまえているつもりですよ」

「は、その稀き代たいの煉れん術じゆつ師しを前にして『実力行使』なんて言葉を使えるのはてめえくらいのもんだ。いいぜ、殺せよ。今の俺おれは煉術師ですらねえ。鍵けん器きも持ってないんだからな」

「殺しませんよ。『十七番』と『十八番』を渡してもらうまではね」

　あくまで小声で交かわされていた会話だが、気配けはいは剣けん吞のん極きわまりない。ふたりの間に満ちる緊きん張ちようと殺さつ気きは風が吹ふいただけで破裂しそうなほど膨ふくれあがっていた。

　しかしそれも束つかの間──引いたのはユヴィオールの方だった。表情を弛ゆるめて殺気を消し、肩を竦すくめるとわざとらしく笑う。

「やめておきましょう」

　息を吐はき、一歩を退ひき、

「私にはあなたを殺せない理由があり、あなたには私を殺す手段がない。膠こう着ちやく状態だ」

「随ずい分ぶんと上からものを言ってくれるじゃねえか」

「事実でしょう？　ところで……」

　諧かい謔ぎやく的てきな笑えみを浮かべ、大通りの先へと視し線せんを向けた。

「さっき、城勤づとめの侍女メイドと話をしていましたね。お知り合いですか？」

「……、もし、そうだ、と言ったら？　人ひと質じちにでも取るのか？」

「他意はありませんよ」

　再び発せられたアイリスの殺気を柔らかな物腰で受け流すユヴィオール。

「あなたにそんなものが効果を発揮するのか、私としては疑問です。それに彼女は、私にもおいそれと手が出せる人ではないんですよ」

「そういやてめえ、城勤めだったな。一応は」

「友人の友人にあたるんです。さすがにそんな人物をどうこうするのは心が痛む」

「そんな質たちか、てめえが。……まあどのみち残念ながら、期待した通りにはならねえな」

　今度はアイリスが笑う番だった。ただし、自じ虐ぎやく的てきに。

「同族だったんで声をかけてみたってだけだ。ただし向こうは俺と違って実に真まっ当とうに生きてる。後悔した。やめときゃよかったね。生きる世界が違い過ぎた」

「ふ……私としては、彼女もあなたもたいして変わらないように思えますけどね」

「どういう意味だ？」

　その質問はしかし、無視される。

「人と会う約束があるんですよ」

　ユヴィオールは唐とう突とつに話題を変えた。

「私とあなたが出会ったのはただの偶然です。僥ぎよう倖こうではありますが、たまたま現れた豹ひように目を奪うばわれて、元々狙ねらっていた兎うさぎを逃のがす訳わけにもいかない」

「兎？　そりゃあ小さい獲え物ものだな」

「兎は兎でも、角付き兎ヴオルパーテインガーかもしれませんね、あれは。そう化ばける可能性を持っている」

「は、結構なことだ。だったら俺おれはとっとと逃げることにするよ」

　アイリスは嗤わらい、ゆっくりと立ち上がった。

「てめえが何を考えて何を企たくらんでるのか知ったこっちゃねえし、俺には関係ない話だしな。ま、だからこそ、匍都ハイトを……この国をてめえから守ってやる義理もねえんだが」

「この国が憎いのなら、協力してくれればいいんですよ」

「ふざけろよ。俺はこの国以上に、てめえのことが大っ嫌いだ」

「女性に面と向かってそう言われると傷付きますね」

　これ見よがしに舌打ちしつつ、踵きびすを返す。

　その背中に、ユヴィオールは皮肉めいた猫ねこ撫なで声ごえを送る。

「あなたにはまた時期を見て会いに行きますよ。その時までに快い返事を頂きたいものです」

「言ってろ」

　巻外套クロークで口くち許もとを覆おおい、裏路地へと入っていくアイリス。

「何度でも言う。俺の子供たちは伴はん侶りよを選えらぶんだ。てめえはどの子とも添そい遂とげられやしねえよ……生まれてもいねえ水みず子こを捜さがしてるのがいい証しよう拠こってこった」

　捨て科白ぜりふに、もはやユヴィオールは答えない。

　ふたりの視し線せんは互いから外され、それぞれがめいめいの方向へ歩きだす。

　あとに残るのは殺さつ気きの残ざん骸がいと街まちの静せい寂じやく。けれどそれもすぐに、通り沿いの家屋から発せられる生活の気配けはいへ紛まぎれて消えた。
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　その後、ユヴィオール＝カタシェレティスが向かったのは近くの料理屋だった。

　貴族街がいに軒を構える高級店である。どちらかといえば社交場に近い。労働階級が集まる場ば末すえのそれとは何もかもが違っている。建物の装飾は華か美び、卓テーブルは高級品、床ゆかに敷しかれた絨じゆう毯たんも豪ごう奢しや、天てん井じようには吊り下げ灯火シヤンデリア、おまけに楽団による曲の演奏まで。高そうな服を着た恋人同士や家族連れが和わ気き藹あい々あいと食事を楽しんでいる風景は、まるで中世の時代を思わせた。

　つまりは、前時代的ということだ。

　煉れん術じゆつが見み出いだされ産業革命すらもが成ったこの時代において、貴族たちは未いまだに四十年以上も前、市民革命以前の暮らしを所しよ望もうしている。それは過去への執しゆう着ちやくだ。愚かであり滑こつ稽けいであり奇妙であり、つまり唾だ棄きすべきであるとユヴィオールは思う。

　とはいえ、ここを壊こわすことが変革に繫つながるとも考えていない。むしろ今日きようの目的は、この煌きらびやかな中にある変革の種を育てることにある。

　予約していた席に座って十数分で、待ち人はやってきた。

「こんばんは」

　姿を認めると立ち上がり、対面の席、椅い子すを引いて促うながす。

　貴族の少女である。

　上品に仕立てられた女性用礼服デコルテは、淡あわい桃もも色いろ。大きく開いた胸元にあしらった紅玉ルビーの首飾りと相まって、控えめな夕ゆう陽ひを思わせる。一方で衣服から覗のぞく肢し体たいは引き締しまっており、結ゆわえた髪も華か美びさよりむしろ動きやすさを重視しているように見えた。

　年の頃ころは十六、七ほど。快活さと色いろ香かが危うく同居しているような、そんな風ふう采さいだった。

「ようこそ。今宵こよいはお招きに応じてくださって感かん謝しやしますよ」

　ユヴィオールの一礼に、少女──ニーナ＝レナ＝スレイジ男だん爵しやく家け令れい嬢じようは、引き締まった表情のまま唇でだけ薄うすい笑顔えがおを作り、応こたえた。

「こちらこそお招きくださり、ありがとう。悪いけどかしこまったことは苦にが手てなの。楽にさせてもらうけど構わないかしら？」

「ええ、もちろんです。私も正直言って、こういうのは苦手でしてね」

　そう言って椅子に座るニーナの所作はしかし、ユヴィオールから見れば充分にお上品でかしこまっていた。もちろん貴族の振るまいとしては雑ではあるのだが。どんなにお転てん婆ばであっても育ちは拭ぬぐえない、といったところだろうか。

　給仕ウエイターが食前酒を持ってきたところで軽く乾杯をする。少し口を付けたところで、気が急せいたのだろう。ニーナが早速とばかりに問うてきた。

「それで、例の話は本当なの？」

「ええ」

　もう少し雰囲気を楽しみたかったのだが、始めることにする。

「先日、お話しした通りです。私はあなたの力が欲しいのですよ。スレイジ男爵ご令嬢」

　ここへニーナを呼び出した目的は、ただひとつ。

　勧かん誘ゆうだった。

「私とあなたの目的は一致しています。王家への復ふく讐しゆう……手を組むに損はないはずです」

　声をひそめつつも、復讐、という単語は強きよう調ちようする。

　ここは高級店だけあって卓テーブルと卓テーブルとの間もゆったりしており、他者の会話は盗み聞きが難むずかしい。音楽も流れている。密みつ談だんにはうってつけだった。

　わざと過か激げきな言葉を使って反応を窺うかがってみたが、彼女は口を噤つぐんだままわずかに俯うつむき、何事かを考えている様よう子すだった。迷っている、と推測する。ただし逡しゆん巡じゆんの理由まではわからない。恐いからか、決心が付かないからか、それともユヴィオールが信用できないからか。

「……今すぐに返事はできない、そんな顔ですね」

「そうね」

　ニーナは首しゆ肯こうした。

「あなたに会って話を聞いてから一週間。ずっと決めかねているわ」

「王家が憎くない、と？」

「そんなことない！」

　挑発を込めて問うたユヴィオールに声を荒げる。

　短く小さく、けれど激げき烈れつな意志の込められた否定。

「憎いに決まってるわ！　あいつらはお祖父じい様さまを殺した！　殺して、使い捨てたのだから！　今まで散々王家に協力してきたのに……事故だなんて、そんな噓うそでっ」

「ええ、よく存じ上げております」

　というよりも、その情報をニーナに流したのは他ほかならないユヴィオールである。

　彼女の祖父であるアレックス＝リノ＝スレイジ男だん爵しやくは、レティック＝メイヤが起こした先の『グラフの数珠じゆず』流出事件において、仲間に裏切られ殺害された。

　王属煉れん術じゆつ師しでなかったとはいえ王家の依頼で赴おもむいた仕事には変わりない。故ゆえに本来なら名誉の戦死であり、王から勲くん章しようのひとつでも賜たまわるのが普通だ。が、そうはならなかった。王家側は事件の情報統制と隠いん蔽ぺい工作を行い、スレイジ男爵は作戦行動中の事故死として処理されたのだ──『グラフの数珠』が密みつ輸ゆ入にゆうされたこととその性能を世間から隠かくすため。そして、誇り高き瑩えい国こくの煉術師が祖国を裏切ったなどという醜しゆう聞ぶんを内外へ広めないために。

　彼の家族でさえ、真実を知らされなかった。スレイジ男爵は作戦行動中に待たい機きしていた広告塔の屋上から転落死した、そう聞かされていた。

　勲章を賜れる戦死と勅ちよく命めいを果たせないままの事故死とでは、名誉という意味で天と地ほどの違いがある。充分な報ほう奨しよう金きんは支払われたそうだが、評判は金で買えない。彼女の父母である男爵夫妻は、社交界で陰口と嘲ちよう笑しようを受けているという。

　孫まご娘むすめのニーナはアレックスのことを殊こと更さらに慕したっていたそうだ。国の依頼を切っ掛けに『大好きなお祖父様』が死んだだけでも王族を嫌うに充分なのに、ましてや名誉すらも奪うばわれていたと知れば強く憎むのは当然である。

　ただ──その憎しみはユヴィオールの演出したものではあったが──彼女の踊り方は、ぬるく、甘い。もっと強く、激はげしく踊ってもらわなければ話にならない。

　つまり、まだなのだ。まだニーナ＝レナ＝スレイジは始まっていない。

　ユヴィオールはそのための口火を切ることにした。彼女の感情を慮おもんぱかることなどしない。

「はっきり言いましょう、ニーナ嬢じよう。私はさっき、手を組む、と申し上げましたが、正せい確かくには違います。表現をより率直にするなら『私の部下になれ』……これです。平民から成り上がりの、素す性じようも知れない煉術師である私の、ね。私はあなたを男爵家の令嬢としてではなく、ただの煉術師として勧かん誘ゆうしているのですよ」

　ニーナは目を見開いた。驚おどろきよりもむしろ怒りの色が濃こい。

　お転てん婆ばとはいえ蝶ちようよ花よと育てられた貴族の娘にはさぞ[image: ]かんに障さわる物言いだろう。

　けれどユヴィオールが欲しいのは貴族の娘ではない。優ゆう秀しゆうな煉術師なのだ。

　故ゆえに、次は挑発。

「もっと言えば、私はあなたを選せん別べつしているのです。もしあなたの力が私の要求する水準に足るものでなければ、この話はなかったことにしてもらいたいと思っている」

「……ユヴィオール＝カタシェレティス」

　ニーナの双そう眸ぼうに激げき情じようが灯ともった。唇を引き結び、こちらを鋭するどく睨にらみ付けてくる。

「確たしかに私は実戦を経けい験けんしたことがないわ。使い物にならないかもしれない。でも……だったら、そんな私を勧かん誘ゆうしてきた理由は何？」

「簡かん単たんです。あなたは天才だからですよ」

　詰きつ問もんに似た口く調ちようには、おべっかで対応してやることにした。

「戦場を未経験だというのを差し引いても先物買いに足る逸いつ材ざいだ。……建前のない本音を言いますがね、ニーナ嬢じよう。私はあなただから勧誘したんです。あなたのお祖父じい様さまであったら勧誘はしなかった。この意味がわかりますか？　信条や立場は関係ない、純粋に実力と将来性のみで話をしているんです。あなたはお祖父様以上の才能を持ち、実力もいずれ上回るでしょう」

「私がもし断ったら？」

「他ほかを当たります。あなたはあくまでまだ蕾つぼみであり、花を咲かせてはいないですからね。それに、幾いくら天才だと言っても、このまま……私たちの手を借りることなくひとりで花を咲かせたところで、結果は知れている。せいぜいが匍都ハイトで名だたる煉れん術じゆつ師しになる程度ですよ」

　言って、一いつ瞬しゆんだけ目を伏せた。

　そう。匍都で名だたる煉術師程度では駄だ目めなのだ。

「いいですか？」

　ユヴィオールは再び視し線せんを上げた。そうして、身の裡うちにある殺さつ気きをわずかばかり見せつつ、さりげない残ざん虐ぎやくさを込めた笑顔えがおを作り、

「この街、ひいては瑩えい国こく、更さらには世界。その闇やみの底には、あなたなど及びも付かないほどおぞましく美しい花が幾らでも咲いている。私は、あなたにもそのひとりとなってもらいたい。あなたにはその素質があるんだよ、ニーナ。ニーナ＝レナ＝スレイジ」

　とびきり優やさしい口調で──言い放つ。

「私……が？」

　ニーナは困こん惑わくしていた。

　恐らくはそれがどれほどのものか、上手うまく想像できていないのだろう。無理もない。実戦を経験したことのない者に強さの尺度を語っても限度がある。

　故に、あまり煽あおっても逆効果だ。

「まあしかし、そう大おお袈げ裟さな話でもない。つまるところ……そうだな、最初からこう言っておけばよかったかもしれないな。『私のところで強くなりませんか？』と」

「それは……」

「用意はある」

　侮ぶ辱じよくして怒りを誘さそい、挑発してこちらを向かせ、おだてて機き嫌げんを取り、気付かれない程度に脅おどし、最後に甘い餌えさで興きよう味みを引いて──勧かん誘ゆうの仕上げにかかろう。

「きみの可能性を引き出すため、きみという花を絢けん爛らんに咲き誇らせる手て筈はずは整ととのえている。具体的には強力な武器、それに弾丸。いずれも最新式のものであり、きみが使ってこそ価値を持つ代しろ物ものだ。金銭面はこちらがすべて賄まかなう。仕事に応じて報ほう酬しゆうも出そう」

　もはや口く調ちようは気安い。ニーナもそれを咎とがめることを忘れている。

「私たちはきみを育てる。きみは育った力を使い王家に復ふく讐しゆうする。私たちがきみを育てなければ、きみは王家に抗あらがえるほどの力を持てない。単純な話だろう？　決めるのはきみだ」

　そうして、ユヴィオールは決定権を相手に委ゆだねた。とはいえ実際のところ選せん択たく肢しはひとつしかない。ニーナは押おし黙だまっているも、さっきまでと違い、逡しゆん巡じゆんの理由は明らかだった。つまり足りないのはただひとつ、彼女の決心だけであり──それは時間の問題でしかない。

　席に座ってからわずかに十分ほどで、趨すう勢せいは決まっていた。

　給仕ウエイターが料理を運んでくる。ユヴィオールにとっては丁度いい時間だったが、ニーナにとってはまだ来ていなかったのかといったところだろう。

　出された魚料理を前に、ユヴィオールは笑った。

「さ、食べましょう。ここの料理長は拂ふつ国こく仕込みで、腕がいいんです」
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　夜九時を回るやや前に、ニーナ＝スレイジとの会食は終わった。

　結局彼女は食事の間に決心をつけることができなかった。ユヴィオールの見立てでは、誰だれかがほんの少し背中を押してやりさえすればそれで済むだろう。仕方ないのでその役目も自分で担おうと思う。明日あした、最新式の武器をスレイジ家けの屋や敷しきに送り届けてやればいい。

　滑腔銃マスケツトなどよりも遥はるかに飛ひ距きよ離りが長く威力も高い旋条銃ライフル。得え物ものを手にすればそれを使ってみたいという誘ゆう惑わくには抗あらがえない。逆に言えば、得物の魅み力りよくを前にそれでも躊ちゆう躇ちよが勝つようであれば、どのみちこちらの望んだ通りには成長すまい。

　店を出てニーナを送りの馬車に乗せた後、ひとり夜道を歩く。そうしてしばらく気ままに道を進んでから──市民街がいの端はし、人ひと気けのない路地に入ったところで、足を止めた。

「そろそろ出てきたらどうだい？」

　静かに、同時に鋭するどく、背後の闇やみに向かって呼びかける。

「私に何か用事があるんならいつでも聞くよ。でも、このまま姿を見せてくれないんだったら……残念ながらまくしかない」

　待つこと、五秒ほど。

　物陰からゆっくりと現れたのは、ユヴィオールにとって知っている顔だった。

「何だ、きみだったのか」

「追いかけてる相手を振り切れること前提だなんて、相変わらずね」

　呆あきれ気味に溜ため息いきを吐つくのは、青い衣に藍あい色いろの髪、夜に浮かぶ水滴のような風ふう貌ぼうの少女。

「まだ瑩えい国こくにいたのかい？」

　問いに、首を振る。

「まだ、じゃないわ。しばらく留守るすにしてたけど、つい最近また来たの。……『まだ』っていうなら一カ月前のこと、まだ尾を引いてるみたいね。人っ子ひとりいやしないわ」

「まるで他人ひと事ごとだな。きみがやったんじゃないか」

「やったのは私であって私ではないわ。もう死んでしまった私たちよ」

　少女──キリエはそう言うと、くすくすと可笑おかしそうに笑った。

「それに、荷か担たんしたのはあなたもじゃない？」

「私は手伝てつだっただけさ。……ところで、きみが来てるってことは、またぞろ旧教の連中が悪わる巧だくみを始めたってことでいいのかい？」

「残念だけど違うわね」

　肩を竦すくめ、壁かべに背を預ける。

「私は体ていのいい使い走りなの。別にいつもいつも実行犯を任される訳わけじゃないわ。今回は、ただ様よう子すを見に来ただけ。便利だからね、私はそういう仕事に」

「なるほど、それで、私のことも監かん視ししようと？」

「そうね。もっとも、常に見張ってろとは言われていないわ。今日きようはたまたま」

「まあ、どんな理由であれ友人と会えるのは喜ばしいな」

「私はあなたのこと友人だなんて思ってないわ。悪いけれど」

「おやおや。そいつは傷付くね。やはりきみにとっての友人は、彼女だけってことかい？」

「……はぁ？」

　売り言葉に買い言葉だったとはいえ勘かん気きに触れてしまったらしく、キリエの気配けはいが敵意で歪ゆがむ。ただしそれも一いつ瞬しゆん、彼女は再び、今度はからかうような笑えみを浮かべた。

「ところで、さっきまで一いつ緒しよにいた娘は？　随ずい分ぶんと色男ね、相変わらず」

「そうでもないさ。最近は振られっぱなしだ。今日だけでも三人……四人めかな、きみで」

　マーガレット王女には敬遠され、アイリス＝キャリエルには牙きばを剝むかれ、ニーナには逡しゆん巡じゆんされ、キリエには嘲あざけられる。まったく、これでは本当にいいところがまるでない。

「もっともきみの見たお嬢じようさんはまだ脈があるけどね。もはや彼女だけが頼みの綱つなだよ」

「本当にそうかしら？」

　キリエの挑発に肩を竦める。

「どういう意味だい」

「この一カ月で何人くらい集めたの？」

「……へえ」

　それは、鋭するどい質問だった。

　旧教独自の情報網もうでも使っているのか、或いは本当にキリエがこちらの動向を探っていたのか、それとも、単に鎌かまをかけてみただけなのか。答えはわからない。が、どうでもいい。

　彼女自身の言うように、ユヴィオールとキリエは友人などではないが、一方で敵同士でもないのだ。むしろ同じ敵を持っているという意味では味方に近いし、事実、前回のように──状況によっては共きよう闘とうしさえもする。

　だったらある程度の情報を渡しても構いはしない。

「やれやれ、お見通しって訳わけか」

　わざとらしく肩を竦すくめ、答えてやった。

「そうだね……十五人から二十人ってところさ」

「結構な人数だわ。やっぱりあなた、色男じゃないの」

「女性はそれほどいないよ。それに、ここから更さらに絞しぼり込む」

「絞り込む……？」

「蠱こ術じゆつ、という言葉を知っているかい？」

　問われたキリエは、わからない、と眉まゆをひそめた。

「遥はるか東方の大陸に伝わる呪まじないだよ。毒を持った虫や獣けものたちをひとつの匣はこに入れて閉じ込め、互いを殺し合わせるんだ。そうして残った最後の一匹、そいつは殺した者たちすべての怨うらみを背負って、より強い毒を持った別の存在に生まれ変わっているそうだよ。……毒、という辺あたりがぴったりだと思わないかい？　もっとも、さすがに残り一匹までとはいかないけどね」

「つまり、篩ふるいに掛けるってこと？」

　ユヴィオールは頷うなずく。

「結局のところ、この国を根底から覆くつがえすには量よりも質が必要なんだ」

　この国、つまり瑩えい国こくの抱え孕はらむ毒。

　たとえば王家。王宮を守しゆ護ごする結界煉れん術じゆつ師したちや忍びの者、更にはかの煉れん獄ごく姫ひめとその従者。

　たとえば議ぎ会かい。派は閥ばつや世せ論ろんを無視し、ごく一部の有力者たちによって進められる政まつりごと。

　たとえば貴族。時代錯さく誤ごの中で中世を捨すてきれず、社交界に閉じこもる愚か者ども。

　たとえば市民。煉術の恩恵を享受しながらも、自分だけは毒気を浴びたくないと願ねがう心こころ根ね。

　たとえば貧民。意地汚さと卑ひ屈くつさに塗まみれ、自分の境遇を呪のろうことだけに消費される人生。

　それらすべてを壊こわし尽くすには──浄化するには──ただ数に頼っていては駄だ目めなのだ。

「本当なら、ただひとりで最高の質を以もつて臨のぞむのがいい。ただしそんなことができる人間はいない。人造人間ホムンクルスでも駄目さ。きみのお姉ねえさんはたったひとりで民衆を導みちびこうとしてるけど……足りるはずがないんだよ。だって、ひとりで世界を変革できる存在は、もう人でも人造人間ホムンクルスでもない。それはもう『神』と呼ばれる存在さ。そして人造人間ホムンクルスは神なんかじゃなく、神などどこにもいないんだよ……肉体的な存在としてはね」

　レキュリィのことを考えたのか、キリエの表情が歪ゆがむ。

　構わずに笑い、

「だからもう少しだけ数を増やし、代わりに質を上げる。少数精せい鋭えいって奴やつさ」

「……それであなたの目的が達せられるっていうの？」

「さあね。わからないな」

　そう。

　正直なところ──ユヴィオールにもわからないのだ。

「私のやっていることが正しい選せん択たくなのかどうか、それを判断できる人間はいないからね。すべては歴史が証明してくれるだろうさ。もっとも……歴史に残るまでもなく間違っている可能性だってある。賭かけなんだろうさ、実際。賽さいを振ってみてさあお立ち会い、って訳わけだ」

「賭けだとしても、あなたは分ぶのない目に張るような性格じゃない気はするけどね」

　べらべらと続いた演説に厭あいたのだろうか。

　キリエはうんざりしたように目を伏せ、

「……まあいいわ」

　薄うすい溜ため息いきを吐つく。

「あなたのやりたいことが何であれ、私の知ったことじゃないもの。同様に、あなたが何故なぜそんなことをしようとしているのかにも興きよう味みはないわ。ただこの国が憎いだけなのか、それとももっと別の理由があるのか」

　吐き捨てるように言い、ユヴィオールの返事を待たずに背を向ける。

「おや、もう僕の尻尾しつぽを追わなくてもいいのかな？」

「どうせあなたは必要となったら振り切るんでしょう？」

「さあ、どうだろうね。……とはいえ、やめてくれるんならありがたい。実はきみのせいで目的地から遠ざかってしまってるんだ。十時に約束をしてる。少し急がなきゃならない」

「例の雇い主？　そんな情報まで話して、わざと私を誘さそい込もうとでもいうのかしら」

「判断は自由だよ」

「ふん」

　鼻を小さく鳴らすキリエ。さすがにこれ以上は尾行を続るつもりもないようだ。

　ユヴィオールは薄笑いを浮かべたまま彼女を見送る。

　と、

「ああ、そうだ」

　去り際ぎわ──。

　ふと立ち止まった人造人間ホムンクルスの少女は、どうでもよさそうに、けれど一方で微かすかに声を上うわ擦ずらせ、こちらへと質問を投げかけてきた。

「ずっと気になっているんだけど……あなた、四番めなの？」

　だから、問い返す。

「きみはどう思う？」

「わからないから尋きいてるのよ……ま、どっちでもいいわ。どっちだろうと私のあなたに対する態度は変わらない。私にはあの憎らしい兄とその想おもい人だけで手一杯なの。今いま更さら弟がひとりできたところで、知ったことじゃないわ」

「そいつはつれない姉弟愛だね」

　冗じよう談だんめかしてからかうも、もはや返事はない。

　キリエの姿は闇やみに溶け込んで消える。

　そんな彼女に肩を竦すくめ、ユヴィオールは雇い主であり資金提供者パトロン──メネレック伯はく爵しやくの待つ屋や敷しきへと、再び歩みを再開した。
















　晴れ渡った空はどこまでも蒼あおく、囀さえずる小鳥の鳴き声は麗うららかな日差しに似合う。

　よく手入れされた花か壇だんと庭木は風に爽さわやかな深しん緑りよくの匂においを色付け、そこには毒気の放つ架空の花の香かおりなど微み塵じんも感じられない。世界で一、二を争う近代都市である匍都ハイトの中心部にこのような自然の空気が溢あふれているのは、考えてみればとても不自然なことだ。何故なぜならこれらは人の手によって植えられ管理された草木であり、草木に囲まれた敷しき地ちを管理できるということ自体が最上級の贅ぜい沢たくであるのだから。

　そんなことを思ってしまうのは、この場の空気が自然の爽やかさと裏腹に緊きん張ちようしているせいだろうか。フォグはひとりで密ひそかに、小さな溜ため息いきを吐ついた。

　王宮、城の裏手にある外がい苑えんである。

　その芝地、花壇の前に置かれた庭椅子ベンチに、現在ふたりの人物が並んで腰掛けていた。

　ひとりは瑩えい国こく王家屈指の重要人物。貴族院議ぎ員いん、大だい公こう爵しやく、更さらには王弟殿でん下かと、三つの偉大な肩書きを持つ青年、リチャード＝ミル＝ラエ。

　そしてもうひとりは瑩国市民たちを影かげで支える柱。全組合ギルドを取り仕切る総そう合ごう商社の主にして人造人間ホムンクルス『ローレンの雛ひな』の二番めである少女、レキュリィだった。

　ついでに言うなら、リチャードの横には護ご衛えい役やくとしてフォグが侍はべらされており、レキュリィの横には執事バトラーであり天てん堂どう騎き士しでもあるカルブルック＝ティーウェが控えている。更に異様なことに──この会合に際さいして、塔の地下からアルトまでもが連れてこられていた。

　そのアルトはといえば、三米メートル向こうにある花壇の前にしゃがみ込んで蝶ちようと戯たわむれている。

　リチャードやレキュリィがどれほどの要人であろうが彼女には関係なく、むしろ見み慣なれない草花や虫たちの方が大事なようで、その様よう子すはフォグの緊きん張ちようを撓たわめてくれていた。

『イズス聖せい骸がい布ふ』を纏まとったままなので多少顔をしかめているが、まあ大丈夫だろう。

　それにしてもこの会合──ここ一カ月ほどは仕事の依頼もない日々を過ごしていてそれに安あん堵どを覚えてもいたのだが、やはりというべきか、そろそろ平へい穏おんは終わりを告つげるようだ。

「して、リチャード大公爵殿」

　庭椅子ベンチに悠ゆう々ゆうと腰掛けたレキュリィは、まるでこの外苑が自分の庭であるかのような堂々たる態度で、王族へと気安く話し掛ける。

「わざわざ儂わしを呼びつけた理由、そろそろお聞かせ願ねがえるかな？」

　言葉通り、ここへ彼女を招しよう聘へいしたのはリチャードの方だった。つまり、レキュリィの協力を仰あおがなければならない案件が国へ舞まい込んできたと、そう考えるのが自然である。

「ふむ。レキュリィ殿なら既すでにご存じかと思っていたが」

　対するリチャードもまた端たん然ぜんとしていた。これは当然だろう。彼は立場上、自国はおろか他国の重じゆう鎮ちんとも頻ひん繁ぱんに会かい談だんすることのある身なのだから。

「無用な説明は要いらん……と言いたいところだが、立会人がおる中ではそうもいくまい？」

「確たしかにそうだな」

　王弟はフォグを一いち瞥べつしてきた。さすがにこれは困ってしまう。

「……勘弁してくださいよ。まるで僕のために解説しろみたいな言い種ぐさじゃないですか」

「くく……事実そうなのだから仕方なかろう？　兄にい様さまよ」

「あなたは横よこ槍やりを入れないでください、レキュリィ」

「おやおや。来らい賓ひんに向かって何たる態度よな。王弟殿でん下か、王家は近衛このえたる側近に普ふ段だんどういう教育をなさっておられるのかな？」

「ふむ、これは失礼した。しかし、難むずかしいところです。幾いくら近衛とはいえ、肉親同士の会話にまで規律を求める訳わけにもいきませんからな」

「はは、これは手痛い返しだ！」

　揃そろって愉ゆ快かいそうに笑うレキュリィとリチャード。

　それに比して自分がどんどん渋じゆう面めんになっていくのが鏡かがみを見なくてもよくわかる。

「だから勘弁してくださいって言ってるんです、そういう会話は……」

　初対面のはずなのに、フォグをだしにしてまるで示し合わせたように冗じよう談だんを言い合うとは。ひょっとしたらこの会合は自分への嫌いやがらせを目的として設もうけられたものなのか。

「いや、すまんな」

　謝あやまってきたのはリチャードの方だった。

「私としても、レキュリィ殿どのの素す性じようを考えるとお前を呼ぶしかなかったのだ。それに王族連中やその取り巻きたちが見守る中では、本音での話などできまい？」

「儂わしが殿下を屋や敷しきまでお招きするというのも無理な話だろうしな」

「まさに。仮にも王位継けい承しよう権けん暫ざん定てい二位の身で、ひとりのこのこ出て行く訳にもいくまい」

「そうしてくれればよかったんです。僕が案内しますよ。ただし、普段こき使われている怨うらみと肉親に対する複ふく雑ざつな愛情、どっちが勝まさるかはその時の気分によりますがね」

　思いきり皮肉を込めて言ってやる。

　リチャードとレキュリィはすると、やおらフォグから目を背け、

「そろそろ始めるか」

「うむ、そうしよう」

　──どうやら無視を決め込むことにしたらしい。

　これ見よがしに溜ため息いきを吐つく。カルブルックが意味ありげな視し線せんを送ってきた。自分に同情してくれるのはこの老ろう執しつ事じだけか。ひとりでもいてくれたことに感かん謝しやすべきかもしれない。

　そうしてフォグを放置し、話は始まる。

　まずはリチャードがレキュリィへ頭を下げた。

「さて、まずは姿を秘すべき身でお出いで頂いたこと、誠まことに感謝する」

「いや、いずれ王弟殿下にはご挨あい拶さつをと思うておったところだ。率直に言えば、儂が存在を隠かくしているのはそれ自体が交渉に使えるからだよ。レキュリィのこの顔を知っている者は意外と多い……もっとも、儂が何者であるかはそうでないがな」

　つまり、レキュリィという存在の姿形はともかく、人造人間ホムンクルスであることは機き密みつである、と。

「承知している。私も決して口外しないと誓おう。口は固い方だ、そうでなければ政治はできん。……代価として、フォグとアルテミシアをここに連れてきたが足りるかな？」

　リチャードもまた、自分たちを交渉材料とした。フォグもこれに理不尽は覚えない。どのみち知れている情報であるから不ふ都つ合ごうもなく、それでいて誠意の証あかしとなる。

「お心こころ遣づかい、感かん謝しやする。……して、王弟殿どの。用件とは？」

　社交辞令の形をした双方の牽けん制せいが終わって、ようやく本題へと話が進む。

　リチャードは頷うなずき、少し間を開あけ──単刀直入に切り出した。




「悳とく国こくの第二王子であらせられるディード殿下が、来らい瑩えいすることとなった」




　数秒の沈ちん黙もくの後。

「うむ」とレキュリィは眉まゆを上げ、

「……ほう」カルブルックが口の中でだけ、小さく呟つぶやき、

「それは……」フォグは驚おどろきで、目を見開く。

　会話を聞きもせず花か壇だんで遊ぶアルトを一いち瞥べつした後、リチャードは続けた。

「子細を説明する前にまずは機き密みつをひとつ。我わが瑩えい国こくの王女であるマーガレットと、かの悳国第二王子は婚約関係にある。もっとも、レキュリィ殿はもうご存じかもしれないが」

「いや、それは初耳。……儂わしとて手に入れられる情報には限りがある。特に王家に関しては、貴き殿でんが思うておる以上に知らぬことが多いのだよ。その婚こん姻いんというのも内々に決めていたことであろう？　洩もれる要素がなければ聞こえてはこんよ」

「洩れる要素、か。耳に痛い忠告としておきたいが……まあ、それは今はいい。ともかく、王子の来瑩が決まったのには幾いくつか原因と理由がある。かこつけてある、と言い換かえてもいい」

　そこで言葉が切れる。

　リチャードの視し線せんは、レキュリィに「当ててみろ」と言っていた。

　レキュリィは鷹おう揚ように頷き、ゆっくりと口を開く。

「そうだな……まずは表向きの理由として、親善のための外遊。どの国の立場からも文句は言えん。瑩国を敵視している丁てい国こくとてな」

　新教であり煉れん術じゆつを積せつ極きよく的てきに使用する瑩国と、旧教の教主国である丁国は、宗教上では敵対、外交上においても緊きん張ちよう関係にある。周辺の国々を含んだ国際情勢は、つまるところ『このふたつのうちどちらに付くか』という問いに帰結すると言っていい。進歩を取るのなら瑩国、信仰を取るのなら丁国、という訳わけだ。悳国においてもこれは同様である。

「裏の理由として、まずひとつは先ほど殿下の仰おつしやられた婚姻のこと。つまり、顔見せだ」

　マーガレットとディードの婚約が内々の話となっているのは、諸外国との情勢を鑑かんがみてのこと。故ゆえに今の段階で大っぴらにする訳わけにはいかないものの、いずれ来きたる婚約発表を無理なく行うには、どこかの段階でお互いを会わせておく必要があった。

「今回の外遊を切っ掛けに、マーガレット王女とディード王子が互いに惹ひかれ始めた……そういうことにしておけば、個人間の問題が絡からみ婚約話が進めやすくなる」

　本人同士にしてみれば残酷な話だが、政治とはそういうものだろう。

　ただ、諸外国への建前以外にも、この話をそこまでして周到に演出しなければならない理由はある──外国との関係ではなく、悳とく国こくの内部に。

　次いで彼女は、そのことを指摘した。

「更さらにもうひとつ。悳国内部の情勢が変化したと見ていいのではないかな？」

「さすが、ご明察だ」

　リチャードは微笑した。そうしてレキュリィの言葉を引き継つぐように、

「悳国はうちと同じく立りつ憲けん君主制だが、議ぎ会かいは主に三つの派は閥ばつで割れている。まず一番めとして、丁てい国こくを首長に煉れん術じゆつなど否定すべしという者たち。それから二番め、宗教改革を経へて瑩えい国こくと友好関係を結び煉術を主体とした産業国へ転換すべしという者たち。最後に三番め、丁国にも瑩国にも与くみせず独力でかつての工業大国の地位を取り戻すべしという者たちだ」

　滔とう々とうと説明を始める。

「これまで、一番めと二番めの派閥が数、勢力ともに拮きつ抗こうしていた。三番めは少数派……現実的ではない分、当然だろうな。しかしそこで焦あせった彼らが開発したのが、例のあれだ」

「……『グラフの数珠じゆず』ですか」

　使用者の安全を考こう慮りよしない、高出力の鍵けん器き。

「あれを瑩国に横流ししたことで、情勢が変わった、と？」

　問うたフォグにリチャードは視し線せんで、そうだ、と答える。

「まずは一番めの勢力──保守派が裏で喜び、二番めの勢力──改革派が頭を抱えた。どちらも、瑩国との関係悪化を予想してな。三番めの勢力──急進派はこの機きを利用して保守派を一時的に取り込み、最大勢力を築きずいてほくそ笑えむはずだった」

「……はずだった、ですか」

「まずはきみたちの活かつ躍やくだ、フォグ。例の、国外煉術師集団によって画策された匍都ハイト主要施設の襲しゆう撃げき計画……経けい緯いはどうあれ、あれを未み遂すいに終わらせたことで『グラフの数珠』の有用性は否定された。少なくとも、煉術大国である瑩国にあの鍵器では太刀たち打うちできないということが証明されてしまった。彼らは瑩国に技術を示すこともできず、諸外国に需要を喚かん起きすることもできなかった訳だ。そして、次いでは……恐らくあなたの活躍だろう？　レキュリィ」

「ほう」

　名を呼ばれ、少女の姿をした人造人間ホムンクルスは不敵に笑んだ。

「知られていたか。さすが王家直属の諜ちよう報ほう部ぶ、なかなかいい仕事をする」

「すべてを摑つかんではいないから推測も多た分ぶんに混じっているがね。組合ギルドや裏社会に働きかけたか、或いは独自の伝手つてで製造元のグラフ商会とでも連絡を取ったか……とにかくきみの仕事の成果として、ここ一カ月ほどで『グラフの数珠じゆず』がこの国に流入してくる量が絶対的に減少している。つまりあれは産業としても示威としても、瑩えい国こくに無視された形になった」

　フォグは目を瞠みはった。

　どうやら本当にレキュリィは瑩国のために動いていたらしい。こうして実際の仕事を見せ付けられると、あながち間違った行為ではないのではと思えてしまう。

　無む論ろん、人造人間のしたこととして見ればフォグの信条と相あい容いれるものではないが。

　リチャードの説明は続いて、結果へと収束していく。

「そうなると急進派は焦あせる。思い切って決行した策が失敗した形だからな。結局、彼らは自分たちの思想を曲げざるを得なくなった。賛さん同どうしていた一部の保守派も引き連れて改革派へと歩み寄り……つまり現在のところ、悳とく国こくの舵かじは改革派が握っていると言っていい」

「だから、瑩国への友好を押し出す形で王子の外遊が決まったということですか？」

「ああ、そうだ。危うい均きん衡こうの中での決断ではあるものの、ひとまず彼らは、ディード王子を瑩国に婿むこ入いりさせるという話を前向きに進め始めた。まあ、瑩国側の私が言うのもなんだが、現段階ではいい手だと思うね。あくまで顔合わせであり婚約を本発表する訳わけではない。いざとなれば撤てつ回かいもできるし、丁てい国こくに角かども立たない」

　いい手、と評しておきながら、一方でリチャードの顔は渋しぶい。

　その理由はフォグにもわかっている。

「ただし、それはあくまで悳国側の事情……ということですね」

「ああ。一面的に見ることができるような問題ではないからな」

　彼は庭椅子ベンチに腰掛け直し、背筋を伸ばしつつ脚を組んだ。

「本題は、我われらが瑩国側の事情。加えて諸外国の事情だ」

　リチャードの発した『本題』という単語に反応し、レキュリィはもちろんカルブルック、そしてフォグも──さっきまでより一層、表情を緊きん張ちようさせた。

「瑩国内、更さらには外部勢力を含めると、今回に乗じて何かしようとする輩やからは多い」

　それは、言ってみれば当然のことでもある。

「まずは我わが国。政府にとって、ディード王子の来瑩自体はあくまで喜ばしいことだ。悳国との関係が親密になれば様さま々ざまな利益がある。悳国の高精度な工業製品は我が国でも重ちよう宝ほうしているしな。だが……反政府組そ織しきについては当然、別の意味で喜ばしいことになるだろう」

「ふん、この国は毒気の霧きりに覆おおわれた魔ま窟くつよな」

　レキュリィがどこか楽しげな、同時にどこか冷れい徹てつな声で言った。

「数え上げればきりがないぞ？　国のやることなすことすべてが気に入らんヘリックス主義者はこの機きに乗じて革命という名目の破は壊かい活動を目もく論ろむだろう。次いで、工業製品の需要を悳とく国こくに奪うばわれることを嫌きらう各種企業も何らかの圧力をかけてくるかもしれん。それから、煉れん術じゆつ師しとその関係者ども。少数ながらも流出した『グラフの数珠じゆず』……あれを欲しがる輩やからは悳国に擦すり寄ろうとし、あれを忌いむ輩が悳国に敵意を剝むく可能性もある」

「故ゆえにあなたをここに招しよう聘へいしたのだ、レキュリィ殿どの」

　対するリチャードはあくまで粛しゆく然ぜんとしている。

「承知している、王弟殿でん下か。できる限りのことは協力させて頂こう。国の混乱を望んでおらんのは儂わしも同じだからな。まあ、悳国との関係強化については少々気になる点があるが……よもや『グラフの数珠』に国家が手を出したりはすまいな？」

「当然だ。強すぎる力は破滅をもたらす。煉れん獄ごくの毒気が何をもたらし何を奪うばうか、それを見誤れば瑩えい国こくの繁はん栄えいはない。……ただ、政まつりごととは多頭の蛇へびを御ぎよすに似ているのも事実。『レキュリィの宴うたげ』にはむしろ、国が過あやまたずにいるかどうかを内から監かん視ししてもらいたく思うよ」

「ふむ。むしろそうさせて欲しいと言いたかったところだ。話が早くて助かる」

　薄うす笑わらいとともに頷うなずくレキュリィ。

「一対一の密みつ談だんは率直な意見が交換できていいな、王弟殿でん下か」

「まったくだ、レキュリィ殿」

　お互いに満足げなふたりだったが、フォグは背筋が凍こおる感覚を覚える。

　率直な意見、とレキュリィは言った。だが彼らの間に満ちているのは朗ほがらかな気安さなどではない。張り詰めるような緊きん張ちようだ。それは殺し合いの場におけるものと似ている──つまり如何いかに相手の裏を読むか、如何に相手の真意を探るか、如何に自分の有利に話を進めるか。

　余計な建前や思おも惑わくが極力排除された場であっても手の内をすべて晒さらす訳わけにはいかないし、互いの目的が一致していてなお利害関係は発生する。それが政治というものだ。彼らは普ふ段だんこれに数倍する緊張のただ中を自みずからの戦場としているのだろう。

「国外の様よう子すは如何いかがなものかな、殿下？」

　レキュリィの質問も、この機き会かいに国際情勢の裏事情を探っておこうという意図が見える。

　対するリチャードにしても、

「まず警けい戒かいすべきは丁てい国こく、それから泓おう国こくだな」

　ある程度の情報は開示しつつも、恐らく真に重要なことは喋しやべっていない。口くち振ぶりからするにもうひとつかふたつ、関係の危うい国があるはずだ。

　とはいえ、腹の探り合いを気にしていても仕方がない。

　緊張感はそのままに、会話そのものにも熱ねつが入り始める。

「泓国？　瑩国とは友好的ではなかったか？」

「国家としてはそうなのだが……共和制に移行してこっち、どうも国内にヘリックス主義が蔓まん延えんしつつあるらしい。もちろん国家として何かを企たくらむとは思えんが、我わが国のヘリックス主義者たちへ援助を行う者が出てくる可能性は否定できないのだよ」

「なるほど。『グラフの数珠じゆず』も、そういう経路で流入してきては食い止めるにも限界がある……追々、対策を練ねっておくべきかもしれん。丁てい国こくに関しても同様か」

「問題は、王子の来らい瑩えいそれ自体を秘密裏に行う訳わけにはいかないということだ。もっとも、さすがに市民街がいまで出ていって馬車から手を振る必要まではないが」

「どのような催もよおしを企画してらっしゃるのだ？」

「滞在期間は三日間。今回はあくまで親善目的だから、先述の通り市民たちへの顔見せまでは考えなくていい。王子は政治に携たずさわってもおられない身、煉れん術じゆつ関係施設を含めた現地視察などもなしだ。つまり貴族を中心に……社交界を挙あげてもてなすという流れになる。王宮で接待した後に夜会、だな。会場はオービット公こう爵しやくの邸宅を使用する。オービット家はご存じか？」

「先々代の王弟殿でん下かから連なるご一族だったか。当主も信用の置ける人物と聞いている。しかし……この宮廷では開催できぬものなのか？」

　王宮には特務隊による結界煉術が常に張はり巡めぐらされている。それはアルトが全力で挑いどんで破れるかどうかというほどの強度であり、故ゆえに、外敵の入り込む余地を与えないのなら宮廷舞ぶ踏とう会かいとして城を使うのが一番いい。

　しかしリチャードは首を横に振った。

「もちろん、それも考えた。が、やはり難むずかしい。ここの結界は一旦内部に入ってしまえばその者に対しては無力だからな。恥はずべきことに、貴族すべてが信用できる訳ではないのだ。他国や敵対勢力と内通している可能性を疑い始めると、王族であるはずの公こう爵しやく家けであってもすべてが完かん璧ぺきとは言えない。ましてや今回、下は子爵家までが参加することになっていてな……更さらに夜会ともなればお付きの者や護ご衛えいを入れない訳にもいくまい。この辺あたりは面子メンツの問題も絡からんでいる。くだらないと思われるかもしれないが申し訳ない」

「……なるほど。いや、お気になさるな。その手の問題はどこにもついて回るな」

「感かん謝しやする。さて……そこで、だ」

　リチャードは改めてフォグと、それから五米メートル向こうで背を向けて花か壇だんを見ているアルトへ順番に視し線せんを送り──厳げん然ぜんとした面おも持もちで告つげた。

「フォグとアルテミシア。きみたちには、夜会において護衛任務に当たってもらいたい」

　それは、これまでの会話を聞く中で覚悟していた命令でもある。

「わかりました。具体的には？」

　ただ一方で、自分たちの特性を鑑かんがみるに、どのような運用が為なされるのかは気になる。

　問われた王弟は答えた。

「なかなか忙しい仕事になる。アルテミシアはさすがに会場へは入れんから、外で待たい機きだな。ただしきみは外と中、両方を注視してもらわねばならん」

「つまり、どちらで有事があっても対応できるように、ですか？」

「そういうことだ。もちろん、王属軍も詰める手て筈はずになっているが……すまんな。この前に話をした通り、手数が圧倒的に足りんのだ」

　声には懊おう悩のうの色がある。さすがに文句を言う気にはなれなかった。

「ことが起きた時の対応はどのように？」

「当然ながら、まずはマーガレットとディード王子を最さい優ゆう先せんに、参加者の退たい避ひ……それらは別働隊が行うから心配しなくてもいい。アルテミシアには無理な仕事だしな。むしろその別働隊が完かん璧ぺきに避ひ難なん誘ゆう導どうを行える状態に状況を運ぶのが、きみたちの役目となる」

「要するに、敵を一手に引きつけての殲せん滅めつ、という訳わけですか」

　フォグは薄うすく笑えんだ。

　重責のかかる任務ではあるが、一方でわかりやすい。

「外から敵が来た場合は、入られる前に防げばいいんですね？」

「そういうことだ」

　頷うなずき合っているふたりの横で、

「儂わしに何か手伝てつだえることはあるかな？」

　レキュリィが鷹おう揚ように尋たずねてきた。

「無む論ろん、悳とく国こく王子来らい瑩えいの際に発生する外向的、内政的折せつ衝しようにおいて『レキュリィの宴うたげ』に処理できそうなことは可能な限り引き受けよう。その上での話だ。王属軍の使う武器の調ちよう達たつ、当日の警けい護ご任務、市街地の警けい邏ら、やるべきことは多かろう？」

「申し訳ない。ありがたい話だ」

　リチャードは頭を下げる。

「その辺あたり、細かい詰めが必要だな。ここである程度の話は付けておきたい」

「うむ。では……」

　そうして再び会話に戻っていくふたりを横目に、フォグはふと、自分に向けられる気配けはいがあるのに気付いた。見れば、アルトがつまらなさそうな表情でこちらに視し線せんを送っている。

「あの、殿でん下か……」

　自分が聞いていても無む駄だな話のようだったので、リチャードに伺うかがいを立ててみる。

「ああ」

　さすがと言うべきか、フォグの顔を見ただけで即座に状況を察したらしい。

「行ってきなさい。用件ができたらまた呼ぼう」

「ありがとうございます」

「おや、兄にい様さまよ、ここへは王弟殿下の護衛任務で来たのではなかったか？」

　意地悪く口を挟はさんでくるレキュリィに眉まゆをしかめる。

「あなたたちは殿下に何かするつもりなんですか？　この場、この状況で？」

　王宮の外がい苑えん、つまり敵陣のただ中にあって大将首を狙ねらうなど、大胆を通り越して無む謀ぼう、自殺行為である。ましてや狙ねらう当人もその大将首なのだ。やる理由などどこを探してもない。

「くく……悪かったな。愛する兄が自分ではなく他ほかの女を見ているので嫉ねたんだのだ」

「くだらない冗じよう談だんはいいから、さっさと話を詰めてください」

　言い捨てて踵きびすを返す。もちろん万が一ということもある。背を向けたとはいえレキュリィたちへの警けい戒かいはあくまで解とかず、アルトのところへと歩んでいく。

「すみません、時間がかかっていて」

　視し線せんを合わせるようにしゃがみ込むと、目の前で戯たわむれていた蝶ちようが飛び去っていった。

　あの虫けらも、アルトが『イズス聖せい骸がい布ふ』を纏まとっていなければ、毒気にやられて地に落ちていたはずである。だが彼女自身はたぶん、そのことに気付いてすらいない──自分が創つくりだした訳わけでもないのにどうしてこれは動いているのだろう、といった程度だろう。

「フォグ、お腹なかが空すいたわ」

　アルトはさっきまで見ていた蝶にもう興きよう味みを失ったようで、唇を突き出して不満を言った。

「イオの作ったお菓子が食べたい」

「もう少し我が慢まんしてください。せっかくの外なんですから今の内に楽しんだらどうです？」

「楽しくないわ、全然」

　王女の機き嫌げんは直らない。

「フォグは知らない人と訳のわからない話をしてて、私を放っておくし」

　むくれたままぷい、と横を向く仕し草ぐさはまるで子供のようだった。

「えっと……、そうだ、この花、綺き麗れいだと思いませんか？　菫すみれですよ」

「誤ご魔ま化かさないで」

　そしてフォグは未いまだに、姫ひめ君ぎみのご機嫌を取るのがあまり上手うまくないのだった。こういうのはイオの方が遥はるかに長たけている。……というよりも、アルトはフォグの前で殊こと更さらに意い固こ地じさを発揮してしまうような気がするのだが、自分が悪いのだろうか。

「アルト、こっちを見てください」

　小さく溜ため息いきを吐つきつつもアルトの顔を覗のぞき込み、

「何かしたいこととか、ありますか？」

「だったらお散歩がいいわ。フォグも一いつ緒しよによ」

「すいません、僕らはここから離はなれてあまり遠くへは行けないんです。そうですね……この花か壇だんの周りを歩くくらいなら……」

「そういうのはお散歩って言わないわ。噓うそつき」

　睨にらみ付けてくる視線は、つり上がるばかり。

「いえ、その……」

　参ったな、と──困り果てているところへ、背後から声があった。

「フォグ」

　呼ばれ、振り返る。リチャードとレキュリィが庭椅子ベンチから立ち上がっていた。

「ごめんなさい、ちょっと待ってください」

　アルトを宥なだめつつ小走りで戻る。

　さっきまでとは一転、王弟は気楽げな笑顔えがおを浮かべていた。

「だいたいの打ち合わせが終わった」

「え、もうですか？」

　思っていたよりも早い。

「うむ。細かい詰めといってもさすがにここでできる話は少ないからな。大筋はもう決まったから、あとは後日より、遣つかいを通じてということになる」

「では……」

　そうなると、フォグたちはお役ご免。アルトも塔の中へと逆戻りだ。

　結局何もしてやれなかった──胸の奥に湧わき出る後悔に表情を暗くしていると、リチャードが思ってもみなかったことを口にした。

「レキュリィ殿どのは私がお送りしよう。お前たちは少しの間、ここを散策でもするといい」

「……え？」

　きょとんとし、顔を上げる。言っている意味が一いつ瞬しゆん、わからなかった。

　手を伸ばし、フォグの肩を叩たたくリチャード。

「褒ほう美びだ、と言えばいいか？」

　王族が自みずから他者に触れるなど滅多めつたにあることではなかった。

「これから先、王家はレキュリィ殿を貴き賓ひんとして扱うこととする……友好の証あかしとしてな。そうなるとお付きの騎き士しごときに送迎を任せる訳わけにはいかん。私が馬車まで案内するのがいいだろう。レキュリィ殿、異存はないか？」

「それは願ねがってもないこと。恐きよう悦えつ至し極ごくに存じますよ、殿でん下か」

　彼女の意地悪げな声こわ音ねはむしろフォグへと向けられていた。

「そうだな……半時ほど、外がい苑えんを立ち入り禁止にしておこう。それまでゆっくりしていくがいい。ただし時間厳げん守しゆだ。半時後には塔へ戻っていること。いいな？」

「ですが、リチャード様さま」

　そんな我わが侭ままが許されるのか。

「フォグ」

　問おうとした声はどこか懊おう悩のうを込めた声に封ふう殺さつされた。

　リチャードはアルトを──姪めいであるアルテミシア王女に視し線せんを遣やり、眼を細める。

「私にも、忸じく怩じたるものがあるのだよ。罪滅ぼしにもならんが、わかってくれ」

　そのアルトはリチャードの──自分の叔父おじの視線に、恐怖で身を竦すくませた。

　まるで知らない人に見詰められたかのように。いや、知らない人に見詰められたが故ゆえに。

　だからフォグはもう、返す言葉を失なくしてしまう。

「……わかりました、殿でん下か」

　せめてもと、礼をした。今までしたことがなかったほど、深く。

「そのご褒ほう美び、遠えん慮りよなく頂ちよう戴だい致します」
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　外がい苑えんは城の裏手に作られており、ちょっとした屋や敷しきほどの広さがある。

　自然物を素材にした人工美の追及を目的に細かな計算の上で構こう築ちくされた中庭に対して、ある程度大おお雑ざつ把ぱな、悪く言えば所々が草木の生はえるに任せた造りとなっていた。もちろん城の横手にある庭園と同様、人の手による植木や人工池などもあるにはあるが、大部分は雑ぞう木き林ばやしと言ってよく、外周では兎うさぎや狐きつねなどを見掛けることもあるという。

　とはいえ限られた時間ではそこまで遠くに行く訳わけにもいかない。せいぜい、リチャードたちが会かい談だんしていた庭椅子ベンチと花か壇だんのある辺あたりを中心に散策する程度だ。

　さっきまでの不ふ機き嫌げんはどこへやら、アルトはにこにことしていた。

　外の世界に対し、彼女の反応は時と場合によって極端に違う。人間や動物はおろか風や草花、空模様に至るまでを恐がる時もあれば、さっき見られたような暇ひま潰つぶし程度に興きよう味みを示す時もあり、更さらには今のようにすべてを楽しげに受け入れる時も。彼女の反応が何を基準に変化しているのかは、主に空間の広さや自分を見ている視し線せんの数などが関係しているのではないかと思っている。閉へい鎖さされた室内よりもこの外苑のような広い空間、誰だれも見ていない外苑よりも人の多く闊かつ歩ぽする街まち中なか、といった具合に。

　もちろん、広さや人の数などはある。ただし、フォグはそれらよりも大きな影えい響きようを与えている要素にまだ気付けずにいた。即すなわち、フォグという少年が視界に入っているかどうか、近くにいるかどうか、手を繫つないでいるかどうか──という。

「ねえ、あれは何？」

　脇わき道みちに咲いた花を指差し、興味を示す。

「緋衣草サルビアですよ。蜜みつが吸えます」

　欲しい、という顔をされたので、花をひとつ摘つむ。まあこのくらいはいいだろう。

　手渡すと、小さな唇が台うてなを啄ついばむ。ややあって、アルトの顔が綻ほころんだ。

「甘いわ」

「これをたくさん集めたものが蜂はち蜜みつですよ」

「蜂蜜って、蜂が出す蜜ではないの？」

「いえ、そうじゃなくてですね……」

　無邪気な質問をするアルトが、微笑ほほえましくもあり痛ましくもある。彼女の知ち識しきは殆ほとんどが書物で得たものであるが故ゆえに、偏かたよっているのだ。それを現実の事象と照らし合わせる機き会かいも少ないから、頭の中にあるものと実際に見たものとを上手うまく繫つなげられないことも多い。

『蜜みつ蜂ばち』という単語を知らない訳わけではないのだが、それが花の蜜を採取する種類の蜂であることも、蜜蜂の巣から取り出した蜜を蜂蜜と呼ぶこともわかっていない──。

　もっとも、悲ひ観かんしている訳ではなかった。

　アルトは頭がいい。説明すればすぐに理解するし、興きよう味みとともに覚えさえすれば忘れないのだから、機会があるごとにこうして教えてやればいいのだ。

「蜜蜂、いないのかしら」

「今はいないみたいですが、いてもあまり刺し激げきしては駄だ目めですよ。刺されますからね」

「針はりを持っているのは知ってるわ。触ったりしたら刺すの？」

「飛んでいるから簡かん単たんに触れないと思いますが……身の危険を感じたら襲おそってきますから」

「でも毒針って、私には効きかないんじゃないの？　だって私はいつも毒の中にいるのよ」

「煉れん獄ごくとは種類の違う毒です。アルトにだって効きますよ」

「フォグにも？」

「まあ、そうですね」

　自分の場合『消失点カイナ』で身体からだを強化すれば、回復力の増強に伴って殆ほとんどの毒素はある程度まで緩かん和わできる。とはいえあくまで緩和であり、無効化できる訳ではない──もちろん、蜜蜂の針程度であれば怪け我がと一いつ緒しよにすぐ治せるのだが。

「この辺は自然が多いから、蛇へびなんかもいるかもしれませんね」

「え……」

　うっかり口にしたひと言で、アルトの表情が曇くもる。

「蛇は、恐いわ」

　絵本で見た大だい蛇じやや毒蛇を想像したのだろう。それも、誇張したものを。

　ぎゅっと力の強くなった手を握り返し、フォグは笑った。

「大丈夫、道を歩いてる限りは出てきませんから。でも、茂みや花畑の中に入っていっては駄目ですよ？　蜂とか蛇とかじゃなくても、刺す虫はいますから」

「厭いやよ。行かないわ。私、草の匂においはあまり好きじゃないもの」

　そんなことを言うのは弱気になったからだろうか。さっきまでは花の香かおりを嗅かいだりしていたのに。ただ、手の震ふるえはもう止まっていた。

「明日あしたにでも、イオさんに蜂蜜入りのお菓子を作ってもらいましょうか」

「いいの？」

　話題を変えると、すぐに表情を綻ほころばせた。

「いいですよ、もちろん。……蜂蜜が手に入れば、ですけど」

「どうやるの？　イオが蜜蜂の代わりに集めてくるの？」

「いえ、お店に売ってるんですよ」

「じゃあ、お店が集めるの？」

「ええと……蜜みつ蜂ばちが貯ためているものを、お店の人たちが少しずつ分けてもらってるんです。それを買ってくるんですけど……イオさんも忙しいですから、頼んですぐお店に行く暇ひまがあるかどうか。もし明日あしたは無理でも、我が慢まんできますか？」

「できるに決まっているわ。私、イオに我わが侭ままを言ったことなんて一度もないもの」

「いや、それは……」

　思わず苦笑した。

　かの侍女メイドはいつもアルトを甘やかしている。そもそも「我が侭を言わないでください」と諫いさめたこともないのだろう。故ゆえに転じて「我が侭を言ったことがない」になってしまう。

　たぶん今日きようも、蜂蜜を買うために奔ほん走そうするに決まっているのだ。

　帰りを待っているであろうイオのことを考えたせいか、時間が気になった。

　フォグは懐かい中ちゆう時計どけいを取り出す。あと十分ほど。もう戻り始めた方がいいだろう。

「じゃあアルト、そろそろ……」

　帰りましょうか。

　そう言おうとしたのと同時だった。

「……さま！　……ません！」

　背後から誰だれかの叫ぶ声がし、アルトがびくりと身体からだを震ふるわせる。

　フォグも身体を硬直させた。確たしか、ここはしばらく立ち入り禁止にしておくとリチャードが言っていたはずで、だから人が入ってくる訳わけがないのに。

　首だけで声のした方を確かく認にんしたアルトが、握ってきた手にいっそう力を込めた。フォグは反射的に彼女を庇かばうように、振り向きつつ身体を入れ替える。

　小こ径みちの向こうに、ふたりの人ひと影かげが見えた。

　ひとりは少女。楽しげな微笑ほほえみを浮かべながら、こっちへ走ってきている。

　少し離はなれて、もうひとりは少年。少女を必死の形ぎよう相そうで追いかけている。

　──どうして、彼女らが。

　フォグは顔をしかめた。

「いけません、姫ひめ様さま！　ここはしばらく立ち入り禁止だと……」

　声を張り上げた少年は、メネレック伯はく爵しやくの孫まごであるキアス＝メネレック。

「だって昨日きのうの卵、もう雛ひなになってるかもしれないのよ！」

　そうして少女は、瑩えい国こく公式第一王女である、マーガレット＝パロ＝ラエ。

　つまり、アルトの──。

「だから、早く……、って、あ、え？　フォグさま？」

　マーガレットはようやく、小径に立っている者たちがいるのに気付いて立ち止まる。

「おい……お前は」

　それに伴い、キアスもはっとし、こちらを睨にらみ付ける。

「ひ」

　アルトがフォグの陰かげに隠かくれ、喉のどから小さな悲鳴を洩もらした。

　フォグは心中で大きく溜ため息いきを吐つきながら、目前と背後、ふたりの王女の間に視し線せんを巡めぐらせた。心しん臓ぞうが高鳴る。それは緊きん張ちようによるものではなく、むしろ痛みからだった。
















　マーガレット第二王女は、今から十二年と六カ月前に生を受けた。

　母親の名はシータニア。暘よう国こくの皇族に連なる家系の生まれで十四年前に瑩えい国こく王家へと嫁とついできた。濃こい紅こう茶ちや色いろの髪と柔和な目鼻立ちはまるで太陽のような美しさと讃たたえられており、十も歳としの離はなれた夫とも、いい夫婦関係を築きずくことに成功している。大陸の西側にある新教国は瑩国の後に続いて煉れん術じゆつを産業に取り入れており、文化に共通点が多かったからだろうか。或いは暘国の国民性に違たがわない天てん真しん爛らん漫まんな性格が、前王おう妃ひである妻を喪うしなった王の悲しみを癒いやしたからだろうか。──ともかく、婚こん姻いんから一年半後に生まれた娘であるマーガレットもまた、良好な夫婦関係の下、母親の性格を受け継ついだ明るい娘に育つこととなった。

　対してアルテミシア第一王女は、マーガレットに先立つこと約三年前に生まれた。

　母親の名はエルザ。拂ふつ国こく王家の出身である。王族同士の婚姻には珍しいことに、夫である瑩国王トーマスとは恋愛結婚だった。輝かがやくような白はく金きんの髪とすっきりした面おも立だちは月の如ごとき美しさと誉ほまれ高く、質素を旨むねとする控えめな性格も瑩国民に愛された。結婚して長らく懐かい妊にんの兆きざしがなかったが、四年後、二十の年ねん齢れいでようやく子を授かる。ただし子と母が一いつ緒しよに過ごした時期はわずか二カ月ほど、胎たい内ないの期間を入れても一年足らずに過ぎない。受胎後すぐ娘の身体からだに宿った煉れん獄ごくの扉は絶たえ間なく毒気を発散し、胎児が育つほどに濃のう度どを増し、母の生命を蝕むしばんだからだ。──公式には死産により母子ともに卒そつ去きよ、そういうことになっている。




　アルテミシアとマーガレットは異母姉妹にあたる。しかしそれは非公式のこと。公式第一王女はあくまでマーガレットであり、アルテミシアは公こう儀ぎ的てきにはもう、この世にいない。
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　わずかな沈ちん黙もくの後、最初に声を発したのはキアス＝メネレックだった。

「どういうことだ？」

　それは怒りというよりもむしろ煩わずらわしげな、同時に訝いぶかしげなもの。フォグが抱いていた緊きん張ちようや胸の痛みとは一切関係ない、彼自身の個人的事情に基づく感情だ。

　キアスは、マーガレットとアルトの関係を何も知らない。ただフォグのことが気に食わなくて文句を付けているだけだった。

「どうしてお前のような奴やつがここにいる？　ここは現在、立ち入り禁止のはずだ」

　だから彼の憤いきどおりには、助けられたとすら言っていい。

「すみません、キアス様さま」

　薄うすい笑顔えがおを作り、頭を下げた。

「ここを立ち入り禁止にしたのはリチャード殿でん下かの指示であり、僕は殿下の命令でここにいるのです。……現在、僕はこの外がい苑えんで任務遂すい行こう中ちゆうの身でして」

「はあ？」

　そんなフォグに眉まゆを寄せ、マーガレットの前に出て凄すごむキアス。

「噓うそを吐つくのも大たい概がいにしろ。お情なさけで騎き士し身分を賜たまわった、身寄りのない貴き様さまが？」

[image: ]

　まるで信用していない。というよりも、はなから難なん癖くせを付けるつもりでかかっていた。

「何故なぜ、ここに忍び込んだ？　さては花か魚でも盗みに来たか。灰はい色いろ街がいにでも持っていけばいい値で売れるからな」

「いえ、さすがにそんな……」

　ここに植えられた植物や池に放された魚には、貴重な種類のものも確たしかにある。が、それらを灰色街に持ち込んだところで価値のわからない連中しかいないのだから売れる訳わけもない。キアスの思い付きはそういう意味で、いかにも貴族的な傲ごう慢まんに満ちたものだった。知ち識しきとて一種の財である。持つ者である彼には、持たざる者の気持ちがわからない。

　ただし、罵ば倒とうに対して心中で笑えたのもそこまでだった。

　キアスがフォグの背後にいるアルトへ視し線せんを向け、

「ははあ」

　ふたりが手を握り合っていることに気付き、嘲あざけりの笑えみを浮かべたのだ。

「なるほどな。貴様、立ち入り禁止なのをいいことにこっそり忍び込んで、そこの後ろにいる小汚い女と逢あい引びきでもしていたか？」

　喧やかましくなる口に、ぽつりと呟つぶやく。

「何ですって？」

「下げ賤せんのくせに、王宮で逢あい引び……え」

　彼の言葉は、そこで止まった。

　発せられたアルトへの侮ぶ辱じよくに、フォグが怒ど気きを抑おさえきれなくなったのだった。

「……え。な、お、……？」

　しどろもどろに一歩後退するキアス。自分の身に訪れた硬直の意味がわからない、という顔だった。確たしか彼は、王属軍入りを目指して剣術を習っていたはずだ。多少の心得があるが故ゆえに──多少の心得しかないからこそ、フォグの気配けはい、その異様さに圧倒されたのだろう。

　表情が変わった訳わけではない。

　睨にらみ付けてもいない。

　ただ、我が慢まんできなかった感情が内面を沸ふつ騰とうさせただけ。

　けれどそれは、幾いく多たの殺し合いを重ねてきた者が発するあからさまな敵意だった。キアスを黙だまらせるには充分なものであり、逆にマーガレットはまるで気付いていない。

「キアス様」

　フォグは薄うすく笑えんだ。穏おだやかさで以もつて。

「リチャード殿でん下かのご命令、その内容を説明してもよろしいですか？」

　もちろん、ここで怒っても何もできないことはわかっている。

　だから言葉とともに頭を冷やし、気持ちを鎮しずめる努力をする。どうにか内心を落ち着かせたところで、キアスも「あ、……ああ」と頷うなずいた。

　──大丈夫だ。いける。

　咄とつ嗟さに考えた噓うそを、口にし始める。

「先刻のことです。この外がい苑えんで、微量の毒気──もちろん煉れん獄ごくのです──が検出されました。何らかの要因で環かん境きようが変化し、地理的な扉が開いてしまったようです」

　すると、マーガレットの表情が強こわ張ばった。

「故にリチャード殿下は、僕らに調ちよう査さを命じられました」

「や、やだ。どうしよう、私……」

　震ふるえ始める。どうやら立ち入り禁止だというのを無視してここへ入ったのは彼女のようだ。雛ひながどうこうと言っていた。お転てん婆ばにもどこぞにあった鳥の巣を覗のぞきに来るのが日につ課かだったか。それを止めようとして追ってきたのがキアス、という訳だ。

　図らずも脅おどす形になってしまったが、仕方ない。

　──まったく、殿下ももう少し厳げん重じゆうに封ふう鎖さしてくれていればよかったのに。

　看板ひとつか衛えい兵へいひとりか、その程度だったのだろう。

「ご安心ください。解決済みです」

　フォグは笑えんだ。さっきとは違う、邪気のないにこやかな顔で。

「原因を突き止め、扉は閉じましたから。もう大丈夫ですよ」

　ほっとした顔をしたキアスとは裏腹、マーガレットはそれでも憂うれいを晴らさなかった。

「あっ、あの！　フォグさま……その、この向こうにある草むらに、駒こま鳥どりの巣があるんです。そこ、卵があって……」

「心配なさらずともよろしいですよ、マーガレット様さま。扉が開いていたのは更さらに奥、林の中です。駒鳥の卵はきっと無事でしょう」

「ありがとうございますっ！　それから、ごめんなさい。勝手に……」

　キアスと違い、さすがは王族と言ったところだろう。仮にも臣しん下かに対して我わが侭ままを見せたことに恥はじ入っているようだ。

「いえ、もう任務は終わりましたから」

　ただ、長々と謝しや罪ざいをされても困るだけだった。

　背後のアルトが、さっきからずっと痛いくらいに強く手を握ってきていた。知らない人間が恐ろしいのだ。加えてたぶん──彼らと会話をしているフォグが、知らない世界に引っ張られていってしまうのではないかと脅おびえている。作戦行動中であれば周囲などには無関心なくらい落ち着いているのだが、今はただの外出時だ。不安定になるのも当然だろう。

　或いは、マーガレットから何かを感じ取っているのか。

　表情をあくまで平静に保ちつつ、フォグは言った。

「マーガレット様、それにキアス様。少し道を空あけてはもらえませんでしょうか？　いえ、失礼なこととは存じておりますが……我われ々われふたり、先ほどの作業で毒気を浴びており、まだ少しそれが残っておりますので」

「……ひ、はい」

　マーガレットが小さな悲鳴をあげて道みち端ばたへ下がる。キアスは苦にが々にがしげな顔でこちらを睨にらみつつも、マーガレットを庇かばっている。殊勝なことだ。姫ひめ君ぎみを守る騎き士しという訳わけか。

　フォグの心しん臓ぞうはどくどくと煩うるさかった。頭の芯しんが熱あつく、胸の奥が痛く、手足は押さえきれず微かすかに震ふるえ、ただ握ったアルトの手だけが冷たい。理由はわかっている。

　怒りだ。

　──どうして、こうも違うのだろう。

　彼女たちは姉妹なのに。それなのに、どうして。

　姉である第一王女はフォグの背後で震えている。妹である年下の少女を恐れ、それに付き従う騎士気取りの少年を怖がり、他者の視し線せんに脅おびえている──それでも、彼女は王女なのだ。この城に生まれた姫君なのだ。本来なら我が物顔で闊かつ歩ぽしてもいいのに、まるで迷い込んできた猫ねこのように縮ちぢこまっている。俯うつむいて唇を咬かみ締しめ、見み窄すぼらしい漆しつ黒こくの外套コートを着込み、跪ひざまずかれて然しかるべき伯はく爵しやく家けの子供に、小汚い、などと詰なじられて。

　妹である第二王女は、そんな姉の境遇を知りもしない。王属軍の煉れん術じゆつ師しという程度の認にん識しきで、むしろ恐怖の対象だろう。その証しよう拠こに、毒気を浴びたという言葉だけに脅おびえ道の端はしへ寄っていた。ふざけるな、と思う。お前の姉は生まれ落ちたその時から、お前が恐がっているその毒気とともに在らねばならなかったのに。そのせいで塔の地下に幽ゆう閉へいされ、奔ほん放ぽうに城の中を走り回ることも、鳥の卵を見守るなどという少女らしい冒険すらもできなかったのに。無邪気な貴族の少年ではなく、人外の化ばけ物ものを供ともにしなければならないのに──。

　もちろん、頭ではわかっている。マーガレットの人生だって決して幸福ではない。

　会ったこともない悳とく国こくの王子と既すでに婚約が決まってしまっている事実は本人にまだ知らされてもいないだろう。更さらに成長した後で待っているのは女王の座だ。君くん臨りんすることのみを求められ統治を許されないただの象徴は、国民の偶像という役割以上のものを持てない。その一方で、本人が行使できない権力は周囲に渦うず巻まき、濁だく流りゆうとなって彼女を翻ほん弄ろうするだろう。かりそめの権威が幾いくら政治力として利用されようとも、玉ぎよく座ざに座っている以上は自みずからそれを操あやつることもできず──アルトにそんな人生を歩ませたいかと問われれば、フォグは首を横に振る。

　けれどやはり、納なつ得とくできるものではないと、そう思うのだ。

　少なくともマーガレットの人生には意味がある。彼女は国民に慕したわれ、いずれはひとりの女として子を産み、親子で愛し愛されるだろう。それはアルトには決して持ち得ない幸せだ。

　無言で足を速め、マーガレットたちの横を通り過ぎた。

　アルトの手を引き、まるでその場から逃げるように。

　キアスは何も言わない。ただこちらを睨にらんでいる。敵意なのか警けい戒かいなのかはわからない。道の左右に花畑が広がっているのが幸いだった。『イズス聖せい骸がい布ふ』の隙すき間まから立ち上る煉れん獄ごくの香かおりは花々の匂においに紛まぎれている。彼らは気付けていないようだ。

「すみません、それでは」

　短く挨あい拶さつをして、そのまま立ち去ろうとする。

　どのみちもう時間が近かったのだから丁度いい。塔へ戻って、イオにお菓子を作ってもらおう。あの暗がりにある普ふ段だん通りの日常──噎むせ返る毒気に塗まみれた牢ろう獄ごくでの暮らしであっても、この外がい苑えんよりは遥はるかにアルトを落ち着かせてくれるだろうから。

「あ、あの……フォグさまっ」

　と──。

　背を向けたところで、マーガレットが思い詰めたように名を呼んできた。

「どうしましたか？」

　歩ほを止め、首だけで振り返る。

　彼女は大きく広がった裙スカートの布地を両手でぎゅっと摑つかみ、大きな瞳ひとみを瞬またたきさせる。

　そうして何度か言い淀よどんだ後、わずかに下を向いて、震ふるえる声で問うてきた。

「あの、その、連れてらっしゃる女性の方……フォグさまと、お親しいのですか？」

　フォグは微笑わらう。

「ええ。僕の大事な人です」




　答えながら、今いま更さらながらにはっきりと理解する。

　マーガレットが自分に対して仄ほのかな想おもいを抱いていたのだということ。

　それをたった今、打うち砕くだいてしまったのだということ。

　知らぬとは言え、血を分けた実の姉をフォグの付つき添そいとしか見ていない彼女に、やはり自分はどうしようもなく苛いら立だっているのだということ。

　そして──たった今言葉にした以上に、フォグという存在は、アルトという少女のことを心から、何よりも大事に思っているということを。




　マーガレットが声を殺して嗚お咽えつを始めたのが聞こえた。

　キアス＝メネレックがしどろもどろになりながら彼女を慰なぐさめているのも聞こえた。

　フォグへの好意を露あらわにしたマーガレットに対し、彼は混乱しつつも傷付いているだろう。やがてその痛みは、自分へと矛ほこ先さきを向けるはずだ。

　けれどそんなことに興きよう味みはない。どうだっていい。

「行きましょう、アルト」

　握った手を引っ張る。さっきまで冷たく震ふるえていたそれは何故なぜか、とても温かく感じた。
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　王城外がい苑えんにおけるリチャードとレキュリィの密みつ談だんが行われてから、三日後の夜。

　悳とく国こく王子の来訪とその具体的な日取りが貴族たちへと正式に通達され、メネレック伯はく爵しやく家けの一室は、緊きん張ちようした空気に包まれていた。

　屋や敷しきの離はなれ、当主の個人的な客をもてなすため用意された私室である。部へ屋やはもちろん建物そのものからも完全に人払いがされており、会話を盗み聞く者はいない。

　中にいるのはふたり。当主であるメネレック伯爵と、王属煉れん術じゆつ師しという立場にいながら彼の下働きとして暗あん躍やくしている青年、ユヴィオール＝カタシェレティス。

「二日後とは、早すぎる！」

　苛立った様よう子すで吐はき捨てたのは、メネレックだった。

　部屋の中心に置かれた長椅子ソフアに腰掛け、しきりに顎あご鬚ひげを撫なでている。骨張った頰ほおは苦悩によるものか疲労が色いろ濃こく、それでも乱れなく着こなした背広スーツは貴族たるの誇りか。

「ぎりぎりまで内密にことを進めおって。あの忌いま々いましい若造めが」

　若造、とは王弟であり大公爵であるリチャードのことだった。遥はるか上の爵位を持つ王族に対しての口汚い罵ば倒とうは、聞く者が聞けば卒倒してもおかしくない。

　もっともユヴィオールは、王家に対する敬意など持っていなかったが。

「問題ありませんよ、伯はく爵しやく様さま」

　荒れた様よう子すのメネレックを余所よそ目めに、薄うすく笑って応こたえる。

「ディード王子の来らい瑩えいが明後日あさつてとして、晩ばん餐さん会かいを兼ねた舞ぶ踏とう会かいは三日後の夜でしょう？　それまでに準備を済ませることは充分に可能です。すべてね」

「……本当だろうな？」

　老人の向ける猜さい疑ぎ心しんは醜みにくかった。けれどそれこそが彼の彼たる所以ゆえんなのだろう。周りの者を何も信じず、一方で自身の地位や保身に固こ執しつし、目的のためには手段を選えらばない。

　そもそもメネレックの血は、そうして成り上がった一族らしい。

　先祖代々続く貴族の家柄であると標ひよう榜ぼうしているし、実際にそれは正しい。メネレック、という家は五百年の昔から爵位を持っている。ただし、ユヴィオールの目前にいるこの老人の血族は親を辿たどってほんの百数十年ほど前、匍都ハイトに住まう名もない貧民だったそうだ。

　当時は長らく続く戦乱の最中、瑩国が平和になる直前。教会は腐敗し、世は荒れ、近きん隣りん諸国と小こ競ぜり合いを続けていた、そんな時代である。

　あちこちで勃ぼつ発ぱつする戦いくさに伴い、血気盛んな若者は立身出世を目もく論ろみ義勇軍に参加するのが常だった。戦功を挙あげれば騎き士し身分を賜たまわり貴族の一員、あわよく一軍を率いる将軍にでもなれば領地を拝はい領りようして諸しよ候こうの仲間入り、よもや英雄となれば王女を娶めとり王族に──そんな夢物語が実現可能に思えるほどの熱ねつ狂きようと狂気が、国内に蔓まん延えんしていたと言える。

　だが現メネレック伯爵の曾そう祖そ父ふに当たる人物はといえば、己おのれの腕で成り上がることをしなかった。義勇軍に参加したのは確たしかだが、剣ではなく悪智恵を使ったそうだ。

　戦友から功こうをかすめ取り、部隊長を背後から刺して指揮権を奪うばい取り、兵ひよう糧ろうに毒を混ぜて戦うことなく勝利し、平定した土地で容赦なく略りやく奪だつし──そうした卑ひ劣れつであり効率的でもある行いを繰くり返し、やがて男子のいなかったメネレック伯爵家へと取り入ることに成功した。

　かくして名もない貧民の男は、伯爵家令れい嬢じようを妻に貴族の一員となる。戦功自体は王の覚えめでたいほど立派なものであったから文句を言う者は出なかった。真実を知る者はすべて口が利きけなくなっていた。実際、高い能力を持った人物ではあったのだろう。襤ぼ褸ろが出る前に足の腱けんを自みずから断つことで戦傷者として軍を引退し、戦の終しゆう焉えんを見み極きわめて荒れた土地を開かい墾こんし財を増やしたそうだ。よほどの覚悟と時勢を見極める眼がなければできることではない。

　そこから数えて四代めが、この老人という訳わけだ。

　一族の来歴は彼自身の口から聞いた。彼と結託し、裏で働くことを始めた頃ころ──聞けば誰だれもが顔をしかめ嫌けん悪おに唾つばするであろう逸いつ話わなのに、やけに誇らしげだったことを覚えている。

　恐らくメネレック自身、ユヴィオールに対して何か感ずるところがあったのだろう。こちらにも共感はあった。卑劣であるし反吐へどの出る成り上がり方なのは確たしかだが、だからこそそれが素す晴ばらしい。恥はじも外聞もなくなりふり構わず、ただ己の欲望を実現しようとする欲望は、むしろ美しく輝かがやいてすらいると思った。

　ただし一方で、このメネレック伯はく爵しやくは小人物である。

「いいか、ユヴィオール。お前の用意している手段がどんなものかは知らんが、露ろ見けんすることだけは避けろ。露見する可能性があるくらいならば今回は見送っても構わんのだ」

「賭かけには出るなと仰おつしやるのですかね？」

「その通りだ。ことがこと、外れれば分ぶが悪い」

　三代前まで持っていたはずの禍まが々まがしい野望は、貴族という地位と肩書きに満足したのかすっかり薄うすめられてしまっている。出世よりも保身に腐心し、欲望はあれど実現には確かく実じつ性せいを求め、大胆な手を好まない。この調ちよう子しで、ユヴィオールの策は何度却下されたか。

　まあ当然、却下されても勝手に遂すい行こうしてはいたのだが。

「しかし伯爵様さま。このままでは王女と悳とく国こく王子との婚こん姻いんが恙つつがなく決まってしまいますよ」

「ぬ……だからこそこうして今、話し合っているのではないか！」

　挙あげ句歳としのせいか、もはや彼の欲するものは愛する孫まごの幸せと混ざって夢物語に近くなっている。キアス＝メネレックにマーガレット王女を娶めとらせ、王家の仲間入りをする──三代前ならば或いは叶かなえられたかもしれないが、この老人には不可能だろう。

「ならば子細お任せおいてくださいませんか？　この私に」

　だが、だからこそ自分がいるのだ、とユヴィオールは思う。

「確たしかに賭けにはなるでしょう。ですが、仮に外れたとしても決して悪い方には転びません。露見することはもちろんなく、更さらに次の手へと繫つながる負けになるはずです」

　苛いら立だつ老人を安心させるように、笑う。

「いいですか？　丁てい国こく法王庁の手引きで、例の『宝ほう珠じゆ』を悳国より横流しした時のことを思い出してください。結局のところ、あれにより悳国と瑩えい国こくとの仲を裂さくことは失敗しました。ですが……それにより、私たちの企たくらみが表に露見したでしょうか？」

「失敗したのだから意味はないだろう!?」

「いいえ。私はあれで『レキュリィの宴うたげ』に貸しを作りました。『宝珠』の密みつ輸ゆ停止と引き替えに敵の貴重な情報を得ました。一方で、ご存じでしょう？　その『宝珠』──『グラフの数珠じゆず』は、少量ながら今でも瑩国に流れてきているのです」

「むう」

　たぶんこれが、自分の役目なのだ。

「『グラフの数珠』しかり『アイリスの魔ま剣けん』しかり……実際のところ、ああいった強力な道具は数を揃そろえても意味がありません。必要な分を必要なだけ、必要としている者に渡せばそれで事足りるし、それが最もいい結果を生む。先の『引き裂き魔』事件のようにね。あれも私の目もく論ろ見みであり、概おおむねが成功を収めているはずですよ」

　彼の夢想に力と知恵を与え、

「『グラフの数珠じゆず』に関しては、辺獄院リンボでの解析も終わっています。つまり再現、加工、改良が可能ということです。研究結果も既すでに盗み出しているでしょう？　辺獄院リンボきっての頭脳である彼女とともに。今はイーサお嬢じよう様さまの許もとで別の研究に勤いそしんでいる、あの女とともに」

　この身に宿る野望と願がん望ぼうと狂気を加え、

「故ゆえに、今回も心配いりません。すべては順じゆん調ちように回るはずです。私の計画通りに。私の望んだ通りに。邪じや魔まが入っても、最終的にはそのように」

　ユヴィオール＝カタシェレティスの名の元に──ただ一色で、塗ぬり潰つぶす。

「今回が最大にして最後の好こう機きなのです、伯はく爵しやく様さま」

　メネレック伯爵の夢を叶かなえてやりたいと思うのは本心だ。彼には自分と似たところがあるし、彼の持っている卑ひ劣れつで狡こう猾かつな性質に、自分は確たしかに魅みせられた。

　だがその先は、ユヴィオールのものであり、ユヴィオールの道となる。

　何故なぜなら彼の夢と自分の夢とは同どう一いつ線せん上じようにあり、同時に彼の夢の終着点は、自分の夢の終着点よりも遥はるか前に存在しているのだから。孫まごをマーガレット王女と婚こん姻いんさせる？　してやろう。メネレック家を王族に連ねる？　してやろう。その後、マーガレットとキアスがどうなろうとも、たとえ王族だの貴族だのという身分がどうなろうと、夢が叶ったのであれば満足のはずだ。文句を言われる筋合いはない。彼の曾そう祖そ父ふがそうしたように、その頃ころにはもうたぶん、文句を言う口はどこにもなくなっているだろうから。

「うむ……ならば具体案を聞かせろ」

「では、これから策を説明します。大丈夫。繰くり返しますが、結果がどうなろうともあなたとご一族に害が及ぶことはまずありませんから」

　心中でそんなことを思いながら、昂こう揚ようと寂せき寞ばくを同時に感じながら。

　悳とく国こく王子暗殺計画の詳細を、ユヴィオールは話し始めた。
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　キアス＝メネレックの自室は屋や敷しきの二階にある。

　ユヴィオールと祖父のメネレック伯爵が今まさに別棟の離はなれで密会を行っていることを、彼は知らない。というよりも、ここ数日は部へ屋やに籠こもりきりのため、外部の状況がよくわかっていなかった。暗幕カーテンも閉めきってしまっており寝る時間すら不規則になっていて、侍女メイドの持ってくる三度の食事だけが時間を知る術すべとなっている。

　原因はひとつ。マーガレット王女のことだ。

　ふたりは幼い頃ころからの知り合いだった。初めて会ったのはキアスが八つ、マーガレットが四つの頃だったか。祖父に連れられて参じた王宮で、まだ舌足らずな王女にお目通りした。

　──お前は貴族であり、この姫ひめ君ぎみをお守りする役目を負っているのだぞ。

　祖父の言葉が今でも記き憶おくに残っている。

　父を早くに亡くしていたキアスにとって、祖父の言葉は絶対だった。母も「お祖父じい様さまのように立派な貴族になりなさい」といつも言う。メネレック家はつまるところ、自分と祖父を中心にした機き構こうである。現当主であるメネレック伯はく爵しやくが孫まごである自分を跡あと継つぎとして育て上げるため、屋や敷しきのすべては存在するのだ。少なくともキアスはそう認にん識しきしていた。

　だからその一いつ環かんとして、マーガレットを守れるような貴族になろうと思った。

　それが恋心に変わったのはいつからなのか、キアスは覚えていない。年ねん齢れいは四つも離はなれていて、しばらくの間キアスにとって彼女は「子供」だった。きゃらきゃらとよく笑い、王女という身分でありながら男の子のように走り回り、たまに城へ遊びに行くと自分の後をちょこちょこと付いてくる。最初は鬱うつ陶とうしくも思っていた気がする。

　けれどやがて、子供は少女になっていく。

　目鼻立ちはもともと王おう妃ひに似て柔和で愛らしく、年々美しさが加わってくる。亜あ麻ま色いろの髪は王族の証あかし、それだけで高貴な眩まぶしさと威い厳げんがある。ここ最近は胸も膨ふくらみかけていて、否応なしに女性を意識させる。夢の中で彼女を抱き締しめてしまうことも、今では珍しくない。

　だから祖父に言われたからではなく自分自身の意志で、お守りするのだと決めた。いずれは王属軍の騎き士しにと剣術を習い始めた。必死で修練し、今では同年代の貴族たちの中でも腕は飛び抜けている。王女の傍そばにいたい、その願ねがいが今のキアスを形作ったと言ってもいい。

　この国に並び立たないほどの騎士となり、また貴族としての教養と作法を立派に身に付ければ、いずれマーガレット王女の隣となりに座ることもできるかもしれない──そんな夢を見た。伯爵は爵位としてそれほど高い位置にないが、古来、例がなかった訳わけではない。現存する公爵家けの半分以上は、侯爵や伯爵の地位から王族との婚こん姻いんを経へて成り上がっているのだから。

　けれど、いつからだろう？　マーガレット王女の興きよう味みが幼おさな馴な染じみである自分ではなく、あの薄うす汚ぎたない王属煉れん術じゆつ師しに注がれ始めたのは。

　騎き士しといっても身分として与えられた称号であり、実際は親すらわからない馬の骨。貴族の血も引かず、下手へたをすれば灰はい色いろ街がい辺あたりで産み捨てられた子かもしれない。本来ならば王家の一いち瞥べつどころか、同じ空気を吸うことなど許されない身分ではないか。

　なのに、王女はあの男ばかりを見るようになり、自分を顧かえりみなくなった。

　わからない。彼女があいつに惹ひかれた理由も、キアスから興味を失ってしまった理由も。

　だからキアスにできるのは、あいつ──フォグを嫌うことだった。

　自分とそう変わらない年齢でありながら王属軍として活かつ躍やくしているらしいことも、その落ち着き払った物腰も、マーガレット王女に対してつれない態度を取ることさえも、何もかもに腹が立った。それが飽ほう和わしきってしまったのが三日前である。

　城の外がい苑えん。花畑を臨のぞむ小こ径みちで起きた、あのこと。

　キアスはフォグを嫌けん悪おでなく憎悪し、憎悪したその分だけ自みずからの無力感に沈んだ。

　マーガレットの涙を見てしまったからか、或いはその嗚お咽えつを止められなかったからか。以来、何もする気が起きず、こうして部へ屋やの中で茫ぼうとしている。

　いっそこのまま、呼吸をやめて闇やみに沈めたら──。

　そんなことを考えながらキアスは目を閉じる。一日の半分近くは眠って過ごしているはずなのに、意い識しきはすぐに微睡まどろみへと落ちていった。
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　数回扉を叩たたき名を呼んでみたが、返事は聞こえてこない。把とつ手てに手を掛けると鍵かぎはかかっていないようだった。故ゆえにユヴィオール＝カタシェレティスはまったく逡しゆん巡じゆんすることなく、まるでそこが自室であるかのように扉を開あけ、キアスの部へ屋やへと入っていった。

　灯あかりはなく、暗い。目を凝こらすと寝台ベツドの布ふ団とんが膨ふくらんでいる。静かな寝息が聞こえた。まだ午後十時を回ったばかりだというのに、随ずい分ぶんと早い就しゆう寝しんだ、と苦笑した。

　いや、今のキアスには昼も夜もないのだろう。

　もちろんユヴィオールは知っている──彼がここ二日ほど部屋から外へ出ようとしないことも、その原因も。まったく微笑ほほえましい。色恋に病んで寝込むなど、あの老人の血を引いているとはとても思えない可愛かわいらしさ、純粋さではないか。

　早世した伯はく爵しやくの息子むすこ、つまりキアスの父は、メネレック一族の伝統に違たがわない性格をしていたという。つまり、この少年だけが醜しゆう悪あくの性さがを受け継ついでいない。

　育った環かん境きようのせいか、それとも別の原因のせいか。

　もちろん貴族らしさ、鼻持ちならない矜きよう持じと居い丈たけ高だかな態度はきちんと備そなわっているのだが。ユヴィオール自身、彼から受けた皮肉や罵ば倒とうを数えるときりがない。

「……やれやれ」

　呟つぶやき、寝台ベツドにゆっくり腰掛ける。目を覚ます気配けはいはない。

　正直なところ、哀あわれに思う。キアスはまだ、愛いとしのマーガレット王女が政略結婚で婿むこを迎える予定になっていることを知らないのだ。

　この塞ふさぎ込み様ようからするに、どうやら彼は今のこの状態が底だと考えているのだろう。だが少年は遥はるかに幼稚で拙つたない。恋愛に対しても、現実に対しても。

　仮にただの色恋沙ざ汰ただと考えた場合、寝込むなど愚ぐ策さく中の愚策。むしろこれは好こう機きなのだ。恋に破れた少女ほど新しい恋を欲する者はなく、失恋による心の傷ほど付け込みやすい物はないのだから。それを理解せずに夢へ逃とう避ひするなどまったく笑ってしまいそうになる。

　とはいえ、彼に現実が見えていなかったのはそれ以前の問題だろう。

　瑩えい国こくがより発展していくためには、王女の結婚相手というのは然しかるべき時に然るべき場所で切らねばならない大事な札ふだだ。少し考えれば、他国の王族を婿むこに迎えるのは政略として当然である。それに気付かず、よもや王女が自由恋愛で伴はん侶りよを選えらべると思い込むとは。

　あまつさえ、どうしてただの伯はく爵しやく家け風ふ情ぜいが王女と結婚できるだなどと勘違いしたのか。これはキアス本人のみならず、メネレック伯爵も同様だ。

　普ふ段だんは下しも々じもの者に「身分をわきまえろ」だの「見み窄すぼらしく卑いやしい下郎が」だのと口にするくせに、自分も上の階級の者から見ればそう思われていることが想像すらできていない。大公爵や公爵からしたら、伯爵、子爵、男爵など庶民と何ら変わるところがなかろうに。

　そう──そうなのだ。

　最も高貴な者にとって、自分以外はすべて下なのだ。

　だからこそマーガレットはキアスとあのフォグをさして区別しない。身分とは無関係に、印象や感情だけを見てフォグに心を寄せる。この少年は理不尽に感じているかもしれないが、実際はまったくそうではない。むしろ身分の差が大きいからこそ燃もえ上がることもある。

「おいたわしいことですね、キアス様さま」

　枕まくらに埋められた顔を見下ろし、そっと頰ほおを撫なでた。反応はない。さぞ深い闇やみに落ちているのだろう。今の彼は夢すらも見えない無のただ中にあった。

　三日後、恐らくキアスは悳とく国こく王子歓迎の夜会に連れ出されることになる。傷心の中で、マーガレットの未来を悟ることができるだろうか。

　もちろんそれはマーガレット自身も同様だ。婚約が本人に聞かされるのはまだ少し先、夜会を経へて幾いくばくかの交流を重ねた後と聞いている──まあ、計画の進しん捗ちよく次第では、婚約どころか悳国との関係が暗転する可能性もあるのだが。

　つまりは王女の運命も、この少年の未来も、自分の掌てのひらの上ということだ。

「お休みください。ゆっくりとね」

　声をかけて頰から指先を離はなし、立ち上がる。

　悠ゆう々ゆうとした歩き方で、部へ屋やの扉へ向かい把とつ手てに手を掛け、

「……くく、く」

　ユヴィオールの小さな含み笑いは、扉の開閉が軋きしませるわずかな音に紛まぎれて消える。

　後に残った闇の中、キアス＝メネレックの寝息だけがそこに残った。
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　本来ならもう瞼まぶたが重くなって微睡まどろみに落ちてもいい時間なのに、どうにも目が冴さえてしまって眠れそうにない。いっそ灯あかりを点つけて本を読もうかとも思ったのだが、それも気分が乗らなかった。頭の中がこんがらがって、胸もどきどきする。

　何なのだろう、と、アルトは思った。

　彼女にとって自分の部へ屋や──つまり塔の地下にあるこの牢ろう獄ごくは、心の絶対的な防ぼう護ご壁へきであり結界だ。外でどんなにつらいことがあったとしてもここへ帰ってくれば忘れられるし、闇やみの中で布ふ団とんの中に潜もぐり込んで目を瞑つむることで気持ちを安らがせることもできる。

　キリエのことで落ち込んでいた時だって同じだった。だから、それに比べたらあんなこと、たいした出来事ではないはずなのに。

　マーガレットのことは、アルトも知っている。

　父親は同じでも母親の違う妹であるということも、この国の王女であるということも、マーガレット自身はアルトが姉であるとは知らないことも。

　ただそれは、あくまで知ち識しきとしてだった。

　姉妹という言葉は知っていても、その本当の意味はよくわかっていない。

　絵本に出てくる姉妹は仲が良かったり喧けん嘩かをしていたり助け合ったりいがみ合ったりと様さま々ざまだが、どれも自分とマーガレットには当てはまらない。アルトにとっては大多数の知らない人と同じ、つまり顔を見たり話したりするのが恐いというだけの人だ。

　そもそもが、王女、という概がい念ねんも今ひとつ理解できない。もちろん自分がそうであることは知っている。イオには姫ひめ様さま、と呼ばれているから正しいはずだ。でも、だったら同じ王女であるマーガレットはどうして塔の地下で暮らしていないのだろう？

　今までは特に気にならなかった。

　この世界にはマーガレットのこと以外にもわからないものがたくさんあって、いちいち考えていたらきりがない。それらと比べても、彼女の優ゆう先せん順位はまったく高くなかった。

　だったら、どうして今になって気になるのか。考えただけで──いや、頭の中を空からっぽにしても、いつの間にか考えてしまうのか。

　妹。

　自分と違う、けれど血を分けた存在。

　年下に見えた。後に生まれたから当然だ。そうでなければ彼女の方が姉と呼ばれるべきだ。

　絵本や小説の中に出てきた姉妹たちにもう一度思いを巡めぐらせる。が、それら登場人物たちの関係はアルトにとって複ふく雑ざつ多た岐きで、自分たちとはやっぱり違う気がした。

　たとえば『リンネとアンナ物語』だったら、姉のリンネは妹のアンナをいつも守ってあげていたが、逆に『カズム戦記』に出てきたゴード姉妹は、のろまな姉を妹がいじめていた。彼女たちの迎える結末も、ふたりで幸せになったり、片方が死んでしまったり、両方が不幸になったり──駄だ目めだ、やっぱり頭がこんがらがって、ざわざわと落ち着かない。

　頭から布団をかぶって身体からだを丸め、目をぎゅっと閉じる。

　その時だった。

　格こう子しの外から、石いし畳だたみを踏む靴の音が響ひびいてきた。

「……っ」

　身を強こわ張ばらせる。その必要などないにも拘かかわらず。

　足音は当然、上から。

　空洞になった塔の内部に反射して谺こだましながら、かつん、かつんとゆっくり大きくなってくる。すぐに誰だれかわかった。そもそもここへ降りてくる人はふたりしかいないし、アルトは両方の歩き方を完全に覚えてしまっている。

　フォグは階下まで降りてくると、格こう子しの前へ立った。

　布ふ団とんに潜もぐり込んでいたことを幸運だと思い、イオだったらよかったのにとも思った。どうしてなのかはわからない。ただ、心しん臓ぞうが跳はねた。呼吸が苦しくなった。

　昼間の記き憶おくが甦よみがえる。

　フォグとマーガレットのこと。

　ふたりが話をするのが、厭いやだと感じた。

　握った手に力を込めた。そっちへ行かないで、と。

　どうして？

　普ふ段だん仕事の時、フォグが誰とお話をしていようと──もちろん自分のことをほったらかしにされてると多少は腹が立つけれど、それでも──今日きようほど気になったことは、ない。

　アルトは布団の中で身じろぎせずに眠った振りをして、フォグもまた、何も喋しやべらない。ただ格子の前に立ったまま無言で、十か、十五をゆっくり数えるほどの時間が経たつ。

　長い、長い沈ちん黙もくの後。

　結局フォグはそのまま踵きびすを返すと、再び階段を上り始める。用事があったのかどうかもわからないまま、靴音の谺が長くなってようやく、アルトは息を吐はいた。

「……何よ」

　小さく、呟つぶやく。

　来たんだったら部へ屋やへ入ってきて、自分が眠るまで手でも握ってくれていればいいのに。そうすればこんなどきどきや得体えたいの知れない不安はすぐ消えてしまうのに。

「ばか。フォグの、ばか」

　それはもう、独ひとり言として闇やみに消える。彼の靴音はもはや反はん響きようを重ね過ぎて、ただのぼんやりとした虫の羽は音おとみたいになってしまっていたから。




　アルトは、自覚していなかった。

　マーガレットが気になる理由を姉妹関係にだけ求めても、答えなど得られないことを。

　フォグに手を握ってもらうと不安が消えるのはいつものことで、だからそのフォグに答えの欠片かけらが隠かくされているなど、想像だにできていない。

　実際のところ、彼が自分の傍そばにいて──マーガレットではなく自分の手を握ってくれているという事実は、彼女にまつわる悩みごとからアルトを解き放つ、鍵かぎなのだ。

　姉妹だからこそ。

　姉妹という関係があるからこそ、アルトは無む意い識しきのうちにマーガレットがフォグに寄せる思し慕ぼを察し、それに対して心を毛け羽ば立だたせたのだった。
















　船は、大陸と島にかかる御ミ為ナス海かい峡きようをまる一日かけて渡ってきた。

　通常の帆はん船せんなら往復五日の行程だったが、瑩えい国こくの所有する、煉れん術じゆつ機き関かんを搭とう載さいした高速船が送迎を申し出た。最新技術の粋すいを凝こらした一いつ隻せきは未いまだ量産の目め処どが立っていないものの外がい観かんも性能もこれまでのものとは一いつ線せんを画かくしている。もちろんこれを使用したのは示威とともに技術を誇示するためであり、大陸の旧教国はおしなべてこの行動に陰口を叩たたきつつも、内心は瑩国の軍事力に脅きよう威いを感じることとなった。

　船は数ある主おも立だった港を通り過ぎ、玲レイ无ム川がわを遡さかのぼった。

　跳はね上げられた匍都大橋ハイトブリツジ、その橋はし桁げたを横目に進み、やがて汚れた水が清くなり始め、貴族街がいの川沿いに設もうけられた小さな港へと接岸する。東側の海かい岸がん線せん沿いに立ち並ぶ無む機き質しつな工業地帯とはまるで趣おもむきを異にする雅みやびで近代的な街並みの中へ、船からひとりの少年が降り立つ。

　年ねん齢れいは十四、五ほどか。

　濃こい金髪に華きや奢しやな身体からだ付き。飾り気のない意い匠しようの胴衣ダブレツトに軽套サーコートをさっと羽は織おった出いで立たちは華か美びさより質実さを優ゆう先せんさせたもので、彼の国の美徳を思わせた。優やさしげな面おも立だちは少々頼りなくも映るが、見る者を安心させる雰囲気がある。

　国王と王弟自みずからが出迎えた彼の名は、ディード＝ハルン＝ツェルドリッヒ。東の大陸、中なか程ほどに位置する悳とく国こくの第二王子である。護ご衛えいの兵士五名とお付きの女官ふたり、それから同行の政治家が六人──国こく賓ひんとしては異例なほど少人数での来訪だった。
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　王城は厳げん戒かい態勢の緊きん張ちように包まれていた。

　悳国王子ディードの到着は午後四時過ぎが予定されていたが、出迎えに当たっては準備というものがある。詰めている衛えい兵へいたちはもちろん、宮廷勤づとめの料理人や楽団、挙あげ句は騎き士したちも歓迎式典のため、包丁を振るい楽器を磨みがき礼装を整ととのえと大おお騒さわぎ。侍女メイドたちは作業の合間に王子の容姿や性格について噂うわさし合い、給仕長にどやされながらも姦かしましい。一方で襲しゆう撃げき者しやの可能性を懸け念ねんする貴族や王属軍の面々は不必要に殺さつ気きだった面おも持もちで眉まゆをしかめそこかしこを闊かつ歩ぽしており、両者を見比べればお祭りなのか戦争なのかといった具合だった。

　フォグはといえば、そんな喧けん噪そうと関係ない場所で、落ち着かない気分のまま長椅子ソフアに腰掛けていた──王属軍の執しつ務む室しつである。

　王属軍に名を連ねていても、それは体面のみ。当然ながらこういう時には何もすることがない。昨晩になって「一応念のため」と頼まれてしまったので城へ来てみたのだが、やはり仕事を割り振られることもなく、ここへ待たい機きさせられたままだった。

　懐かい中ちゆう時計どけいを取り出してみると、午後四時四十分。

「……参ったな」

　小さくひとりごちた。

　リチャードは一時間半ほど前から王子を港へ出迎えに行っており留守るす。それもあって外部の様よう子すがわからない。廊下へ出たとしても、巡回の兵士にお前は誰だれだと問い詰められるのが目に見えていた。王宮を護まもる結界煉れん術じゆつは許可を得た者しか越えられないのだから中にいる時点で問題ないのだが、はいそうですかと見み逃のがしていては衛えい兵へいの職しよく務む怠たい慢まんである。見み咎とがめられた場合、身分を証明するものを何も持っていない。顔見知りの貴族がたまたま通りがからないと解放してもらえないだろう。つまり動きようがないのだ。

　楽隊の音楽でも聞こえれば式典が開催されたかどうかくらいはわかるのだが、ここは城の中央からやや離はなれた場所にあるため望みは薄うすい。試しに耳を澄すませてはみたものの、鼓膜へ届くのはしんという無音だけという有あり様さまだった。

　退屈というよりも居い心地ごこちの悪さが先立つ。執しつ務む室しつ自体はいつも来ているとはいえ、主はおらず手て持もち無ぶ沙さ汰たでいつまで待たされるかわからない状態ではたまらない。

　本でも持ってくればよかった。いっそ執務室の棚たなにある書物を適当に引き抜いて読んでみるか。いや、幾いくら何でも、王弟殿でん下かの個人的な蔵ぞう書しよに無断で触れるというのはさすがに度を超えているような気もする。重要な機き密みつ書類でも挟はさまっていたら大事だ。

　せめてじっとしているのをやめようか。そう思い、立ち上がって伸びをしたその時。

　執務室の扉が前触れもなく開く。

　背伸びで頭に血が行っていたせいで、外の音を聞き漏もらしていた。ついでに咄とつ嗟さのことだったから対応も遅れた。おまけに──実に運が悪いことに。

「こちらです、王子」

「ありがとうございます、殿下」

　帰ってきた王弟殿下がよりによって、客人をひとり連れてきたのだった。

「あ、」

　両手を組んで上に挙あげた姿勢で固まるフォグ。

「む……？」

　間抜けな格かつ好こうをしたフォグを認め、眉まゆをひそめるリチャード。

　その横できょとんとしているのは、十四、五歳ほどの少年。優やさしげで穏おだやかそうな面おも立だちは威い厳げんとほど遠かったが──気のせいでなければさっきリチャードは、王子、という単語を口にしたはずで、だからフォグは即座に手を下げて直立し、

「お帰りなさいませ、殿下！」

　と、冷や汗が吹ふき出る額ひたいを床ゆかへ向ける。

「……あ、ああ」

　リチャードも珍しく口ごもり、更さらには咳せき払ばらいをする。

「フォグ。急ですまないが、客人をお連れした。その……」

「初めまして」

　わずかに頭を上げると、少年はくすりとし、涼やかに名乗った。

「ディードといいます。どうかお気を楽にしてください、フォグさん」

「あ……はい」

　背伸びをしながら二国の王族を出迎えるというとんでもない不敬は笑って見み逃のがしてくれたようだ。リチャードも黙もく認にんすることにしたらしい。大事な国こく賓ひんに対して自分の部下が働いた無礼ではあるが、その当人に気を遣つかわれては大っぴらに責める訳わけにもいかない。「どうしてお前はいつもそうなんだ」と非ひ難なんがましい視し線せんをこっちへ送りつつ、さっきまでフォグの座っていた来客用の長椅子ソフアに、ディードと卓テーブルを挟はさみ向かい合って腰掛ける。

　フォグはリチャードの斜め後ろに直立して控えた。幸いなことにリチャードには睨にらまれずに済む位置である。そうこうしているうちに侍女メイドが紅こう茶ちやを運んできて、王弟は異国の若き王子にそれを勧める。緊きん張ちようせずとも大丈夫です、と微笑ほほえみながら。

「粗末な部へ屋やですみませんが、ここならばお茶も味わえましょう」

「とんでもない。助かります」

　リチャードの言葉に、ディード王子は苦笑混じりの溜ため息いきを吐ついた。

「政治の話はどうにも苦にが手てでして」

　察するに、歓迎式典が終わった後のお茶会などが面めん倒どうくさい政治談だん義ぎの場となったようだ。それで困こん惑わくしていた王子を見かねたリチャードが気を利きかせたという訳か。

「お恥はずかしい話ですが、僕はあまり政まつりごとに参加していないのです。……もっとも、我わが国の王族は殆ほとんどがそうなのですが。父である陛下も執しつ務むは議ぎ員いんに任せきりで」

　悳とく国こくの政治体制は瑩えい国こくとほぼ同じはずだが、どうやら王家の扱いは瑩国よりも軽いようだ。というより、王自体に権力と関かかわろうという気が薄うすいのかもしれない。

「我が瑩国も似たようなものですよ。私も、たまたま議員に立候補したからこうしていますが、そうでなければ今いま頃ごろは何をして暮らしていることやら」

「僕は好きな学問ばかりやっておりますが……特技といえば外国語くらいのものですよ」

「いや、お見事な発音でいらっしゃいます」

　今いま更さらながらに気付くが、綺き麗れいな瑩国語だった。王族であれば複ふく数すうの言語を扱えるのは当たり前であるのだが、流りゆう暢ちようすぎてこれが彼の母国語かと勘違いしそうになる。ひょっとしたら、せめて外交の役に立とうと努力してきたのかもしれない。

　だがそれはつまり、自みずからの運命をこの年ねん齢れいで悟っているということでもある。

　たぶん、マーガレットとのことも既すでに聞いているのだろう。もし婚こん姻いんが決まれば生まれ育った国を出、見知った者のいないこの城で王子として暮らすことになる。もちろん、今後の外交によっては婚約話自体が白紙に戻る可能性もあり、そうなった場合はまた別の国、別の王家を婿むこ入いり先として──考えただけで途と方ほうもない話だ。

　そこに漂う個人の意志はまるで塵じん芥かいのようで、無む惨ざんという他ほかない。

　彼の流りゆう暢ちような瑩えい国こく語ごも、穏おん和わで優やさしげな表情も、王族の運命という濁だく流りゆうに溺おぼれてしまわないための精一杯の処世術なのだろうか。邪気の一切感じられない笑顔えがおは、自分の人生がただ道具として使われることを覚悟し、受け入れた者だけが持ち得るものなのかもしれない。

　フォグは目の前で談だん笑しようするこの少年に対して、どこか粛しゆく然ぜんとしたものを覚えるのだった。
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　三十分ほどの間ふたりの王族が交かわす他愛ない会話に付き合っていたのだが、そのうち王子が執しつ務む室しつにいることを聞きつけた貴族連中がこぞって挨あい拶さつに訪れるようになった。

　さすがにこうなるとリチャードとディードは社交界の顔を見せねばならず、一方でフォグのような存在は邪じや魔まになる。自分としても黙だまって突っ立っておくのは疲れ始めていたところに代わりの近衛このえ兵へい──フォグと違い貴族出身の、場に相応ふさわしい護ご衛えい──が来てくれたので、これ幸いとばかりにお役ご免を賜たまわり、執務室を後にした。

　式典が無事に終わったお陰で、城の中にあった緊きん張ちようもかなり弱まっている。堂々と歩いてさえいれば見み咎とがめられることもないだろう。

　とはいえ長居するつもりはない。マーガレットやキアスに出くわしても気まずいだけだし、さっさと城を出て塔に行こうと思う。フォグが気を引き締しめてかからなければならないのはむしろこれから。明日あしたの夜に開催される舞ぶ踏とう会かいにおいてだ。

　中庭を避けて回廊をぐるりと周る。式典後ということもありさすがにすれ違う人が多い。侍女メイドから衛兵から騎き士しから貴族から。

　その中のひとりに見知った顔がいた。

「やあ」

　目が合うと、向こうから声をかけてくる。

「どうも、こんにちは」

　フォグは足を止め、ユヴィオール＝カタシェレティスに頭を下げた。

「きみも王宮詰めかい？　大変だね」

　返ってくるのはにこやかな笑えみ。

「あ、いえ。もう帰るところですよ。それで……あの、そちらは？」

　だがフォグは彼よりもその隣となり──一いつ緒しよに歩いてきた連れの人物に目を奪うばわれてしまう。

　全身をすっぽりと覆おおう黒衣に、それと同色の先端が尖とがったつば広ひろ帽ぼう子し。まるでお伽とぎ話ばなしに出てくる魔女のような外見をした少女である。低い背とつぶらな瞳ひとみのせいで幼く見えるが、顔立ちから察するに恐らく年ねん齢れいは十七、八ほど。

　──同どう僚りようだろうか。

　煉れん術じゆつ師しには元々、奇き矯きような格かつ好こうをした輩やからが多い。さすがにここまでの中世趣しゆ味みは珍しいが、それにしても城の中でこんな服装、ただでさえ国こく賓ひんが来ている最中であるのに。

「ああ、紹介するよ」

　ユヴィオールは隣となりに視し線せんを遣やった。

「ティ・キ＝ライム。私の友人だよ」

「ども。よろしく」

　少女は頭をひょこりと下げる。
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「こちらこそ。フォグと申します」

　挨あい拶さつを交かわしたはいいが、ティ・キはそれ以上何も喋しやべろうとしなかった。無口な人なのだろうか。……まあ、無理に初対面の人間と世間話をすることもないだろう。

「ユヴィオールさんたちは式典の警けい備びで？」

「そんなところさ。もっとも私たち煉術師に大っぴらな仕事はない訳わけだけどね」

　王宮の中で煉術の使用は基本的に禁じられている。許されるのは公こう爵しやく以上の地位にある人物に生命の危き機きが生じたと判断される時のみだった。もちろん今は厳げん戒かい態勢、その非常事態に備そなえられているのも事実だが、だからといって起きる可能性は低い。

「退屈な見回りさ。慰なぐさみに城の侍女メイドたちに声をかけてもよかったかもしれないけど」

　彼の冗じよう談だんに苦笑した。容よう貌ぼうの整ととのっているユヴィオールだが、日が悪いだろう。国こく賓ひんの少年に騒さわいで浮かれている侍女メイドたちが果たして乗ってきてくれるかどうか。

「そちらはまだ仕事中なんですか？」

「ああ。もう少しで交代なんだが……ところできみ、王子は見たかい？」

　そんなことを尋きいてくる辺あたり、意外と噂うわさ好ずきなのか。侍女メイドと話は合うかもしれない。

「いえ、僕は外でしたから」

　とはいえさすがに、会って話をした、とは言えない。

「ユヴィオールさんは？」

「いや。煉れん術じゆつ師しは式典に入れてもらえなかったよ、残念ながらね。でも明日あしたの夜会では機き会かいがあるかもしれないな。きみも駆かり出されるんだろ？」

「え、その」

　問いかけに、少し困こん惑わくした。

　王属軍の煉術師たちには、互いの仕事内容を詮せん索さくしないという不ふ文ぶん律りつがある。

　密命しか受けないフォグとアルトほどではないにせよ、彼らが命じられるのは基本的に個人もしくは少数での行動を前提とした特殊任務が多く、その場合は仕事内容を口外できないからだ。もちろん日常業務としては今回のように他愛ない見回りや警察軍ヤードなどと協力しての作戦行動もあるが──明日の夜会に関する警けい備びに関しては間違いなく特殊任務であり、誰だれがどこを担当するのかといった情報の共有は禁止されているはずだ。

　細かいことを気にしない人なのだろうか。見かけによらず大おお雑ざつ把ぱなのかもしれない。もちろん、フォグがそれに合わせる訳わけにはいかないが。

「機密ですよ、そういったことは」

　苦笑しつつやんわりと指摘すると、

「ああ、忘れていた。すまない、私はどうも軽けい薄はくな節ふしがあってね……お陰であまり大事な任務に就つかせてもらえないんだ。出世は諦あきらめてるよ」

「いや……まあ、王属煉術師に序列がある訳でもないですし」

　仕事の重要度や危険度によって手当の差はあるが、それだけだ。

「ユヴィオールさんには煉術学の専門知ち識しきがあると聞いてますよ。むしろそっちの方が役に立つんじゃないですか？」

「いやいや、あんなもの趣しゆ味み程度さ」

　謙けん遜そんだろう。トリエラは部下に欲しい、と洩もらしていた。彼女がそう言うのであれば、少なくとも研究者としてやっていけるだけの頭脳を持っているはずだ。

　ただ、口に出すのは憚はばかられた。行方ゆくえ不明である彼女の話をするのは、まだつらい。

「まあお互い、死なないよう気を付けて頑がん張ばりましょう」

　そんな科白せりふでお茶ちやを濁にごすと、頭を下げた。

「僕はこれで。そろそろ家に帰らなきゃいけない時間なんです」

「ああ、引き留とめて悪かったね。じゃあ、また」

「ええ。ライムさんも、機き会かいがあればまた」

　ユヴィオールとティ・キ、ふたりに挨あい拶さつを告つげ、フォグはその場を立ち去った。
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　廊下の向こうへと消えていった少年の背中を見送った後、ユヴィオール＝カタシェレティスは嘆息とともに微笑すると、肩を竦すくめる。

「さすがに口は軽くない。喋しやべってはくれないね」

「あなたが軽すぎるんだよ、ユヴィ」

　ティ・キ＝ライムも唇を歪ゆがませた。

　さっきまで無言でいたのが噓うそのように、くつくつと嗤わらう。

「まあでも、私を怪あやしまなかったのは間抜けとしか言い様ようがないなー」

「それはさすがに彼を擁よう護ごせざるを得ないね」

　ティ・キの言葉に首を振るユヴィオール。

「まさか結界煉術を通り抜けて無断侵入した煉術師がいるなんて、想像の埒らち外がいさ」

　──そうなのだ。

　フォグは夢にも思わなかっただろう。このティ・キが、王属軍に所属してもいなければこの場に招かれてもいない者であるということを。

「きゃはっ！　人聞きの悪いこと言わないでおくれよ。私はちゃんと正門から堂々と入ったよ……あなたの服筒ズボンの小物入れポケツトに入ってね」

「きみこそ、恐いことをさらりと言わないでくれよ。そんな芸当ができる人間が、瑩えい国こくと大陸を含めて何人いると思ってるんだ？」

「あなたも頑がん張ばればできるようになるよ、たぶん」

「これだから才能のある奴やつは苛いら立だたしいね」

　頑張る？　どれだけ努力すればいいのやら。十年か、それとも百年か。

　それにしても──彼女の実力を見るためここへの侵入を提案したのだが、想像していた以上に素す晴ばらしい。まさかここまで見事に成功するとは思わなかった。

　彼女が使った煉れん術じゆつの名は『小さなお人形ライム１』という。ただし、辺獄院リンボが認めた正式なものではない。高度過ぎて申しん請せいしても登とう録ろくされないだろうからしていないのだ。

　任意の物質の内側に人ひとりが収まる程度の異空間を創造し、そこへ入り込む──言葉にしてみても、現実味がなさすぎて思わず笑ってしまいそうになる。

　任意の物質はなんでもいい。紙切れ、小銭コイン、果ては武器など。そこに『扉』を創成し、出入り口と成なすのだ。傍はた目めには、紙切れや小銭コインに使用者が吸い込まれて消えたように見える。

　ティ・キが言うには、その異空間とは煉れん獄ごくを模して造った、言わば『仮想煉獄』であるらしい。仮想であるから毒気の代わりに空気が満ちており、ただし広さは人ひとり分ほどが限界。適当な対象にその仮想煉獄の扉を貼はり付かせている、という訳わけだ。

　冠かん位いとしては第だい二に冠かん──戦術兵器規模に相当するだろう。並の煉れん術じゆつ師しが十数人集まって陣を敷しき、長い時間の儀ぎ式しきを行ってようやく発動が可能になるほどの煉術。この冠位を単独運用できるとなれば、それだけで煉術師の歴史に名を残すことが可能だ。

　もっとも、そうした輩やからは得てして表おもて舞ぶ台たいに姿を現さない。煉獄姫ひめたるアルテミシア妃ひ殿でん下かしかり、このティ・キしかり。彼女を探し出すのにユヴィオールはどれだけ苦労したか。

「ところでさ、ユヴィ。さっきの子が、例のあれなんでしょ？」

　魔ま女じよ姿すがたの少女はフォグの去っていった廊下の先に視し線せんを遣やりながら、眼を輝かがやかせた。

「人造人間ホムンクルス……素敵すてきな響ひびきだねー。私たちとどう違ってるんだろう？　捕まえたら是ぜ非ひとも頭をかち割って脳のう髄ずいを啜すすりたいな。きっと檸檬レモンの匂においと羊よう皮ひ紙しの味がするよ」

　理解できないことを呟つぶやきながら嬉うれしそうにする。

　ティ・キ＝ライムは、紛まぎれもなく天才だ。だがそれは、たとえばニーナ＝レナ＝スレイジやトリエラ＝メーヴなどとは方向性を異にする才能だろう。

　ニーナのように、さしたる修練を重ねることなくあっさりと熟じゆく練れんの域に達することのできるような技術力を持っている訳ではない。トリエラのように、倫理を犠ぎ牲せいにして智恵と知ち識しきの粋に到達できた訳でもない。ティ・キの持つ才はただひとつ、狂気的な思考の閃きである。

　彼女は世界を異常で以もつて認識している。五感で捉とらえたあらゆるものすべてを取っかかりに、普通の人間ではまったく及びのつかない境地を得る。『小さなお人形ライム１』も、潰つぶれた蜘蛛くもの死し骸がいを毎日毎日観かん察さつしていたら思い付いた、という。理屈も理り論ろんもあったものではない。

　恐らく今の科白せりふも冗じよう談だんではない。フォグを殺害せしめた暁あかつきには、本当に今言った通りのことをするのだろう。頭を割って中の脳髄を実際に啜り、味を確たしかめて──咀そ嚼しやくし吞のみ込むかその場で吐はき出すか、或いはもっと頓狂なことをしでかすか。ティ・キはその行為によって間違いなく何かを閃ひらめく。画期的な煉れん術じゆつのひとつでも思い付くかもしれない。

　──とはいえ、狂気故ゆえに御ぎよしにくいのも確たしかだ。

「頼むから、城の中で妙なことをしないでくれよ。ただでさえきみの格かつ好こうは目立ってるんだ。衛えい兵へいにでも咎とがめられたらひと騒そう動どうだ」

「私、飽あきたなー。このお城、面おも白しろそうなものが何もないんだもん」

　まったく話を聞いていない。

「やっぱりさっきのあの子、追いかけていって殺しちゃおうか。どう思う？」

「それはやめてくれると助かるな」

「うーん、だったら諦あきらめる。ところで人造人間ホムンクルスって血も赤いの？」

「……諦めていないじゃないか、全然」

「え？　何言ってるの、諦あきらめたよ。だから人造人間ホムンクルスの身体からだの中について空想してるんじゃないか。心しん臓ぞうの代わりに蝦が蟇まが詰まっていたら面おも白しろいよね」

「ああ、……まあ、そうかもしれないね」

「脾ひ臓ぞうと胆たん囊のうはどうだろう？　どんなふうに蠢うごめいてるのかな？　……おっと、味と色を想像しちゃいけないわ。実際に見たくなっちゃうから」

「……私には基準がわからないけど、自制してくれてるのは伝わったよ」

　ここまで会話が通じないと、果たして自分の仲間になってくれているのかが不安である。が、彼女は確たしかに言った。「あなたを手伝てつだうといろいろ面白そうだ」と。それを信用するしかない。実際、明日あしたには彼女にも仕事を任せなければならないのだから。

「じゃあ、そろそろ城を出ようか。今夜は前夜祭をしなければいけないからね」

「私は面めん倒どうくさいから行かないけど、いい？」

「できれば招待に応じて欲しかったけどね……まあ、構わないよ」

　言って、ユヴィオールは服筒ズボンに仕し舞まってあった紙片を取り出す。

　都つ合ごうのいいことに、前を見ても後ろを向いても回廊を往ゆく者は自分たち以外にない。

「さ、ティ・キ」

　声をかけた瞬しゆん間かん、

「……うん。『起きろレエゼ』」

　腕に嵌はめていた『グラフの数珠じゆず』で扉を開くティ・キ。

　煉れん獄ごくの香かおりが周囲に広がるよりも前に煉れん術じゆつが発動し、その身体はまるで排水溝へ流れていく水のように、小さな紙片へと吸い込まれた。

　あとに残るのは、ユヴィオールひとり。

　だからその紙片を再び小物入れポケツトへ押し込み、そ知らぬ顔で歩みを再開する。前から現れた同どう僚りように片手などを挙あげながら、まるで最初からひとりであったかのように。
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　やがて日は暮れ、匍都ハイトの街に夜の帳とばりが降りる。

　王宮では王族とごく一部の貴族だけを集めた小さな、しかし豪ごう華かな晩ばん餐さんが開かれているだろう。マーガレット王女とディード王子も親しん睦ぼくを深めているに違いない。明日に予定されている舞ぶ踏とう会かいの、言わば前夜祭という訳わけだ。

　それと比べるべくもないが──こちらの晩餐もまた、前夜祭であることに変わりはない。

　匍都ハイトの外れに、小さな屋や敷しきがある。かつて没落した男だん爵しやく家けが売りに出したもので、メネレック伯爵の資金を使いユヴィオール個人が買い上げた。小さいといっても迎げい賓ひんには充分で、晩餐室には最大で三十名ほどが座れる卓テーブルも備そなえ付けられている。

　そこに、十五名近くの煉れん術じゆつ師したちが集まっていた。

　煉術師の世界に明るい者が見ればそうそうたる顔ぶれに心が躍おどるだろう。

『こそ泥』の異名とは裏腹に驚きよう愕がくすべき短剣術の遣つかい手、コルセイ＝マス。氷結系煉術ならば右に出る者はいないとされる『雪原の狼おおかみ』ジャック＝サークリフ。若くして天才との噂うわさ高い女狙そ撃げき手しゆ、ニーナ＝レナ＝スレイジ。遥はるか東から流れてきた異国の剣士、ハシィ＝ギーツラーナ。ヘリックス主義に染そまり、お抱えの貴族を殺して現在逃亡中の『風使い』ソーヤ＝グラウス。他ほかにも匍都ハイトで名を馳はせた煉術師や天てん堂どう騎き士したちがずらりと並んでいる。

　一方で、ある程度以上の実力を持った者が見れば、戦せん慄りつに心が震ふるえるだろう。

　コルセイ＝マスたちとは逆に、業界でも名は知られていない者どもである。完全に無名だ。しかし素人しろうととは明らかに違う。異様さと得体えたいの知れなさを纏まとい、圧倒的な存在感を放っていた。数はほんの四、五名ほどだが、彼ら彼女らをまともに見ようとする者は誰だれもいない。

　ぽつぽつと発生する会話よりも肉叉フオークが食器を叩たたく音の方が耳に残る晩ばん餐さんの中、最初に口を開いたのは後者──無名ながら威圧感を持つ者たちのひとりだった。

「しかしまあ、葬そう式しきみてえだな、おい」

　粗野な男である。

　年ねん齢れいは四十がらみか。瘦やせた筋肉質の頰ほおには獣けものに引っかかれたような傷が三本ほど走り、威圧感に華はなを添そえている。長く伸ばした髪を後ろでひとつに括くくった様さまは浮浪者のようであるが、身なりだけは貴族風ふう。餓が狼ろうのような両目をぎらつかせながら卓テーブルを見渡す。

「誰だれか何か芸でもやれや。そこの異人、お前どうだ？」

　視し線せんを向けられたハシィ＝ギーツラーナは、浅黒い肌の頰ほおをわずかに引ひき攣つらせた。

「無礼を言う前に、まず名乗れ」

　静かな怒りの込められた声に、男がこともなげに応こたえる。

「レイド＝オータム」

「……、何だと!?」

　その名に──空気がざわりとしたものへ変へん貌ぼうした。

　瑩えい国こくの煉術師であれば、レイド＝オータムを知らぬ者はいない。十年ほど前、新術の実じつ験けんと称して無差別殺人を繰くり返し匍都ハイトを恐怖のどん底に叩たたき落とした重罪人だ。罪に比して功こうも多く、『断裂鋼オータム11』をはじめとして、彼が名付け親となった煉術は実に十五を越える。

「こいつが？　まさか……」

「噓うそだろう」

「死んだはずでは。確たしか、極刑に……」

　口々に言い合う輩やからを一いち瞥べつし、レイドは野や獣じゆうのような牙きばを剝むいて嗤わらった。

「あ？　俺おれが死ぬかよ。実はな、警察軍ヤードに金を摑つかまされてしばらく国外へ旅行と洒落しやれ込こんでたんだ。あいつらの面めん目ぼくを俺が立ててやったってことさ」

「事実ですよ、彼の言っていることは」

　騒そう然ぜんとする場を鎮しずめるため、ユヴィオールは立ち上がった。

「十年前、警察軍ヤードはレイド＝オータムを捕ほ縛ばくすることができず、取引を持ちかけた。彼は条件を飲み、国外へ出た。つまり、極刑になどなってはいないのです。しかし先月……私の招きに応じて、匍都ハイトへと帰き還かんしてくれた訳わけですよ」

「貴き様さまが賭かけに勝ったからな、仕方ねえ」

「賭け……？　何だ、それは」

　問うてきたのはジャック＝サークリフ。

「単純なものですよ」

　レイドを見み遣やった後、ジャックに答える。

「十年前に彼の起こした連続殺人を超える事件を私が起こせるかどうか。評判で上回ることはできませんでしたが、犠ぎ牲せい者しやの数でどうにかね」

　つまりそれは、かの『引き裂き魔ま』事件。

「な……っ」

　場の空気が再び緊きん張ちようした。

　ユヴィオールが黒幕であることは、この場にいる全員が既すでに知っている。だがそんな賭けが影かげで行われていたとは、さすがに誰だれも勘付いてはいなかったらしい。

　キリエに感かん謝しやする。レイドと接触を持てたのも、彼女と法王庁の調ちよう査さあってのことだ。

　啞あ然ぜんとする一同を見渡しながら、ユヴィオールはそれぞれと視し線せんを交かわし合った。

　ひとりひとりに語りかけるように、説く。

「でも、レイドさんだけではないのですよ。私はあなた方の協力を得るため、ひとりひとりに対して身を粉こにしました」

　それは事実だ。

　コルセイ＝マスやジャック＝サークリフのように名を馳はせた者たちにも、レイド＝オータムやティ・キ＝ライムのように闇やみの奥に紛まぎれた輩やからにも、ユヴィオールは平等に腐心した。

「私を信頼してくれた方もいます。契約の元で働いてくれる方もいます。私を気に入ってくれた方もいれば、純粋に自みずからの欲望を叶かなえるために動いた方もおり、私のことを毛嫌いしつつも自らの正義に基づいて決断した方もいるでしょう。あなた方の持つ一切の事情を私は問いません。ただ私は、私の策に乗ってくれるかどうかという条件で優すぐれた人材を捜さがし、あなた方が集まってくれた。その事実があるだけです」

　秘密が多少漏もれようとも構わないと思った。

　いや、構わないどころか、恐らく明日あした以降、自分は王属軍にいられなくなるだろう。王家に忠誠を誓う身から一転、国家叛はん逆ぎやくの大罪人として追われる身になる。

　ただ逆に言えばそれは、ユヴィオール＝カタシェレティスという名が歴史の表おもて舞ぶ台たいに登場するということでもある。罵ば倒とうも恐怖も憎ぞう悪おも、人の心を動かすことには変わらない。

　いずれそれらすべての評価は裏返り逆転すると、確かく信しんしてのことでもある。

「明日あしたは、ずっとずっと私が待ち望んでいた日です。あなた方が待ち望んでいた日でもあります。契約を履り行こうして報ほう酬しゆうを得るために、暴ぼう力りよくを実行して快感を得るために、正義を遂すい行こうして名誉を得るために。動どう機きは問いません。ただ結果があればいい」

　演説に聴きき入っている者がいる。楽しそうに嗤わらっている者もいる。顔をしかめている者もいる。無視して食事を進める者もいる。祈るように目を閉じている者もいる。

　全員が愛いとおしい。何故なぜなら彼ら彼女らはすべて、駒こまであるのだから。

「明日の作戦で果たして何人が生き残るのか、何人が命を落とすのか。私にはわからない。保証のあるような楽なものではない。けれどあなた方であれば、必ず成功できると信じている」

「班はん分わけはどうするんだ？　そろそろ決めようぜ、大将」

　レイド＝オータムがいかにも楽しげに声をあげた。

「高貴な血を黄金に吸わせたい者たちと、高こう慢まんな血で大地を贖あがないたい者たちがいる」

　いかにもヘリックス主義者らしい比ひ喩ゆを口にするのは『風使い』ソーヤ＝グラウス。

「どちらにしても報酬は変わらん。だったら好きな方に行けばよかろうて」

　矍かく鑠しやくと嗤わらう老ろう爺やは、長きにわたって闇やみに紛れてきた無名の煉れん術じゆつ師し、シュナ＝ウィエナ。

「私は前者に行かせてもらいたい。私の思想と正義と復ふく讐しゆうに則のつとって」

　ニーナ＝レナ＝スレイジが熱ねつっぽく立ち上がった。

「人数は随意に。戦力も同様です」

　故ゆえにユヴィオールは衆しゆう人じん環かん視しの中で両手を広げる。

　強つわ者ものどもの視し線せんは、各おの々おのの思おも惑わくを孕はらんで各々の色に満ちていた。

　駒こまとはこうでなくてはならない。

　ひとつひとつ働きが違う。時としてこちらの意志を越えて予期しない動きもする。盤ばん上じように並んだそれらを完かん璧ぺきに制御し、結果を計算し、望んだ結果へと導みちびくのが自分の仕事だ。たとえ負けても構わない。生き残った駒はより強くなり、次の遊技ゲームに活いかせるのだから。

「さあ、では……班分けをしましょうか」

　ユヴィオールは嬉うれしかった。

　これほどまでの昂こう揚ようは久しぶりだった。

　そう。自分はようやく、浮上するのだ──遂ついに、竟ついに、終ついに。
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　城では王子と王女を交えた晩ばん餐さん会かいが行われている頃ころだった。

　マーガレットは婚約の話を既すでに聞いているのだろうか。ディード王子は事情をすべて知った上で、せめて未来の花嫁を理解し安らがせようと優やさしい微笑ほほえみを向けるかもしれない。もしかしたらふたりの間にはかりそめの幸せが発生する可能性だってある。条件は簡かん単たんだ。ただマーガレットがディードに好意を抱きさえすればいいのだから。

　もしそうなったとしたら、自分は何を思いどう感じるのかを想像する。

　人じん為い的てきな彼女の幸福を祝うのか、或いは呪のろうのか。他人の手で仕組まれた幸せなど所しよ詮せんは悲ひ劇げきなのではないか。もし悲劇だとしたら、その幸福は、アルトの体質と運命──偶然によって与えられた理不尽な不幸と、果たしてどちらが残酷なのだろう。

　答えの出ない疑問を頭に抱えながら、フォグは地下の牢ろう獄ごくで本の頁ページをめくっていた。

　当然ながら内容はまったく頭に入らない。気晴らしにでもなるかと揺ゆり椅い子すを前後に軋きしませてはみても、頭にかかった靄もやは濃こくなるばかりだった。

　寝台ベツドの上ではアルトが絵本を広げている。

　もうそろそろ寝る時間だった。明日あしたの夕方からは大事な任務が待っているし、今夜はゆっくりと休養してもらわなければならない。

　正直なところ、何らかの勢力による襲しゆう撃げきは必ずあるとフォグは睨にらんでいた。

　国外のものか、国内のものか、或いは両方か。それはわからないにせよ、せっかくの好こう機きを黙だまって見過ごすはずがない。ここで悳とく国こく王子ひとりを暗殺するだけで、瑩えい国こくの外交関係に致命的な亀き裂れつを入れることができるのだ。簡かん単たんで効率的な一手、誰だれだって打とうとする。

　ただその襲撃はフォグたちにとって、別の意味を持つ。つまりマーガレットが危険に晒さらされるということであり、そのマーガレットをアルトが守らねばならないということだ。

「……アルト」

　思わず、名を呼んだ。

　彼女は本から顔を上げてこっちを見る。

　どうしたの？　という無言の問いに、しかし言葉が続かなかった。

「いえ……その」

　妹を守るという行為を、アルトがどう思っているのか。

　そもそも妹という概がい念ねんを理解しているのか。

　地下に閉じ込められている自分と政略結婚の道具にされている妹、両者を比べた時、果たして何を思うのか。或いは、何も思わないのか。

　それらの疑問を問いかける言葉を、フォグは持ち得なかった。どう尋きけばいいのかわからない。どう尋けばアルトを傷付けずに済むのかが、わからなかった。

「すみません。何でもありません」

　結局そんなふうに誤ご魔ま化かして、視し線せんを逸そらす。アルトも怪け訝げんな顔をしていたが、すぐに諦あきらめたようにして再び絵本へと没頭し始める。

　だからフォグは小さく溜ため息いきを吐つき、思い悩むのをやめた。

　──今は仕方ない、か。

　どのみち、避けられないのだ。

　今回だけではなく、任務を続けていれば同じことはまた起きる。マーガレットは王女であり、この先成長するに従って王家の重要人物となっていくのだから当然だ。いずれはアルトが何者であるのかも知らされ、将来はマーガレット自みずからがアルトを使し役えきするようになるかもしれない。少なくとも、今後十年を待たずに彼女が女王に即位する可能性は高かった。

　その時は必ず来る。

　だったら今はもう、いっそ待ち構えていればいいではないか。

　アルトはどこかでマーガレットとの折り合いをつけなければならないし、自分の境遇について正しく知らなければならなくなる。その時に果たしてどういう選せん択たくをするのかはわからないが、もしも彼女が揺ゆらいだり迷ったりするのなら、支えてやるのはフォグの役目。

　その事実は決して揺るがない。つまり自分は、毅き然ぜんとしていなければならない。

　揺らぐまでもなく、迷うまでもなく、フォグはアルトの従者なのだから。

　マーガレットが誰だれと結婚しようとも女王になろうとも、結局のところフォグには関係なかった。フォグという存在はアルトの隣となりにいるべきだし、アルトの隣以外に居場所などない。

　本の頁ページをめくる音がする。

　絵が面おも白しろかったのか物語が楽しかったのか、アルトがくすりと笑えんだ。

　フォグは静かに目を閉じて、言う。

「それを読み終わったら寝ましょうか？」

　アルトは答える──珍しく素直すなおに。

「ええ、わかったわ」

　だから頼まれなくても今夜は、彼女が眠るまで手を握っていようと思うのだった。
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　かくして、夜は明あけ、陽ひは昇り、再び傾き、沈む。

　時間は誰だれに対しても平等に過ぎ去るものらしい。王族であっても、貴族であっても、陰いん謀ぼうを画策する者であっても、果ては人造人間ホムンクルスであっても。

　会場となった屋や敷しきに、着飾った者が集まり始めた。高価な布地に絹きぬ糸いとで装飾した夜会服イブニングドレス、色とりどりの宝石をあしらった指輪リングや首飾りネツクレス。纏まとったものにかかった費用がそのまま身分の高さであると言わんばかりの貴族たちは、談だん笑しようしながらも優ゆう雅がに佇たたずんでいる。

　その合間を縫ぬって忙せわしなく歩き回るのは給仕ウエイター連中だ。男も女も質素な服装で、豪ごう勢せいな料理を飾り付け高価な硝子杯グラスを運ぶ。しかし貴族どもは彼ら彼女らを人間として扱わない。用事のある時にだけ呼びつけ、用事が終われば見向きもしなくなってしまう。

　壁かべ際ぎわには、剣を携えた護ご衛えいの騎き士したちが等間隔に直立している。もちろん物々しくなるのを避けるために鎧よろいの類たぐいは纏まとっておらず、夜会に見合った軽装だった。いずれも王属軍に所属する、将来有望な貴族の若者たちである。

　部へ屋やの隅には楽団が待たい機きしていた。舞踏曲タンゴ、円舞曲ワルツ、夜想曲セレナーデ、あらゆる要望に応こたえるためにあらゆる楽器が用意され、奏者たちも技術と感性の飛び抜けた一流どころ。指揮者とともに出番が与えられれば、繊せん細さいかつ大胆な指先と音おん響きようで夜の宴うたげを彩いろどるだろう。




　待ち望む者。働く者。守る者。待機する者。

　つまりは高貴なる者たちと、彼らを喜ばせるためだけに用意されたすべてのものが華はな々ばなしさをひとつと合わせ──その夜会は、幕を開あけようとしていた。
















　オービット公こう爵しやくの屋や敷しきは貴族街がいの南端、城からほど近い場所に位置している。

　現国王トーマスから数えて二代前の王ジェームズ、その弟君に始まる血筋は王族の中でも特に本筋と近い血を持つ家として、大公爵に近い扱いを受けていた。

　現当主のデーツ＝オービットは齢よわい六十八。穏おだやかな性格の人格者で、フォグたちにとっては『イズス聖せい骸がい布ふ』の管理者として馴な染じみ深い。

　とはいえ幾いくら顔見知りでも、公爵屋敷にも敷地内にも立ち入るのは初めてである。あまりの広さに、会場へ到着する前に迷いそうになった。

　夜会場となっている離はなれ屋敷は建物ひとつをまるごと社交用として独立させているもので、今回のように国こく賓ひんを招いても何ら恥はじることのない大きさと造りになっている。

　まずは外がい観かんが豪ごう奢しや極きわまりない。

　建物そのものは六角形。基本的には王城と同じく格かく調ちよう高き第二期プレップ様式なのだが、周囲の正面半分が硝子ガラス張ばりという大胆な意い匠しようとなっている。要所要所には色とりどりの硝子絵画ステンドグラスも交えられており、門前にある階段の下から見上げた夜の様よう子すは、さながら回り灯どう籠ろうを見ているかのような鮮あざやかさ。硝子張りであるが故ゆえに楽団の演奏は外にも洩もれ聞こえ、闇やみ夜よに浮かぶその様さまはいかにも楽しげで吸い寄せられそうだ。

　中に入ってみれば、煌きらびやかな外がい観かんに違たがわぬ眩まぶしさが目を刺す。

　天てん井じようの吊り下げ灯火シヤンデリアに点ともされているのは、蠟ろう燭そくではなく瓦斯ガス灯とう。専用の造光所を敷地内に備そなえており、炎とは比べものにならない光量が屋内を照らしている。床ゆかに敷しかれているのは贇いん国こく製の高級絨じゆう毯たん。柱や天井に施ほどこされた彫刻は一流の職しよく人にんが手掛けたもの。更さらに裏手には来らい賓ひんのための待合室や厨ちゆう房ぼうなどが一いつ緒しよになった別棟までもが隣りん接せつしていて、どこを取ってもまったく欠点が見当たらない。

　夜会が始まって、半時近く経たつ。

　現在は午後八時。もう日は完全に落ち、会場から響ひびく喧けん噪そうが夜に溶けていくようだ。月が出ている分まだ明るさはあるが、空には雲も散らばっていた。風模様によっては漆しつ黒こくに包まれるかもしれない──つまり、襲しゆう撃げきになかなか相応ふさわしい天気である、と言える。

　ふたりの警けい備び担当場所は、夜会場の正面入り口だった。

　アルトは階段の下に据すえ付けられた噴ふん水すい池ちの縁へりに腰掛け、ぼんやりと風に当たっていた。

　階上から流れ聞こえてくる輪舞曲ロンドや舞踏曲タンゴはいかにも軽やかで、見上げれば屋内の様子がありありと見える。けれど彼女は時折ちらりと一いち瞥べつを送るだけで、あまり興きよう味みを示さない。

　羨うらやましいとか楽しそうとか、視し線せんにそういう感情すらなかった。ただ、夜空に輝かがやく星でも見るかのような。「綺き麗れいだな」程度の──ほんの少し何かが違っていれば自分があの煌びやかな光の中で主役になっていたかもしれないということを、まるで思いもよらない顔。

　それに悲しみを覚えるのは、フォグの身勝手なのだろうか。

　ふと彼女の手て許もとを見ると、噴水の縁に置かれた指先が曲に合わせて拍はくを刻んでいた。

　思わず問う。

「……音楽に興きよう味みがありますか？」

「ええ、好きよ」

　アルトは答える。

「でも、イオの歌ってくれるやつの方がいいわ。あそこから聞こえるのは詞うたがないもの」

　まだ十歳に満たない子供の時分、機き嫌げんを悪くしたりぐずったりしてなかなか眠らないアルトに、イオはいつも子こ守もり歌うたを聞かせてやっていた。その習しゆう慣かんは今でも残っていて、時々、我わが侭ままな姫ひめ君ぎみは甘やかしたがりの侍女メイドに歌をねだる。

　詞は確たしかこうだ──優やさしい優しい枕まくらの精よ、逃げてく羊を追っかけなさい。

　イオの歌は素人しろうとなりになかなか上手うまく、フォグも聞き入ってしまうことがあった。時折安物の弦楽器などを持ち出して伴奏を爪つま弾びいたりもする。アルトに喜んでもらいたいがために練習したそうだ。もっとも、こちらはなかなか上達しないのだが。

　でも、一流の演奏家たちと比べられて勝つのだから冥みよう利りに尽きるだろう。

　温かな気持ちになりつつも、周囲を見渡した。

　アルトの身体からだから立ち上る毒気を喰くい、視力を強化する。こうすると普通の人間よりも遥はるかに夜よ目めが利きくようになるのだ。辺あたりには誰だれもいない。時折庭を行き来するのはどれも見覚えのある姿、つまり王属軍の警けい邏ら部隊だろう。

　懐かい中ちゆう時計どけいを確かく認にんすると、そろそろ夜会場の様よう子すを見に行った方がいい時間になっていた。本来ならあまりアルトをひとりにしたくないのだが、仕方ない。

「アルト、僕は少し離はなれなきゃいけません。大丈夫ですか？」

「わかったわ」

　従順に頷うなずく様さまは、任務中のいつも通り。

「僕がいない間の手て筈はずはさっき教えたように。いいですね？」

「ええ」

　この階段を上ろうとする者がいたら、問答無用で攻こう撃げき──招待客はすべて裏口から入るようになっている。正面玄関は偽ぎ装そうだった。

「できるだけ早く戻ってきますから」

　アルトに告つげ、早足で夜会場の建物へと行く。

　洩もれてくる音と光は近付くにつれて大きく眩まぶしくなり、硝子ガラス製せいの扉を開あけて中に入ると騒そう々ぞうしさと華はなやかさが加わって完全に飽ほう和わする。思わず顔をしかめた。

　貴族連中は、入ってきたフォグを見向きもしない。

　場違いな下げ賤せんが何の用だ、くらいは言われると思ったのだが、それ以前の問題だった。舞ぶ踏とうやお喋しやべりや飲み食いに夢中な高貴なる方々は、安物の貴族服を着た騎き士しなどいないも同じらしい。つまり、視界には入っても存在を認にん識しきするに値しないのだ。

　道を歩く人間が路ろ傍ぼうの小石ひとつひとつをいちいち目に留とめないのと同じである。食べ物や飲み物を運んでいる給仕ウエイターたちの方がまだましで、彼らはフォグと違い役に立つ。

　だが苛いら立だちよりも、むしろ同情が勝った。

　恐らくこれが、彼ら彼女らの戦場なのだ。こうして社交界で華はなやいでいる当人たちも、落ちぶれて見み窄すぼらしい格かつ好こうをしたり低い爵しやく位いで出しゃばったり醜しゆう聞ぶんが広まったりなどすれば、途端とたんに輪わの外へ弾はじき出されてしまう。それはつまり、いない者として──今のフォグのように扱われるということだ。社交界で居場所のない貴族ほど哀あわれなものもない。彼らには人脈がすべてである。事業を手掛けていても政治に携わっていても、人脈なくして成功はあり得ない。

　剣の代わりに話術で、拳こぶしの代わりに舞ぶ踏とうで、彼らは戦っているのだろう。

　まあ、無視してくれるのであればこちらの戦場を邪じや魔まされずに済むのも確たしかか。

　会場を一周し、怪あやしい気配けはいや視し線せん、動きなどをしている者がないか確かく認にんする。もちろんひとりでできることなどたかが知れているが、仮に何かを企たくらんでいる者がこの中にいるのであれば自分が歩き回ることそれ自体が牽けん制せいになるという訳わけだ。フォグの力量がわからない程度の者が騒さわぎを起こしても、王属軍だけで充分対応できる。

　会場の奥に、リチャードが立っているのが見えた。

　何人かと連つれ添そって話をしている。そっと近付いていきさりげなく視界に入ると、気付いてこっちを向いた。眼だけで異常のないことを知らせ合う。

　これで一応、見回りは完了だ。

　間隔としては一時間に二度、ただし時間は不規則にやれという命令だった。

　ならば次はどうするか。十分後くらいがいいだろう。

　そんなことを考えつつ、踵きびすを返した。どのみちここで騒ぎが起きればあっちでもすぐにわかる。むしろフォグとしては、アルトをひとりにしておく方が心配だった。

　舞踏している男女を横目に、談だん笑しようしている者たちの隙すき間まを縫ぬい、出口へと向かって歩く。

　だが、その時だった。

「……っ、と」

「きゃ！」

　大柄な壮年貴族の陰から急に出てきた小さな影と衝しよう突とつしそうになる。

　避けようとするも叶かなわない。勢いあまって転びそうになった相手を咄とつ嗟さに受け止める。その顔を見て──フォグの心しん臓ぞうが、密ひそかに大きく跳はねた。

　会場に溢あふれた貴族たちと比しても、明らかに頭ひとつ飛び抜けた赴おもむきのある夜会服イブニングドレス。布地に触れた罪で首を飛ばされるのではないかと咄とつ嗟さに思ってしまうほど、光こう沢たくも質感も裁さい縫ほうも手を掛けられている。独特の意い匠しようを持った刺し繡しゆうは無む論ろん、王室御ご用よう達たしの職しよく人にん芸げい。

「……フォグさま」

　どうしてこんなところで、ひとりきりなのか。

　マーガレット王女がフォグの腕の中、驚おどろいた顔でこちらを見上げていた。
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　彼が会場を見回りに行ってから殆ほとんど時を置かず、彼女は出現した。

　その機き会かいをずっと待っていたのだから当然である。のんびりしていては帰ってきてしまう。出くわすのは避けたい。だからすぐに姿を現し、夜の闇やみの中を歩み寄る。

　噴ふん水すいの縁へりに腰掛けたアルトはしばらく茫ぼうとしていたが、すぐにこちらへ気付いた。

　視し線せんを向け、一いつ瞬しゆんだけきょとんとする。

「アルト、久しぶりね。元気にしていた？」

　さあ、自分と出会うことでどんな顔をするだろう。

　警けい戒かいか、恐怖か、殺意か、それとも憎ぞう悪おか。あらゆる期待を込めて声を掛けたのだが、しかし──返ってきたのはあまりに予想外のものだった。

　あっけらかんとした、ほぼ無表情に近い、とても小さな微笑ほほえみの宿った顔。
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「……キリエ」

　アルトは彼女の名前を呼び、立ち上がった。

　キリエは思わず眉まゆをひそめる。問答無用で自分を殺しにかかってくるかとすら思っていたのに、どうしてこいつはこんな間抜けな反応をするのか。

「何をのんびりしているの？　私は侵入者なのよ」

　苛いら立だちすら感じつつ、キリエは嘲ちよう笑しようした。

　それでもアルトは敵意を見せない。小首を傾かしげて、尋きいてくる。

「キリエは、あの建物に入ろうとしているの？」

「そうだ、と言ったら？」

　問い返すと、そこで初めて笑顔えがお以外の表情が出る。ただしそれは、悲しみだった。

「だったら私、あなたをまた殺さなきゃいけないの？」

「……、質問してるのはこっちじゃない……」

　思わず溜ため息いきを吐つき、しばし考えた後、キリエはアルトをからかうのを諦あきらめる。

「殺し合うのも面おも白しろいと思うけど、残念ながら今回は違うわ」

「じゃあ、今日きようはあなたと戦わなくていいの？」

「そうなるわね」

「よかった！」

　すると誰だれが見てもそうとわかるほどの破顔。心しん底そこから嬉うれしそうだった。

「じゃあ、一いつ緒しよに遊ぶ？」

「……っ、遊ばないわよ！　あんた何を考えてるの？」

「何、って？」

　声を荒げるも今度は不ふ思し議ぎそうな顔。殺し合いをしなければ一いつ緒しよに遊べるとでも思っているのか。恐らく、最初に出会った友人としての『キリエ』と、一カ月前に戦った敵としての『キリエ』を、完全に同じ存在として認にん識しきしているのだろう。まったく厄やつ介かいだ。

　さすがに調ちよう子しが狂う。

　前から薄うす々うす思っていたが、どうにもアルトのことは苦にが手てだ。こちらが憎ぞう悪おや敵意を投げかけても、まともに返って来ずに肩すかしを食らう。

　相手が兄フオグであれば殺さつ気きの放ち甲斐がいもあるのだが、とはいえそうなると当然ながら会話にならず、こちらの目的が果たせない。仕方ないと腹を決め、アルトの傍そばへ歩んだ。

　一米メートルの距きよ離りで止まる。

　例の外套コートを纏まとっていないせいで、喉のどにまとわりつく花の香かおりが濃こい。気を抜くと噎むせ返りそうだった。キリエの毒気に対する耐性は決して高くない。成人の平均並である。

　咳せき込むのを我が慢まんしつつ──どうして我慢をしようと思ったのかは自分でも意い識しきしなかった──無邪気にこちらを見詰めてくるアルトへと言う。

「だいたい、遊んでるような場合でもないじゃない、あなたは。……私は忠告に来たのよ」

「忠告？」

「ええ、そう」

　今回に限り、キリエはアルトたちの敵ではないのだ。

　キリエが協力している法王庁──つまり丁てい国こくは、ユヴィオール＝カタシェレティスによる悳とく国こく王子暗殺計画を快く思っていない。

　理由はひとつ。その時期だ。

　もし悳国王子ディードの暗殺が成功すれば、瑩えい国こくと悳国との関係は致命的に悪化する。戦争とはいかないまでも国交の断絶くらいはあり得る話で、更さらには瑩国内部勢力が実行犯であることも手伝てつだい、諸国の世せ論ろんは一気に瑩国を悪役へと仕立て上げてしまうだろう。

　それ自体は法王庁にとって歓迎すべきことである。教義を裏切り新教などを立ち上げた憎き瑩国を打倒するのは、正統丁てい字じ教きようの悲ひ願がんだ。

　ただし、今はその時ではない。

　暘よう国こくをはじめとして、煉れん術じゆつを産業に取り入れている国は大陸側にも多い。列強が瑩国か悳国かでふたつに割れた場合、それらの先進国は間違いなく瑩国側につく。つまり軍事的な均きん衡こうが瑩国側へ傾いてしまうことが容易に予想された。

　まずは、この国の力を削そぐ必要があった。内乱を起こし、産業を衰すい退たいさせ、王家の地位を失しつ墜ついさせ、人口を減らし、瑩国に利などなく味方するに値しないと諸国に知らしめる。そうした上で丁国が、正統丁字教の宗主国として異端に鉄てつ槌ついをくだすのだ。

　故ゆえに今回は、悳国王子の暗殺計画を未然に防いでもらわなければならなかった。

　もちろんそれら新教側の理屈をアルトに説明したところで無む駄だだろう。

　だから簡かん潔けつに、最低限を教えることにした。

「悳国王子の暗殺計画が裏で動いてる。決行時間は不明。でも、夜会が終わるまでには始まるはずよ。……たぶんだけど、始まる時にはきっと派は手でにやると思うわ」

　刺し客かくを雇ってすれ違いざまに、などという地味なものにはならない。あれほど人材を集めていたのだから、堂々と襲しゆう撃げきするだろう。

「どういうこと？」

　きょとんとするアルトだったが、詳しく解説してやる気も時間もない。

　キリエは一歩下がった。

「意味がわからなくても構わないわ。フォグが帰ってきたら、さっきの私の言葉をちゃんと伝えなさい。それだけでいいから」

　これ以上傍そばにいると咳せき込むどころか足あし許もとがふらついてしまいそうだった。まったくこの濃のう度どの毒気──難なん儀ぎな体質をしているものだと思う。

「キリエ……？」

　自分が去るのを察したのだろう、名残なごり惜おしそうな表情をする。

「そんな顔をするもんじゃないわ」

　さすがに失笑した。

「また会えるわよ。もっとも、次はどっちかわからないけれどね。殺し合うか、そうでないか……私としてはできれば、あなたにもっともっと殺されたいと思っているのよ？」

　纏まとった青い衣を滴したたらせ、地面へ落として泉と化す。

　その中に足を浸つけながら、捨て台詞ぜりふを口にした。

「あ、キリエ、待っ……」

「じゃあね、アルト。せいぜい生き延びなさい。……もう一回私と会うまで、ね」




　そうしてキリエは身体からだすべてを泉に浸け、溶かす。

　消える寸前、何故なぜ自分は「生き延びなさい」なんて言ったのだろうとふと思ったが、疑問について考えるまでもなく、そのキリエの意い識しきは闇やみに紛まぎれて消失した。

　泉から増殖することが誕たん生じようであるなら、泉に帰ることはキリエにとって、死である。けれど記き憶おくは青の液体を通じて、どこかのキリエに届くかもしれなかった。
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　壁かべに備そなえ付けられた燭しよく台だいの灯あかりは辺あたりを見渡せるほどの明るさではあったが眠りに差し支えない程度にも薄うす暗ぐらく、だから仮眠を取るのにわざわざ蠟ろう燭そくを消すまでもないと部へ屋やの主は判断していた。部屋の奥にある執しつ務む机づくえにも、中央にある卓テーブルにも雑多な書類が山やま積づみになっている。長椅子ソフアで横になった彼女の足あし許もとには空からになった硝子杯グラスが転がっていて、彼女がいかに忙しくしていたか、そしていかに疲労しているかを窺うかがわせた。

　部屋の隅に置かれた木き椅い子すには、老紳士が腕を組んで座っている。元々が目の細い面おも立だちであるしあまりに姿勢良くしているから一いち瞥べつではわかりづらいが、彼もまた仮眠を取っている最中だった。耳を澄すませば呼吸音がほんの少し大きめであることに気付くはずである。

　悳とく国こく王子の来らい瑩えいを安全に終わらせるため、彼女たちは数限りない仕事をこなしていた。

　今回の件に反感を持つ勢力たちに対しての牽けん制せいと懐かい柔じゆうは個人も企業も国内外も問わず、片かたっ端ぱしからだった。オービット公こう爵しやく屋や敷しき周辺の警けい邏らに際しては煉れん術じゆつ師し組合ギルドを介して屋敷の外側に人員を配備している。王属軍が夜会に際して携帯する武器も外見の華はなやかさと実用性を兼ねたものでなければならなかったため、特注品として生産を手配した。市民街がいに対してもできるだけ王子来瑩の件を洩もらさぬよう情報統制を行った。その他ほかの大事から些さ事じまでを含めると、数を挙あげるだけでもきりがない。

　故ゆえにここ数日、ふたりはろくに眠っていない状態だった。

　つい一時間ほど前まではそれでも目を開あけていたのだが──夜会の開始時刻を過ぎ、もはやあとは王室側にすべてを委ゆだねるしかなくなったので、ついに力尽きてしまったという訳わけだ。

　さっきまでの慌あわただしさはどこへやら、ふたりの寝息は部屋の静けさを引き立てている。

　だが朝まで続くかと思われたその無音は、机の上にあった一枚の紙片によって途と切ぎれた。

　崩くずれかかるほど高く積つまれた書類の束たば、その上にある手紙が、はらりと床ゆかに落ちる。

　直後、そこからまるで飛び出てくるようにして、少女がひとり出現した。

　つまり真に静せい寂じやくを破ったのは、床へと着地したその足音であり、

「よ、っと」

　彼女の呟つぶやいた、小さなひと言だった。

　つば広のとんがり帽ぼう子しと、全身を覆おおう黒衣。手には楢オークの長杖メイスを抱えている。古典的な魔ま法ほう使つかいの格かつ好こうをした煉れん術じゆつ師し──ティ・キ＝ライムは、部へ屋やを見渡して薄うすく笑えむ。

「おつかれ、おつかれ。こりゃ私ひとりでお終しまいかなー」

　ひとりごちながら杖つえの先端を揺ゆらし、長椅子ソフアに寝ている童女を一いち瞥べつ。自身の右腕に巻いた、碧へき玉ぎよくを連ねた数珠じゆずに向けて『起きろレエゼ』と唱えようとした。

　が、その直前。

「……おやおや」

　寝息をたてていたはずの唇から、呆あきれたような呟きが洩もれる。

「どういうつもりだ？　この儂わしと面会するには予約が要いるぞ、小娘」

　次いで不ふ遜そんな科白せりふとともに瞼まぶたが開く。

「無断侵入も感心致しませんな」

　更さらに少女のものとは別の、厳おごそかな男の声。いつの間に起きて立ち上がったのか──ティ・キの背後にぴったりと、老ろう執しつ事じが張り付いていた。

「あららー」

　首筋に殺さつ気きを受けながら、ティ・キは間の抜けた嘆息をする。

「やっぱそうそう簡かん単たんにはいかないのね」

「当たり前だ、愚か者め」

　部屋の主である童女──つまりレキュリィは、そんなティ・キに向かって吐はき捨てる。

「見ない顔だな、貴き様さま。……カルブルック、ぬしは知っておるか？」

　問われた執事バトラーは数秒だけ黙もつ考こうし、答えた。

「一度だけ、遠とお目めにですが。カヤック家けのご令れい嬢じようではありませんかな？」

「む、カヤック紡ぼう績せき工場のか？」

「へえ、よくわかったね」

　ティ・キは感心したように微笑ほほえむ。

「しかも私が家を出たのは、もう十年も前なのに」

「カヤック家のひとり娘、名前をティ・キといったか？　七歳だか八歳だかの頃ころに精神異常を発し、以降は郊外の診しん療りよう所じよに入れられたと聞いたが……」

「異常とは即すなわち異能でもあります、奥様。狂気と引き替えに、ある種の事柄に対して高い能力を得る……あり得ない話ではありません。旦だん那な様さまも同様の気はございましたからな」

「ははっ、確たしかにローレンも人間として異様ではあった」

　ひと目で自分の素す性じようを見抜かれ、しかも余裕の高笑い。

　ティ・キは顔をしかめた。

「煩うるさいなあ。今はティ・キ＝ライムって名乗ってるよ。石灰ライムの味が好きなの」

「あんなものに味があるのか？」

「ありますー。晴れの日よりも雨の日の方が濃こいよ」

「……なるほど、異常というのは間違いなさそうだ」

　眉まゆをひそめつつ、ようやくレキュリィは長椅子ソフアから起き上がる。

「しかし、さっきの煉れん術じゆつには目を瞠みはったぞ」

「あらら。見てたのかい？」

「どういう原理だ？　手紙から出現した……物質の中に隠かくれていたと見える。身体からだを小さくするというのはさすがに考えづらい。となれば、煉れん獄ごくを模した異界でも作ったか」

　推理も的てき確かく、かつ明めい晰せきだった。

「私の素性当てもそうだけど、やっぱ凄すごいねー。少ない情報を頼りに、ほっそい糸をきっちり手た繰ぐり寄せてる。さすが『レキュリィの宴うたげ』だよ」

「……ふん」

　感心の讃さん美びを寄せたティ・キとは裏腹。

　今度はレキュリィが渋じゆう面めんとなった。

「何にせよ、強大な術だ。確たしかに『グラフの数珠じゆず』がなければ起動すらできまい。そういう意味では、あれも有用と言えなくもないのかもしれんな。……もっとも、不要であることに変わりはないか。強すぎる力は身を滅ぼす。小娘、ぬしの術は人の手に余るぞ」

「それこそ要いらないお世話だよーだ」

　苦言に、べえ、と舌を出す。

「だいたい、この部へ屋やに入れたんだから要らない力じゃないと思うけどな」

「それだよ、小娘」

　すると片かた眉まゆを上げ、ティ・キを指差すレキュリィ。

「そもそも、ぬし、いったい目的は何だ？」

「……わかんないの？　あからさまに命狙ねらわれてんじゃん」

「儂わしを殺しに来たというのはわかる。が、その先を尋きいておるのだ。儂を殺してぬしは何を得る？　金銭か、名誉か、或いはもっと別のものか」

　カルブルックが、主の言葉を引ひき継ついだ。

「あなた様個人の意志ですかな？　それとも、誰だれかの依頼ですかな？」

「うーん」

　立て続けに問われたティ・キは、しばし考え込んだ。

　だが、答えようという意志は見られない。迷っているのはつまり、

「……やっぱひとりじゃ無理かもね」

　瞬しゆん間かん。

「カルブルック！」

　レキュリィが短く執事バトラーの名を呼び、彼は腰に提さげていた蛇じや腹ばら剣けんの柄つかを握る。

　使用者の意志に反応して自在の動きを得る『アイリスの七番』は瞬時に脈動、ティ・キの身体からだに巻き付く。そのまま縛しばり上げて動きを奪うばう──はずだった。

「っと……『起きろレエゼ』！」

　間延びした、けれど短いひと言とともに、魔ま女じよの姿がその場から消失する。

「む……！」

　カルブルックの短い呻うめき声と、再びティ・キが出現したのはほぼ同時。

「おっと、と！」

　現れたのは、包囲の外側だった。

　大きく跳ちよう躍やくしながら『アイリスの七番』から逃のがれ、部へ屋やの扉近くに着地する。

　光景だけを見れば、まるで冗じよう談だんのようだった。

　仮想異空間を創成しその中に隠かくれる煉れん術じゆつ『小さなお人形ライム１』──それを瞬時に発動したのだ。

　捕ほ縛ばくする対象を失って床ゆかへと落ちた蛇腹剣に視し線せんを遣やり、老ろう執しつ事じは眉まゆをひそめた。

　ややあって、推測する。

「まさか……私の剣に出入り口を造った……？」

「あったりー」

　間延びした声でティ・キが人差し指を立てた。

「よくわかったね。やっぱ凄すごいな。どんどん手の内が明あかされちゃう」

「だったらどうする？　小娘よ」

　床から拾い上げた硝子杯グラスを弄もてあそびつつレキュリィは問う。その仕し草ぐさは落ち着いている証しよう拠こか、或いは落ち着いていると見せ付けるためか。

「このまま戦うか、それとも逃げるか？　儂わしはどちらでもよい。ただし、戦うとするならば容赦はせん。ぬしが死ぬか、我われらが死ぬか。ふたつにひとつだよ」

　幼おさな子ごの顔と姿ではあったが、その威圧には数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた凄みがあった。むしろ、容姿との落差で恐怖感が倍増されてすらいる。

　だがその気き魄はくも──頭の狂った少女には通じない。

「あのさ、さっきの質問なんだけど」

　あっけらかんと笑えみ、童女の示威を受け流す。

「目的は何だ、って言ったよね？　個人の意志で来たのか誰だれかの依頼で来たのかって尋きいてたよね？　やっぱりその答え、教えた方がいいと思うんだな」

　ティ・キ＝ライムは、不自然にまた一歩後退した。

　逃げるつもりなのか、と警けい戒かいするふたりを眺めてにい、と嗤わらい、扉の把とつ手てに手を掛け、

「こういうこと──なんだよ」

　ゆっくりと、廻まわす。

　外側に扉が開くと同時、廊下から鈍にぶい音をたてて部へ屋やへと何かが倒れ込んできた。

　どさ、と投げ出されるように絨じゆう毯たんへ落下したそれは、お仕着せエプロンドレスを纏まとった若い女の姿。

　この屋や敷しきで働く侍女メイドの、死体だった。

　カルブルックが細い眼を見開く。

　レキュリィが視し線せんを敵意に変え、弄もてあそんでいた硝子杯グラスを再び床へと放り投げる。

「私の愉ゆ快かいな仲間たちを、紹介しまーす」

　ティ・キの、そんな言葉とともに──。

　廊下からぞろぞろと、侍女メイドの死体を踏み越えて。

　武器を携えた者どもが、五人。レキュリィの執しつ務む室しつへと闖ちん入にゆうしてきた。
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　抱き留められたマーガレットは一いつ瞬しゆんの後、頰ほおを真まっ赤かにしてフォグから顔を背け、その腕を振ふり解ほどく。フォグはされるがままに両手を離はなして一歩下がり「失礼を」と一礼する。

　それだけ見れば何ということはない、社交界における初うい々ういしい少年と少女の軽い接触だった。しかしマーガレットの表情は憂うれいに満ちていて、フォグは内心で困こん惑わくしていた。

「……やっぱり、いらしてたのですね」

　ややあって口を開いたのは、マーガレットの方だった。

「仕事です。僕は王属軍ですから」

　フォグは応こたえる。ただしできる限り平静に、かつ感情を込めずに。

「そうですか。……残念です」

　残念です、という部分は小さく発せられた。

　自分が仕事でなかったら、彼女はどうするつもりだったのか。先日のことを気まずく感じていない訳わけはないはずで、さすがにいつものような無邪気さでじゃれついては来ないだろう。だとしたら社交界らしく、一いつ緒しよに踊りましょうと誘さそってきたかもしれない。

　そうした少女の感情は、フォグも少しは理解できる。

　けれど、もしマーガレットがまだ自分に仄ほのかな憧あこがれなどを抱いていたとしても──結局のところ、そんなものは誰だれひとりとして幸福にしないのだ。

　マーガレットにはマーガレットの生きる場所がある。フォグにはフォグの。ふたつが交わる地点に個人の想おもいなど介在しない。ふたりを繫つなぐのはただ政まつりごとである。マーガレットはいずれ玉ぎよく座ざに座るべき人であり、フォグは国家の道具であるのだから。

　それに、フォグは人間ではない。ローレンの手によって産み出された人造人間ホムンクルスだ。

　今この瞬しゆん間かん、自分の冷たい態度がマーガレットを傷付けていることに、フォグとて罪悪感を覚えない訳わけではない。しかしそうしておかなければ、彼女はいずれもっと深く傷付くことになる──自分が人外の化ばけ物ものに恋心を抱いていたなど、恥はじでしかないのだから。

　だったらこの瞬間の思い出は、苦にがい方がいい。真実を知った後には笑えるようになるだろう。所しよ詮せんは人外、心が通じ合うはずもなかったと。ただ道具を愛めでるのと人を愛でるのとの区別が付いていなかっただけかと。

　フォグ自身も同様だ。フォグの命も身体からだも、すべてはそもそもアルトのためにある。マーガレットのために使うものなど持ち合わせておらず、マーガレットのために使うとなればアルトを犠ぎ牲せいにしなければならないのだから。

　──そんなことが、できようはずもない。

「マーガレット様さまもお忙しい身でありましょう。僕も行かねばなりません」

　礼を取ったまま一歩後退した。

「なにぶん人の多い場所、どうかお気を付けあそばされるよう」

　言って、視し線せんを逸そらし歩みを再開した。

「フォグさま、待っ……」

　マーガレットが何事かを口にしようとしていたが無視し、人混みをかいくぐって背を向ける。出入り口の硝子ガラス扉が近くなったところで、眉まゆをひそめた。

　眼を疑う。

　扉越しに何故なぜか、見み慣なれた人ひと影かげ──アルトが、立っていた。

　噴ふん水すいの前で待っていろと言ったにも拘かかわらず、どうして。任務中にフォグの言うことに背くなど、ごく初期の数回を除けばこれまでなかったはずだ。

　慌あわてて建物の外へ出ると、やはり錯さつ覚かくなどではない。建物の中を覗のぞきながら恐怖で足を竦すくませて、それでも先へ進もうとしていたようだった。

「フォグ！」

　向こうもフォグを認めた。途端とたん、安あん堵どで表情が緩ゆるむ。

「どうしたんです？」

　駆かけ寄って自分の手を握ってくるアルトに問うと、

「キリエが来たの」

「……何ですって？」

　瞬間、フォグに緊きん張ちようが走る。思わず腰に差した湾わん刀とうの柄つかに手を掛けそうになったほどだ。

「大丈夫だったんですか!?」

　まずい、と思った。

　もしキリエがこの機きに乗じて攻めてきたとしたら、再び一カ月前のような戦いが繰くり広げられることになる。『群体アンテノラ』の力によって繰り出される物量戦は、こちらの消しよう耗もうが激はげしい。

　だがそんなフォグとは裏腹、アルトの表情に焦あせりはなかった。いや──焦しよう燥そうと似た色が宿ってはいたが、キリエを起因とするものではないように見えた。

「違うわ、フォグ」

　アルトは首を振る。

「キリエは戦いに来たんじゃないわ。教えに来てくれたのよ」

「どういうことです？」

　教えに？　それはいったい──、

「えっと……」

　視し線せんが宙を泳ぐ。頭の中に仕し舞まってある言葉を引き出すように、彼女は言った。




「とく国こく王子のあんさつ計画が、裏で動いてるって。えっと……あと、時間はわからない、って。でも、この夜会が終わるまでには始まる、って」




「な……っ」

　フォグは絶句する。

　──悳とく国こく王子の暗殺計画が、裏で？

　もちろん、あるかもしれない、とは踏ふんでいた。悳国王子のみならず夜会に出席している重要人物──国王、王おう妃ひ、リチャード、マーガレットなどの王族たちは誰だれもが生命を狙ねらわれる危険があるし、襲しゆう撃げきがあるならばその中の誰かが標的になるはずだからだ。

　だが計画の存在をキリエの口から聞いたというのであれば、事態はより切迫してくる。あるかもしれない、では済まされないだろう。何故なぜなら彼女は恐らくどこかの組そ織しきなり国家なりと繫つながりを持っていて、独自の伝手つてから裏の情報を得ることのできる立場にあるだろうからだ。

　それは一カ月前の『引き裂き魔ま』事件が終わった後で気付いたことだった。

　振り返ってみれば、一連の流れには不自然な部分が多々存在した。犠ぎ牲せい者しやの数や辺獄院リンボを標的にするという手口、更さらには襲撃の方法も含め──キリエとイパーシ＝テテスのふたりが個人的感情で引き起こしたものであるとは考えにくい。

　そもそもが『アイリスの四番』も『グラフの数珠じゆず』も、個人で調ちよう達たつするには難むずかしい品である。特にアイリスの魔剣を手に入れるには何らかの組織力が必要だ。

　故ゆえに、アルトのところへやって来たというキリエは、背後にいる何者かの伝言役として派は遣けんされたと見ていい。ただし情報そのものの真しん偽ぎはわからない。事実か、或いは陽動か。

　とにかくリチャードに知らせておく必要がある。そうすれば悳国王子を早めに退たい避ひさせておくという手も打てる。城へ戻すだけなら罠わななどないはずだ。

「アルト、すいません、ここで少し待たい機きしていてください。僕は状況を報告に……」

　行ってきます、と。

　続けようとしたフォグの背後で、硝子ガラスの割れるけたたましい音が響ひびいた。

　咄とつ嗟さにアルトを抱いて脇わきへ飛ぶ。耳には甲かん高だかい残ざん響きようが煩うるさい。それに紛まぎれて貴族たちの悲鳴も聞こえる。振り返ると、出入り口の扉が硝子絵画ステンドグラスごと砕くだけて地面に散らばっている。

「……く！」

　来た。それも、予想より早く。

　続いて今度は、アルトとフォグの眼前で護謨ゴムを殴るような鈍にぶい音。

『障壁エレール２』が自律発動し、攻撃を防ふせいだのだ。

「っ……銃か!?」

　衝しよう撃げきがあっても攻撃が見えなかったのは小さな弾丸だったからだろう。ただし周囲に煉れん術じゆつ師しらしき人ひと影かげはいない。物陰に隠かくれているのでなければ、超ちよう遠えん距きよ離りからの狙そ撃げき。炮ほう撃げき術じゆつ式の使用もあり得る──だとしたら盾たてとなれるアルトはこの場から動けない。

　数秒、警けい戒かいする。三発めが来る気配けはいはない。夜会場からの悲鳴はやや落ち着き、ざわついた不安に変わっていた。どうやら中の人間にはあれが銃撃によるものと気付かれていないらしい。やはり今のうちに全員を退たい避ひさせるべきか。

「ぎ、あゃああああっ！」

　だが直後、再び、今度は建物の中。

　絹きぬを引ひき裂さくような女の──これは、断末魔。

「アルト、しばらくここで『障壁エレール２』を！」

　言い残し、夜会場へ入る。右端、楽団が演奏していた辺あたりの場所で人混みが割れていた。

『アイリスの十六番』を引き抜きながら走る。

　誰だれもが立たち竦すくんでいた。混乱に陥おちいっている訳わけではないが、混乱している方がまだましかもしれない。来らい賓ひんの貴族連中は誰だれも彼もがすっかり、恐怖で茫ぼう然ぜん自じ失しつしていた。

　血の池を絨じゆう毯たんに広げながら痙けい攣れんするのは、楽団員の女性。

　その横に立っているのは、安っぽい作りをした貴族服を着た男。刀身に赤い雫しずくを滴したたらせながら、細身の剣をゆらゆらと揺ゆらす。瓦斯ガス灯とうに反射して、赤と銀が鈍にぶく光った。

「……久しぶりだねぇ、この感覚」

　四十がらみの瘦やせこけた風ふう貌ぼうとぎらついた瞳ひとみは狼おおかみを連想させる。頰ほおに走った三本の傷跡が、余計にそれを強きよう調ちようさせていた。しかし外見よりも印象的なのは、身に纏まとった気配。

　殺意であるようで、喜悦であるようで、どちらでもない。なのにすべてを内包したような、まるで空洞に響く風のような──虚うつろで恐ろしい、威圧感。

「あなた……何者です」

　前に立ったフォグは、思わず問う。こんな人間と相あい対たいするのは初めてだった。

「おお、お前、俺おれを恐がってんのか？」

　男は嬉うれしそうに、同時に酷こく薄はくに笑えんだ。

「そいつは楽しみだ。つまりそれは、俺のことがわかるってことだからな」

「誰だれだ、と尋きいてるんです！」

　知らず、構えを取っていた。湾わん刀とうを握り締しめながら叫ぶ。

　詰きつ問もんへの答えは男からではなく、横からあった。

「──たぶん、名前を聞けば知ってると思うよ」

　目玉だけでそっちを見る。

　聞き覚えのある声だった。人垣の向こうからした。

「彼の名前は、レイド＝オータム。十年前に世間を騒さわがせた、かの『殺さつ戮りく博士はかせ』オータムさ」

　発せられた言葉とともに、人垣を構成するひとりの貴族が、どう、と倒れた。

　血の泡をぶくぶくと吹ふき、もう動かない。

「信じられないかい？　でも、事実だよ。彼は死んだはずだ、って？　真実は得てして隠かくされるんだ。現にきみの前にいるその男は、恐ろしいだろう？　……とてつもなく、ね」

　更さらにもうひとり。今度は前のめりに。背中の裂れつ傷しようは凍こおり付いている。

「は、よく言うぜ」

　男──レイド＝オータムと紹介されたそいつは、汚らしく舌なめずりをした。

「俺はお前のことも充分、恐ろしいけどな」

「そう言ってくれると光栄だね、レイド。でも、私たちの前にいる彼……フォグくんも同様に恐ろしいよ。それこそ、見掛けによらず」

　また貴族がひとり崩くずれ落ちる。今度は首がなかった。

　次いで、あちこちで同様に倒れ伏す者が出始める。殺されたのか、それともあまりの惨さん状じように気を失ったのかはわからない。

　次第にその場で悲鳴があがり始める。這はいつくばりながら逃げる者、後じさる者、そうやって人垣が崩れていく中、隠れていた声の主が姿を露あらわにしていく。

　フォグにはもう、それが誰だれなのかわかっていた。

　知った声と喋しやべり方。

　まさか、と思う反面、心のどこかで、やはりか、と得とく心しんする。

　あらかじめ夜会場の来らい賓ひんに襲しゆう撃げき者しやを紛まぎれ込ませようと思ったら、内部の人間が協力するのが最も手っ取り早い。つまり貴族か王属軍の誰かが裏切れば、それで事足りる。

　恐らくこの男の仲間は、レイド＝オータムを名乗る男ひとりではないだろう。王属軍の騎き士しの中にも、更には給仕ウエイターや楽団員の中にも、敵は潜ひそんでいると見ていい。

「……ひょっとして」

　フォグはレイドを牽けん制せいしたままの姿勢でそいつを睨にらみ付け、問うた。

「トリエラのことも、あなたが？」

「ああ、そうだよ」

　右手に持つのは、血ち脂あぶらの滴したたる片刃の長刀。

　左手首に巻くのは『グラフの数珠じゆず』。

「私がイパーシ＝テテスと、彼女を会わせた。でも、ああなるかどうかは賭かけだったよ。上手うまく狂ってくれて、今はほっとしている」

　整ととのった顔に浮かべた笑えみは、整い過ぎていて人間味がない。

　唇から発せられる言葉には、他者への嘲あざけりと軽けい蔑べつが揺ゆらめいている。

「ちなみに彼女、私のところにいるよ。今度会わせてあげようか？」

「……ふざけるな！」

　フォグは吐はき捨てた。こんな憎ぞう悪おを覚えたのは久しぶりだった。

「ああ、ふざけているよ」

　そんなフォグの激げき情じようを前に、

「私はいつだってそうさ……おふざけで、騒さわぎを起こすんだ」

　ユヴィオール＝カタシェレティスはゆっくりと立ち止まると、薄うすい嘲ちよう笑しようを浮かべた。
















　現場の混乱。

　目の前に立つ敵。

　名乗りを挙あげた裏切り者。

　加えて、あちこちであがる悲鳴。

　それらが錯さく綜そうする状況の中でフォグは、最善の行動を選せん択たくしたといっていい。

　まずはレイド＝オータム──偽にせ物ものか本物かはこの際どうでもいい──へ斬きりかかると見せかけた一歩を踏み出した。殺さつ気きを込めつつ、身を沈め跳ちよう躍やくの振りをする。

「お、来るのか？」

　嬉うれしそうな顔で唇を引ひき攣つらせたレイドを横目に『アイリスの十六番』に仕込んだ鍵けん器きの引き金を絞しぼる。『消失点カイナ』を発動、身体能力を向上させ、そうしておいて速度を一気に高めて方向転換。不意打ちでユヴィオールへと襲おそいかかる。

「む！」

　咄とつ嗟さに長刀を掲げようとしたユヴィオールをしかし、フォグは無視した。更さらに絨じゆう毯たんを蹴ける二歩めで再び方向を変え、彼の脇わきをすり抜けてその場を離り脱だつする。

　つまり今この場でふたりと戦ってはならない、と考えたのだ。

　襲しゆう撃げき者しやが彼らだけとは思えない。悲鳴はあちこちで上がっているし、外にも狙そ撃げき手しゆを配置している辺あたり、かなり周到に練ねられた計画と見ていいだろう。ならば自分が敵ひとりふたりにかかずらってしまうのは、相手の思う壺つぼだ──それより先に、すべきことがある。

　まずは建物の奥手、リチャードのいるであろうところへ急いだ。

　社交界の風習として、貴き賓ひんほどひと所から動かないというものがある。黙もくして立っているだけで人が集まってくるため歩き回る必要がない故ゆえだ。これを利用して、王族たちには最初から最さい奥おう部ぶにいてもらうことになっていた。外がい壁へきが硝子ガラス張ばりでないため表からは狙撃されにくく、更には別棟へ直接の避ひ難なんが容易である。

　既すでに王弟は、残った貴族たちの避難を先せん導どうしていた。

「こっちだ！　急げ！」

　別棟の控え室へと繫つながる扉は開あけ放たれ、そこへ我われ先さきにと人がなだれ込んでいる。

　自みずからの身を省かえりみず陣頭指揮を執とっている辺あたりがいかにも彼らしい。

「リチャード殿でん下か！」

「フォグかっ」

　こちらを認めると一いち瞥べつし、状況をすぐに叫ぶ。

「兄上とディード殿下は既に退避済みだ！　兄上はたまたまご休息で控え室におわされた……まったく運のいいお方だ。ディード殿下は私とともにいたから真まっ先さきに逃げてもらった」

　王のことを『兄上』と呼んでいる辺り、やはり平静ではいられないようだ。

　とはいえ、

「……それからな。おふたりはもう控え室にもおらん。地下通路を使ってオービット殿どのの本邸へ逃げているはずだ。仮に刺し客かくが避ひ難なん者しやたちに紛まぎれ込んでいても問題ない」

　重要な機き密みつになるとフォグの腕を摑つかんでそっと耳打ちで伝えてくる辺あたりはさすがである。

　何にせよ、王族は無事か。

　ならば次は──そう考えかけたフォグだが、

「……、ちょっと待ってください」

　彼が口にした重要人物の中にひとり、足りない名があることに気付く。

「リチャード殿でん下か、マーガレット様さまは？」

「まだだ」

　問うと、リチャードは苦く渋じゆうに満ちた顔をした。

「ことが起きた時、近くに見当たらなかった。今もまだ見付かっていない。あのじゃじゃ馬娘、あれほど動き回るなと言い聞かせたのに……すまんがフォグ、頼めるか」

「わかりました！」

　フォグは即座に踵きびすを返し、人の流れとは逆の方向へと走る。

　走りながら、唇を咬かんだ。

　──僕のせいだ。

　マーガレットがひと所に留とどまっていなかったのはたぶん、フォグを捜していたからだろう。夜会の間ずっとそうしていたのかもしれない。さっきぶつかったのも偶然ではなかった。あんな場所でふらふらしていたのはその証しよう拠こだ。

　もしこれで彼女の身に何かあったとしたら、悔くやんでも悔やみきれるものではなかった。どうにかして見付けだし、安全な場所まで逃げてもらわなければと思う。キリエからもたらされた情報だと敵の狙ねらいは悳とく国こく王子だったということだが、標的を仕し留とめ損なった刺客たちがどんな行動に出るかは予想がつかない。現にさっきから絨じゆう毯たんの上には幾いくつもの死体が転がっている。貴族はもちろん、給仕ウエイター、楽団員、騎き士し。彼ら彼女らを殺すことに意味などないはずだ。

　闇やみ雲くもに会場を走り回り、周囲を見渡す。もはや生きている人間はあらかた奥手の避難口へ殺到していて、会場はがらんとしかかっていた。目に入るのは倒れている死体か、或いは気絶している人間か。立っているのは刺客か、或いは生きている人間か。

　そうして慌あわただしく移ろわせる視し線せんの先。

　マーガレットが、いた。

　会場の端はしで壁かべを背に、踞うずくまって震ふるえている。ひとりではない。誰だれかにしがみついていた。少年──キアス＝メネレックか。ただし腰を抜かしたふうな表情で、頼りにはならなさそうだ。

　ふたりとも怪け我がはしていないようで、だから咄とつ嗟さに胸を撫なで下ろしかけるが、

「……っ！」

　そのふたりに、ゆっくりと歩み寄っていく人ひと影かげがあった。

　男だ。貴族用の長衣ローブを脱ぎ捨てると、その下には細身ながら筋肉質の肢体があった。仕込み杖づえから引き抜いた白はく刃じんを掲げ、下品に笑えむ。

　間に合わない距きよ離りではない。鍵けん器きを作動させて毒気を喰くうと、一気に駆かけ寄った。

　だがフォグの身体からだがマーガレットたちと刺し客かくとの間に割って入る直前。

　ひゅん、と。

　後方から飛来した白いものが、男の首筋に鋭するどく突き立つ。

「ぐ!?　……あ」

　仕込み杖を構えようとしたままの視し線せんでそいつは崩くずれ落ちた。

　男を殺した白いものを凝ぎよう視しする。先端の尖とがった金属片だった。鍛きたえた刃物というよりも金属塊かいから荒々しく削けずりだしたかのような、折れた枝先にも似た形状。

　よく知っている。あれは、

「……アルト」

　彼女が煉れん術じゆつで創成した『とげ』。

「どうして……」

　玄関先ではなく、夜会場の中。

　銀ぎん髪ぱつの姫ひめ君ぎみは、男の死体を睨にらみ付けて立っている。

　鈍にび色いろの靴で絨じゆう毯たんを踏みしめて。

　夜会場には似合わない無骨な草摺タセツトの下がった裙スカートを広げて。

　踊るには不便そうな長手袋ドレスグローブの中で拳こぶしを握って。

　大きく開いた衣の背中に、幾き何か学がく模様の煉れん術じゆつ陣じんを貼はり付けて──。

「どうして、ここに？」

　屋外で待たい機きしていろと言ったはずだ。なのに指示を守らず？

　いや、違う。

　守らなかったのではない。自分の判断で入ってきたのだ。

「ごめんなさい、フォグ」

　アルトはこちらを一いち瞥べつし、謝あやまった。身体は微かすかに震ふるえている。顔色も青い。きっと恐かったのだろう。誰だれにも命令されずひとりで──戦うかどうかを決断することが。

　だったら、どうして入ってきたのか。どうして戦おうとしたのか。

　それは、

「あの子が、危なかったから……だから」

　マーガレットを──自分の妹を──守るために、他ほかならない。

「いいえ、ありがとうございます」

　フォグはその謝しや罪ざいに首を振った。

「助かりました。僕も、マーガレット様さまも」

　歩み寄り、頭を撫なでて手を握る。アルトの震ふるえが止まる。こくり、と頷うなずく。

　嬉うれしかった。

　マーガレットの生命が助かったことだけではなく、アルトが自分の意志で戦おうとしたことだけではなく、アルトがマーガレットを助けたことに。何故なぜか、救われた思いがした。

　とはいえ安あん堵どしている場合ではもちろん、ない。

「おいおい。レッツィの奴やつ、やられちゃったじゃないかよ」

　のんびりとした調ちよう子しで夜会所に入ってくる若い男がいた。

　短く刈かった髪に無ぶ精しよう髭ひげは、煉れん術じゆつ師し組合ギルドの寄り合い所で見たことのある顔だ。

　動きやすそうな軽装。襷たすき掛がけした革紐ベルトには、ずらりと短刀が据すえ付けられている。形状も長さも実に様さま々ざま、投とう擲てき用ようから決けつ闘とう用、更さらには狩しゆ猟りよう用まで。

　彼は『こそ泥』とあだ名される凄すご腕うでの短刀使い。

「コルセイ＝マス……あなたのような者まで？」

「お、僕の名前をご存じとは。嬉しいねえ、有名になったもんだ」

　マーガレットとキアスを庇かばうようにふたりから背を向け、周囲を見渡す。

　武器を携えている奴らは、七──さっき死んだ男を入れると、合計で八人か。

　ユヴィオール＝カタシェレティスが十米メートルの向こうから、余裕の表情で笑いかけてくる。

「私たちを無視して姫ひめの救出に向かうか。いい判断だったね。さすがだ」

　彼の隣となりでレイド＝オータムが剣を弄もてあそびながら続けた。

「は、なかなかやる。面おも白しろそうじゃねえの？」

　彼らには構わず、フォグは背後を首だけで振り向いた。

「ふたりとも、怪け我がは？」

「フォ、グ、さま」

　マーガレットが反応した。キアスにしがみつかせた腕を離はなし、こちらへ手を伸ばしてくる。

「……っ」

　彼女の拠より所が自分ではなくなったからか、それとも憎い相手に心配されたからか。脅おびえていたキアスの顔に意志の光が宿る。

　フォグを疎うとんじるような視し線せんはしかし、この場において僥ぎよう倖こうだった。

　どんな感情であれ、恐怖でないのなら立ち上がる力になる。

「キアス＝メネレック！」

　叫んだ。マーガレットではなく、キアスの名を。

「あなたの役目は何だ？　ここでじっとしていることか!?」

「貴き様さま……」

　今度は怒り。下げ賤せんな騎き士しごときに呼び捨てられたことを侮ぶ辱じよくと思ったか。

　だからフォグははっきりと、鋭するどく、叱しつ咤たするように声を荒げる。

「しっかりしろ！　マーガレット様さまを守れるのは、あなたひとりしかいない！」

「う……るさい」

　キアスの声が震ふるえた。力を振ふり絞しぼっている証しよう拠こだった。

　ゆっくりと立ち上がる。マーガレットの肩を抱き、引っ張り上げながら。

「お前ごときに、言われなくてもっ！」

「避ひ難なん口ぐちはあっちだ。さっさと行ってください！」

　夜会場の奥を指差す。指差しながら、握ったアルトの手に指先で合図を送った。即座に煉れん術じゆつ陣じんが展開され、彼女の周囲に『とげ』の金属片が浮かぶ。数は七、つまり刺し客かくたちの数。

　それは威い嚇かくだった。今いる場所から一歩も動くな、という。

「早く！」

　急せかす。キアスが頷うなずいた。マーガレットの腕を強引に引っ張り、奥へと歩き始める。

　マーガレットももはや何も言わない。視し線せんはフォグに固定されていたが、キアスのされるがまま、足は彼に従い始める。やがて避難口へと到達したふたりを騎き士しのひとりが保ほ護ごした。彼の先せん導どうでまだ残っていた人たちとともに扉の向こうへと押おし遣やられる。

　それを見届けたリチャードもまた、フォグへ視線を送りながら離はなれへと移動した。

　かくして夜会場に立つのは──フォグとアルト、それに刺客たちのみとなる。

　卓テーブルが倒れ、料理が散乱し、壊こわれた楽器が落ち、それらを彩いろどるのは折り重なる死体の山。高貴な者たちの社交場は、乱らん痴ち気き騒さわぎの田舎いなか祭りの方がまだましと言える有あり様さまとなっていた。

「……うん」

　その惨さん状じようを見渡し、最初に口を開いたのはユヴィオール。

「お見事。犠ぎ牲せい者しやは出たけど避難は完了したようだ」

　ぱちぱちと手を叩たたきながら、感情のない声で讃さん辞じする。

　だからフォグは『アイリスの十六番』を構えながら、彼へと問うた。

「ユヴィオール＝カタシェレティス。あなたたちの目的は何なんです？」

　一連の流れに対する不信感を確たしかめるように、言う。

「僕らは、あなた方が悳とく国こく王子の暗殺を目もく論ろんでいたという情報を得ている。でも、本当にそうなんですか？　それにしては流れがあまりに不自然だ」

　というよりも、お粗末すぎる。

　ディード殺害が目的であれば、もっと鮮あざやかにやれたはずだ。こっそり近付き背後から刺すだけでいい。なのに無用な騒ぎを起こした挙あげ句、結局暗殺は果たせていない。

「さっきだってそうです。避難している人たちを黙だまって見ていた」

　アルトの『とげ』による牽けん制せいにそこまでの抑止力はない。フォグは行動を起こされることを想定して身構え、次の手も考えていたというのに。これでは拍子抜けですらある。

　こちらの腹を読んだ上で動かなかったのか？　いや、動かない理由がない。

「まるで……王族や貴族の殺害がそもそも目的に含まれていないかのようだ」

　ユヴィオールがわざわざ名乗りをあげた理由もわからない。

　黙だまっていれば裏をかけたのではないか。彼は王属軍所属の煉れん術じゆつ師しだ。避ひ難なんする貴族たちを誘ゆう導どうする振りをして一いつ緒しよにあっちへ行ってしまえばいい。

「それとももう、裏の建物に刺し客かくを送り込んでいるとでも？」

　フォグが最も恐れていたのはその可能性だった。もちろん国王とディード王子の身柄は既すでにオービット公こう爵しやく屋や敷しきの本邸にあって安全だろうが、リチャードらはそうではない。

　固唾かたずを吞のみつつ返答を待つフォグに、空虚な笑顔えがおを作るユヴィオール。

「いや、あっちに刺し客かくなんて潜ひそませてはいないよ」

　あっさりとした否定。果たして信用に足るのかどうか。

　疑念を他所よそに、言葉は続けられた。

「それにしてもなかなか鋭するどいな、きみは。まあでも……こうまであからさまに動いてしまっては気付かれるのも当然かもしれないね」

「どういうことです」

「きみの言うことは半分当たっている。でも、半分間違っている」

　気き魄はくを込めて詰きつ問もんをぶつけても、相手の表情は水面のようだ。

「何が言いたい！　あなたはいったい、何がしたいんですか！」

「まず、ひとつ」

　ユヴィオールは人差し指を立てた。

「きみが得たという情報……悳とく国こく王子の暗殺計画というのは、ある意味で間違っていない。何故なぜなら私はそういう名目の元に動いていたからね。いったいどこから洩もれたのかはわからないけれど、まあ、そこまで隠かくし通すつもりもなかったし構わないよ。むしろこちらとしては、洩れていた方が都つ合ごうがよかったとすら言える」

　長刀を弄もてあそびながら、次いで人差し指に中指を足す。

「ふたつめ。避難していた貴族たちに興きよう味みはない。これもきみの推測通りさ。きみたちの牽けん制せいがなければ殺しに行っていたとは思うけど、そこまで重要視している訳わけでもない。王弟殿でん下かもマーガレット王女も、特に興味はない。少なくとも、私にはね。……そして、三つめ」

　更さらに、薬くすり指ゆびを。

「最後は間違いの訂正だ。さっきの科白せりふ──王族や貴族の殺害が目的じゃないように見える、という奴やつ──あれは正しくない。私たちの目的は、まさに王族と貴族の殺害なんだよ」

「それは、どういう……」

　三本指を立てたまま、ユヴィオールの腕が下ろされる。

　手はそのまま長刀の柄つかへ添そえられ、青せい眼がんの構えへ。

　彼は薄うす笑わらいの視し線せんを、仲間たちへと順番に向けた。

「コルセイ＝マス」

「はいな」

　まずは『こそ泥』の異い名みようを取る、短剣使いの男。

「レイド＝オータム」

「応おうよ」

　次に十年前に惨さん劇げきを起こした『殺さつ戮りく博士はかせ』。

「ジャック＝サークリフ」

「ああ」

　楽団員の服装をした男は神経質そうに眼鏡めがねの縁ふちへ手を遣やる。

「マーズ＝ミィオ」

「はいはい」

　夜会服の若い女は隠かくし持っていた籠手ガントレツトを両腕に装着した。

「コーネリア＝ヴィン」

「ひひ」

　五人めの少年は給きゆう仕じ服ふくを脱ぎ捨て、代わりにどこから取り出したのか灰はい色いろの羽織物マントを纏まとう。

「シド＝エノーレ＝ジャックリフト」

「……承知」

　壮年の男は夜会の警けい備び任務をしていた王属騎き士しだった。

「ピート＝ローレンス」

「うむ」

　混乱に乗じて侵入してきたか、身の丈たけ二米メートル近い禿とく頭とうの男。片腕に巨大な斧おのを抱えている。

　そうして、

「レッツィ＝オリガは殺されてしまったから、残るは私、それから外にふたり。以上十人」

　ユヴィオール＝カタシェレティスは、緩かん慢まんな、それでいて怖おぞ気けのする殺さつ気きを纏い、

「王族と貴族……ああ、私たちの標的はまさに、王族と貴族なんだよ」

　虚うつろな笑えみを浮かべて──告つげた。

「つまり、きみたちだ。アルテミシア王女と、人造人間の騎士よ」
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　開かれた扉から差し込む月光は、窓のないこの部へ屋やで蠟ろう燭そくに次ぐ明あかりとなった。

　けれどそれは闖ちん入にゆう者しやたちの足あし許もとに薄うすい影かげを作ったに過ぎない。

　レキュリィと老ろう執しつ事じカルブルック＝ティーウェは、自分たちの執務室に乗り込んできた彼らを、鋭するどい視し線せんで睨にらみ付けている。

　敵の数は合計で六。男が四、女が二。

　それぞれが武器を構え臨りん戦せん態勢にあった。

「……さて、知った顔があるか？　カルブルックよ」

　レキュリィが唇だけで笑えみを作り、その六人を睥へい睨げいした。

　執事バトラーはそれに応こたえ、右端から順番に敵の名前を挙あげていく。

「はい。まずはハシィ＝ギーツラーナ。贇いん国こくの東、縛ばく国こくから流れてきた剣士ですな」

　暗くら闇やみに溶け込む浅黒い肌に、細い眼、白い髪。異国の青年が持つ得え物ものは、籠手ガントレツトから長い刃やいばを三本生はやした、言わば鉄爪である。

「それから『風使い』ソーヤ＝グラウス。先月、雇い主を殺害して逃亡中の身です」

　薄うす紅べに色いろの外套コートを着込み、手には短杖ロツドを持った男が名を呼ばれ片かた眉まゆを上げた。

「リッチー＝カイエンとベス＝カイエンの兄妹。最近名が知れ始めましたな」

　同じ意い匠しようの鎧通しエストツクを携えた年若い男と女。ふたりは似通った顔でそれぞれ不敵に笑んだ。

「そしてティ・キ＝ライムに……残るひとりは、ドノヴァン＝エイムではないですか？　貴き殿でんは医師を営んでおいでだったはずですが」

「あはっ！」

　ティ・キが楽しげな嬌きよう声せいをあげる。

「きみのことまで知ってたなんて、凄すごいねー。ドノヴァン」

　ドノヴァンと呼ばれた青年は、不ふ　機き　嫌げんそうに唇を歪ゆがめた。

「まったく、恐いな。『レキュリィの宴うたげ』ってやつは」

　年ねん齢れいは二十半ばほどか。背の高い美丈夫である。刺突短剣ステイレツトを弄もてあそびながら吐はき捨てる。

「六対二、ですか」

　そんな彼らを眺めながら──老ろう執しつ事じは糸目を細めた。

「試算が甘いぞ、カルブルック。実質的には六対一……というよりも、ぬしは赤あか子ごのように無力な儂わしを守りながら、たったひとりで戦わねばならん」

「おまけにこの狭い屋内。如何いかが致しますかな、奥おく様さま」

「まあ待て」

　戦意をわずかに覗のぞかせた執事バトラーを制し、主人たるレキュリィは小さく鼻を鳴らす。

　場の空気を無視し、悠ゆう々ゆうとした声で全員に問うた。

「とりあえず尋きこうか？　さっきの話の続きだ。ぬしら何故なぜ、儂の命を狙ねらう？」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　最初に答えたのは『風使い』ソーヤ＝グラウスだった。

「知れたこと。貧しい市民を過剰に搾さく取しゆし私し腹ふくを肥こやす、金の亡もう者じや……貴様たち『レキュリィの宴』に鉄てつ槌ついを下すためだ」

「おやおや手て厳きびしい。そう見えておるのか」

「彼はヘリックス主義者だからね。仕方ないよ」

　リッチー＝カイエンが肩を竦すくめ、ソーヤの思想に失笑した。

「僕らは違う。単にお金が欲しいだけさ。ねえ、ベス？」

「ええ、リッチー。お金は素敵すてきだわ」

「つまり、報ほう酬しゆう目当て、と。そこな異国の戦士よ、ぬしは？」

「……復ふく讐しゆうだ。この国へな」

　どこか辿たど々たどしい発音で吐はき捨てるハシィ。

「なるほど。……まあ、何があったのかは尋きかんよ。二十年前の戦いくさで我わが瑩えい国こくが東方三国に何をしたのか、少しは知っているつもりだ」

　まだ煉れん術じゆつが本格的に実用化される前の戦乱だったが、当時から瑩国と東方の国々とでは軍事力に格段の差があった。つまり、一方的な虐ぎやく殺さつに近いことが行われているはずである。

「ドノヴァンというたか。ぬしは？」

　次いでの問いにドノヴァンは何故なぜか、

「……言っていいのか？　魔ま女じよの嬢じようちゃん」

　ティ・キへと伺うかがいを立てる。

「いーんじゃない？　別に」

　軽い調ちよう子しで頷うなずくティ・キ。

　満足したかのように、彼は改めてレキュリィへ向き直り、

「俺おれには少し変わった趣しゆ味みがあってな。……人間の肚はらの中を見るのが好きなんだよ」

　刺突短剣ステイレツトを弄もてあそびながら、おぞましいことを語り始めた。

「桃もも色いろの臓ぞう物もつと赤い血と白い骨と蠢うごめく肉、そういうのがたまらないんだ。医者をやってるのもこの趣味を活いかすためさ。でも最近、どうも物足りなくなってきててな。老ろう若にやく男なん女によすべての肚を観かん察さつしすぎたせいか、もっと変わったものの臓腑はらわたが見たくなった」

　刃やいばを愛いとおしげに眺め、それから嗤わらい、

「そう……たとえば、人造人間の、とかな」

　楽しそうに、言い放つ。

　人造人間ホムンクルス、という単語にカルブルックが殺さつ気きを増し、レキュリィは眼を細めた。

　──しばらくの沈ちん黙もくが流れる。

「……そうか、なるほどな」

　ややあって、童女の姿をした人造人間ホムンクルスは得とく心しんしたように頷いた。

「ティ・キ＝ライム。ぬしの動どう機きを問うまでもない。儂わしはぬしらの雇い主がわかったぞ」

「へえ、誰だれ？」

「ユヴィオール＝カタシェレティスだ」

　今度は刺し客かくたちの空気が硬直する番だった。「きゃは！」と愉ゆ快かいげな叫びをあげたティ・キを除き、誰だれしもが驚きよう愕がくに眼を見開く。

「ね、どうしてわかったのさ？」

　無邪気に尋きいてくる魔ま女じよに、失笑するレキュリィ。

　彼女はひとりずつを順番に見み据すえながら、解説した。

「ヘリックス主義者に報ほう酬しゆう目当ての兄妹、それから復ふく讐しゆう目的の異人、更さらには猟りよう奇き趣しゆ味み、おまけに精神異常者……これだけ多様な連中が結けつ託たくしておるのであれば、まずは特定の組そ織しきが画かく策さくしたことではなく、個人の仕し業わざと見ていい。その上で観かん察さつしてみると、ぬしらの武器にはどれも鍵けん器きが付いておらんことがわかる。天てん堂どう騎き士しも中にはいようが……どうやら煉れん術じゆつ師しは全員『グラフの数珠じゆず』を持っている模様。あれを調ちよう達たつできる者は限られるのだよ」

　ティ・キを、カイエン兄妹を、

「次いで、決行日よ。貴族たちが悳とく国こく王子歓迎の晩ばん餐さん会かいを開いている真まっ最中……この機きを狙ねらうということは、どういうことか？　様さま々ざまな理由が考えられるが、少し穿うごうてみれば、儂わしが兄様に助力を乞うことを懸念したという線せんが見えてくる。つまりそれは逆に、兄にい様さまも儂らに助力を乞こえんということだ。一カ月前の『引き裂き魔』事件のようにはな。それを不安がる頭と知ち識しきを持っているのは、儂の知る限りあやつしかおらん」

　ソーヤを、ハシィを、ドノヴァンを、

「最後に、儂のことだ。儂が人造人間ホムンクルスであることを知っておるのは限られる。特定の条件を満たす者にしか教えんことにしているのだよ。まず口が堅い者。加えて、この情報に見合った利益をもたらしてくれる者。更に、次のうちのどちらかに該がい当とうする者。つまり……絶対に信用できる者か、絶対に信用ならん者だ」

　そして──この場にいない、ユヴィオールに憎ぞう悪おだけを送る。

「奴やつは後者のうちのひとりだ。しかも数少ない、な」

　言い切ったレキュリィに対する一同の空気は今や、緊きん張ちようではなく殺さつ気きじみたものへと変わりつつあった。それはつまり、脅きよう威いであり恐怖である。

『レキュリィの宴うたげ』が何故なぜ、国内のあらゆる組合ギルドを束たばねられているのか。何故、経済の流れを制御できているのか。何故、市民の殆ほとんどが正体もわからない首長を戴いただく組織に、さしたる疑問も持たず信頼を抱いているのか。その理由を、彼らは垣かい間ま見みた。

　レキュリィは情報をまるで手足のように操あやつっている。

　自分の秘密を巧たくみに明あかしては隠かくし、他者の秘密を鮮あざやかに暴あばいては晒さらし、世界の秘密を楽しげに覗のぞいては弄もてあそぶ──どんな暴ぼう力りよくよりも、それは恐ろしいことだ。

「おやおや」

　全員の表情が変わったのを見て、レキュリィは軽く肩を竦すくめた。

「どうやら火を点つけてしまったらしい」

「ねー、どうする、みんな」

　問うたティ・キ＝ライムに、各おの々おのが返事をする。

「改めて確かく信しんした。貴き様さまは死なねばならん……おぞましい資本主義の怪物よ」

　ソーヤ＝グラウスの激げき情じようは特に猛たけっていた。身分を否定し富の再分配による人民の平等を謳うたうヘリックス主義者としては当然の反応だろう。

「お前のような傲ごう慢まんさが、我わが祖国を蹂じゆう躙りんした」

　ハシィ＝ギーツラーナもまた、憤いきどおりをレキュリィへ向けたようだ。

「肚はらだけじゃない、頭も観かん察さつしたくなった」

　ドノヴァンは自身の恐怖を残酷さで誤ご魔ま化かすように呟つぶやく。

「名前を知られちゃったし、もう殺さなくちゃいけないよね、ベス。じゃないと僕らは完かん璧ぺきに食いっぱぐれるよ……仕事、干ほされちゃう」

「そうね、リッチー」

　カイエン兄妹の出した結けつ論ろんは切実だった。




　全員が武器を構えた。

　故ゆえに、カルブルック＝ティーウェはゆっくりと歩み、レキュリィを守るように前へ立つ。

「さて、では始めるか、おのおの方」

　レキュリィは長椅子ソフアに腰掛けたまま、片手をそっと挙あげた。

「もはや儂わしらにもぬしらにも、戦わない理由はない」

　そして傲ごう慢まん極きわまりない王のように──腕を振り下ろし、戦いくさの火ひ蓋ぶたを切る。

「存分に殺し合え、儂が許す」
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　かくして始まった戦いは、わずか数十秒で執しつ務む室しつに致命的な破は壊かいをもたらした。

『風使い』ソーヤ＝グラウスの操あやつる突風と真しん空くう刃ばは書類という書類、小物という小物を吹ふき飛ばし、絨じゆう毯たんや壁かべに爪つめ痕あとを残す。『アイリスの七番』がただの蛇じや腹ばら剣けんであったら、それらはとうにカルブルックとレキュリィをも転がし切り刻んでいただろう。

　ハシィ＝ギーツラーナが天てん堂どう騎き士しであったのは、幸いだったのか不幸だったのか。派は手でな煉れん術じゆつの使用がない代わりに、的てき確かくにじわじわとカルブルックへ攻こう撃げきを喰くらわせていく。故国で習得したらしき変へん幻げん自じ在ざいの体術も厄やつ介かいだった。

　カイエン兄妹の連係攻撃は、この多対一の状況においてさほど効果をあげていないかのように見える。だが一方で、攻撃の合間にふたりがかりで長々と言こと霊だまを詠えい唱しようしていた。恐らくは協力して高こう冠かん位い煉術を発動させようとしているのだろう。『グラフの数珠じゆず』によって強化されたそれは、部へ屋やごとを吹き飛ばしてしまうかもしれない。

　ドノヴァン＝エイムは生物系煉れん術じゆつの遣つかい手だった。小さな毒虫、羽は虫むし、更さらにはひと抱えほどもあるおぞましい節足動物までを、何匹も何十匹も執しつ拗ように放ってくる。さしものカルブルックも時折『アイリスの七番』が作る包囲網もうをかいくぐられ、足で踏み潰つぶしたり手で叩たたき落としたりなどの対応を迫られている始末。

　ティ・キ＝ライムは後方に陣取り、彼らの攻こう撃げきをにやにやしながら見ている。

「ぬしは戦わんのか？　小娘」

　レキュリィは余裕に満ちた表情で、魔ま女じよに問いかけてみた。

「そら、たかが五対一ではぬしらの分ぶが悪いぞ」

　およそ防戦一方であるにも拘かかわらず、虚きよ勢せいを張ってみせる。

「私は弱いからねー」

　対するティ・キもまた、この場に満ちる剣けん戟げきの空気にそぐわない口く調ちようで返事をした。

「無理無理。戦っても勝てないし、割り込む隙すきもないよ」

「確たしかにな。……現状でも、五人同時は難むずかしいようだ」

　一般に大勢がひとりを囲んだ場合、同時に攻撃できるのは前後左右、つまりせいぜい四人までと言われている。それ以上になると互いの武器や立ち位置が邪魔してしまうのだ。

　しかも煉れん術じゆつ師しとなれば、ただ剣を振るうだけという訳わけにはいかない。この場合、適切とされる人数はふたり、多くて三人。ましてや『グラフの数珠じゆず』などを使っていれば、意図せずとも大きな煉術で味方を巻き込んでしまう。カルブルックが蛇じや腹ばら剣けん一本ですべての攻撃を捌さばけているのは、彼の力量に加えて向こうの手数が見かけほどではない故ゆえだった。

　とはいえ、波状攻撃での連携や前ぜん衛えいと後衛で協力しての同時攻撃は頻ひん繁ぱんにやってくる。彼らの腕は相当なものと言ってもよかった。

「おいおい」

　毒気から生成した蜈蚣むかでをまき散らしながら、ドノヴァンが冷や汗混じりに苦笑した。

「この爺じいさん、半はん端ぱじゃないな。後ろにも眼がついてんのか？」

　全方位から来るそれらすべてを蛇腹剣のひと振りで打ちのめし、カルブルックは笑う。

「お褒ほめ頂き、光栄ですな」

「……認めよう、貴き様さまは戦士だ」

　そのついでに一撃を見み舞まわれ、大きく後方宙返りで逃のがれたハシィが悔くやしそうに牙きばを剝むいた。

「汚らしい煉術を使わずこれほどとは、恐れ入る」

　カイエン兄妹は一歩下がり、ふたりで延々と言こと霊だまを詠えい唱しようしていた。

「『起きろレエゼ』！／幻まぼろし／まほろば／降こう臨りん／そぞろ／骸がい骨こつ／しゃれこうべ……」

「忌いみ忌みに伏せ／鰆さわらたちは腐り／病み虫は吠ほえ／毒どく兎うさぎは痙けい攣れんする／れ『起きろレエゼ』！」

　もはや合計で百ひやつ編ぺんを超えつつある。その間ずっと開け続けている煉れん獄ごくの扉は、部へ屋や中に花の香かおりをまき散らしていた。

　ただひとり、ソーヤだけが無言である。

　実直に風を操あやつり、途と切ぎれさせることなく攻こう撃げきを続けている。

「……カルブルック」

　レキュリィは小さく執事バトラーの名を呼んだ。

「どうだ？　後ろで紡つむがれている煉れん術じゆつが厄やつ介かいそうだが」

『言こと霊だまから察するに、気体の精製ですな』

　カルブルックは背後から来た攻撃に合わせるようにレキュリィの正面を向いた後、唇だけで喋しやべった。無音である上に暘よう国こく語ご、察せる者はいない。

「……なるほど」

　部へ屋や中に充満させた毒気を、そのまま別の毒素にでも置換するつもりか。

　たとえば硫りゆう化か水素や一いつ酸さん化か炭素など、微量を吸い込んだだけで身体からだを害す──煉れん獄ごくの大気よりも遥はるかに強力な毒性を持つ気体は、この世に幾いくらでもある。もちろん煉術であるから、時を置けば身体の中で再び煉獄の毒気へと還かん元げんされるが、破は壊かいされた体たい機き能のうは元に戻らない上に一時でも自由を奪うばわれれば致命的だ。

　レキュリィはひとり密ひそかに失笑を洩もらす。

　躊ちゆう躇ちよなく仲間を道連れにしようとしている辺あたり、あの兄妹はなかなかやる。金銭を得るという純粋な欲望は、主義や思想や趣しゆ味みなどよりもよほど潔いさぎよいではないか。

　──もっとも、褒ほめてやる気には到底なれないが。

　問題は時間だ。

　兄妹の煉術が完成するまでどれほどか。もはやレキュリィの周囲、つまり部屋の中心部さえも忌いま々いましい毒気の香かおりで満ち始めている。呼吸を止めた程度で逃のがれられるほど生なま温ぬるくもないだろう。急がなければならない。

　幾いくつかの策を頭の中で列挙した。

　一、床ゆかを破は壊かいして階下へ逃のがれる。

　一、執事バトラーに自分を守るのをやめさせ、攻撃に転じる。

　一、このまま煉術を起動させ、その瞬しゆん間かんにできるであろう兄妹以外の隙すきを突く。

　それぞれを検討してみるが、

「勝つためのものではない、な」

　どれもすべて、不利を前提にした策だ。つまりは負けの可能性を認めて打つ一手である。

「……仕方ない」

　正直なところ──余裕の態度を見せてはいるが、レキュリィは焦あせっていた。だからこそ、その場凌しのぎにしかならない手は打ちたくない。

　嘆息し、度たび重かさなる攻撃を防ぎ続けている執事バトラーにもう一度、視し線せんを遣やる。

『奥おく様さま……まさか』

　察したのか、唇だけで驚おどろきを呟つぶやく執事バトラーに笑えみを向ける。

「まったく。傷だらけではないか」

　幾いくらカルブルックがこの国でも有数の天てん堂どう騎き士しであっても、手にした蛇じや腹ばら剣けんが『アイリスの魔ま剣けん』であっても、五人の攻こう撃げきを捌さばき続けるには無理がある。防ぎきれなかったものはこれまで幾いくつもあり、しかしそのすべてを彼は、自分の身体からだで受け止めていた──レキュリィに届かぬように。主あるじに毛ほどの傷も付かぬように。

　もちろん、それこそがカルブルック＝ティーウェの矜きよう持じである。

　レキュリィも充分に理解している。だからこそ躊ちゆう躇ちよした。

　自分が動くのは彼に対する侮ぶ辱じよくであり、誇りを傷付けることになるが故ゆえに。

「だがな、カルブルック。矜持というならこの儂わしにもある。主として……愛する執事バトラーが、このようなくだらん戦場で傷付くのを黙だまって見ていることなどできんよ」

　そう。くだらない。

　つまるところ、それなのだ。

　レキュリィの戦場は算そろ盤ばんの上にあり、書類の中にあり、交渉の席にある。人類をよき方向へ導みちびき万民を幸せにするという理想の元にある。亡き父であり夫であるローレンの思い描いた、煉れん術じゆつによる発展と繁はん栄えいをこの国にもたらす道程にある。それに、矜持を賭かけている。

　ならばカルブルックの使命は、理想の元に誇りを賭けて戦うレキュリィを守ることだ。

　今ここで行われている戦いは、果たしてそれに足るものか？

　否。足りはしない。

　何故なぜならば彼らは、レキュリィが敵と認めるに足る魂を持っていないからだ。

「かしこまりました」

　カルブルックは観かん念ねんしたように、唇だけではなく声で笑った。

「……奥おく様さまの、ご随ずい意いに」

「ああ、すまんがそうさせてもらう。こいつらは……敵ですらない」

　レキュリィは立ち上がった。これまで決して動こうとしなかった長椅子ソフアから。

「ヘリックス主義の理想に寄りかかって、己おのれの頭で考えることをやめた愚か者」

　ソーヤ＝グラウスを睥へい睨げいする。

「復ふく讐しゆうという大義の本質を見失い、破は壊かい欲よくと正義を取り違え、仇かたきと手を組んだ愚か者」

　ハシィ＝ギーツラーナに舌打ちする。

「誰だれに味方すれば金銭をより多く得られるかを読み違えた愚か者」

　カイエン兄妹に嘆息する。

「崇すう高こうなはずの職しよく務むで己の下げ卑びた欲望を満たしている愚か者」

　ドノヴァン＝エイムに吐はき捨てる。

「面おも白しろ半分に煉術を弄もてあそび、興きよう味み本位で理ことわりを乱す愚か者」

　ティ・キ＝ライムを嘲ちよう笑しようする。

「そして彼らを上うわっ面つらの妄もう言げんで誑たぶらかし、本心を見せぬままに笑って使い捨てる愚か者」

　ここにいないユヴィオール＝カタシェレティスを──罵ば倒とうする。

「愚ぐ者しやには愚者の理があり、誇りがあり、魂たましいがあろう？　だが、貴き様さまらはそれすらも持っておらん。誑きよう惑わくされておることにすら気付かず、無自覚に受け入れるのみだ。そんな奴やつらが儂わしの執事バトラーと刃やいばを交えるのは……高こう慢まんで、おこがましい！」

　長椅子ソフアの背もたれ、隙すき間まへと手を伸ばす。

　そこに隠かくし持っていたものを指の間に挟はさみ、取り出した。

　右手に三本。左手に三本──軟木コルクで栓せんをされた、試し験けん管かん。

「おいおい、何だそりゃ？」

　ドノヴァン＝エイムが警けい戒かいしつつもからかうように問う。

　だから、答えてやる。




「……『供犠の血トロメア』。儂の血液を煮詰めて精製したものよ」




　ただし考える暇ひまは、与えてやらない。

　唇で軟木コルクを咬かみ抜いて、振りまいた。

　舞まうように。振るうように。

　レキュリィの血液だったもの──赤い粘液は、試験管を出て空気に触れた瞬しゆん間かん、一気に変質する。赤い、炎のような光の欠片かけらたちへと。

　まるで羽は根ねのように。木の葉のように。

　燃もえ上がり、床ゆかに落ち、燃え広がり、部へ屋やの一面に、燃え盛る。

　執しつ務む室しつはあっという間に紅ぐ蓮れん一色で包まれた。

「な……っ!?」

　誰だれかが叫んだ。

「おい!?　これ、は」

「心配するな」

　レキュリィは笑った。酷こく薄はくに、残酷に。

「熱あつくはなかろう？　それは物質を焼く炎ではない」

「あ……が！」

　再び、誰かが叫んだ。

「う、あ!?　ひ、ぎゃあっ」

「苦しかろう？」

　レキュリィは嘲あざけった。残忍に、凶きよう暴ぼうに。




「儂わしの血から作ったこれはな……物質ではない。魂を灼くのだよ」
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　この力のことは、レキュリィとカルブルックしか知らない。

　自分が人造人間ホムンクルスであるという情報を切り札とするなら、言わば奥の手だ。

『供犠の血トロメア』が持つ特性とは煉れん獄ごくとの共生であり、つまり毒気の無毒化。故ゆえにレキュリィ自身に戦う力はない──他者にはそう説明している。実際それは正しい。レキュリィの身体能力はほぼ童女に等しく、戦って勝てるのは子供くらいのものだ。

　だが、レキュリィの身体からだに流れる血を抜き取ってある手順で精製すると、特殊な物質ができあがる。空気に触れると気化し、まるで発火、燃ねん焼しようしたように発光するそれは、目にした者の肉を通じて経けい絡らくを駆かけ巡めぐり、精神を侵おかして魂へと到達し、破壊する性質を持っている。

　肉体も服も無事なまま、焼き尽くされるのは魂たましいのみ。

　それは父であり夫であるローレンが、魂の構造を理解したことによる副産物。自分の理想を託した愛まな娘むすめに与えた、理想に立ち向かうための魂の力だ。

　既すでにカルブルックは目を閉じ、炎を見ないようにしている。もちろんレキュリィ自身にその力は及ばない。これは人の魂にのみ作用するものなのだ。人造人間ホムンクルスの持つ魂は人と違う形をしている。故ゆえに、この炎で灼やかれることはない。

　紅ぐ蓮れんの向こうであちこちから悲鳴が聞こえていた。

　それは魂たましいの痛みであり、魂の苦しみだった。

　のたうち回る四肢がある。絶叫を絞り上げる喉のどがある。胸を搔かき毟むしり自らの頰ほおを覆おおう指先がある。だが赤く揺らめく冷たい炎は彼らの苦く悶もんを覆い隠す。

　思想も、正義も、欲望も、異常性も、すべては意い識しきの織おりなす人間性の顕けん現げんであり、つまりは魂が精神に座していてこそ発はつ露ろするものである。ならば魂そのものが焼き焦がされた時、精神に駆け巡る意識の流れはどうなるか。

「……死ね」

　レキュリィは呟つぶやいた。

「貴様らの魂は、現世で生きるに値せん」

　火か焰えんの勢いが収まりを見せるにつれ、彼らは床ゆかに横たわり、動かなくなっていく。肉体は死んでいない。心しん臓ぞうは動いている。痛みを与えれば身体は跳はねるし、手足を切り落とせば血が吹ふき出るだろう。だが、彼らはもはや自分の意志を持たない。魂の座さない精神は脳に意い識しきを宿らせることもなく、意識のない身体はただ生きているだけの肉に等しいのだ。
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　やがて炎がすべて消え、くだらない戦いに幕が下りる。

　レキュリィはカルブルックに声をかけ、魂を失った人間の残ざん骸がいを片付けさせようとする。

「む……」

　が、動かなくなった肉の数を数え、眉まゆをひそめた。

　床に転がっているのは、五つ。ハシィ＝ギーツラーナ、ソーヤ＝グラウス、カイエン兄妹、ドノヴァン＝エイム。つまり、ひとつ足りなかった。

「……小娘」

　ティ・キ＝ライムの死体だけが、部へ屋やのどこにもない。




『供犠の血トロメア』がまき散らされ炎が燃もえ盛った直後、紙かみ風ふう船せんがひとつ執しつ務む室しつの扉から廊下へと飛んでいったのを、レキュリィたちは見み逃のがしてしまっていた。
















　迫り来る剣に纏まとわり付いた煉れん術じゆつを毒気へと拡散させて喰くい、強化した腕で刃やいばを受け止める。

　湾わん刀とうに二十瓩キロの重さと人外の膂りよ力りよくを加え力任せに振るい、相手の一いち撃げきを弾はじき飛ばす。

　間かん髪はつ入いれずに二米メートルの背後から『とげ』『いばら』『つるぎ』の同時攻撃が敵へ向かう。

　飛来する金属片、襲おそいかかる生きた薔薇ばら、鎌かま首くびをもたげる水銀。

　それらに牽けん制せいされて敵の何人かは傷付き、何人かは舌打ちして逃のがれ、何人かは退たい避ひする。

　けれど勝負を分ける決定的な攻撃とはいかない。

　アルトの張った『障壁エレール２』の内側へと一いつ旦たん退避したフォグは、荒れた呼吸を整ととのえながら周囲を睨にらみ付けた。その視し線せんに敵の面々はそれぞれの反応をする。

「……とんでもねえな、ったく」

　苦笑混じりにレイド＝オータムが呟つぶやく。

　十年前に大事件を引き起こしたという男と数度斬きり結んだが、どうやら本物だと確かく信しんせざるを得ない。気配けはいが、力量が、明らかに他ほかと違う。

「化ばけ物ものめ」

　王おう族ぞく騎き士しの身でありながら裏切ったシド＝エノーレ＝ジャックリフトは、皺しわの刻まれた頰ほおに憎ぞう悪おの色を浮かべる。

　さっきから使っている、青あお色いろの刀身をした片手用の焰様剣フランベルジエは儀ぎ礼れい用に見えたが『アイリスの十六番』と比べても当たり負けしていない。かなりの強度だ。レキュリィが揃そろえた特注品だろうか──まったく、余計なことをしてくれる。

「いや、見事」

　ユヴィオール＝カタシェレティスは得体えたいが知れなかった。

　ぞっとするような殺意を放ってくるかと思えば、踏み込まずに離はなれる。気の入っていない一撃が意表を突く重さを持つ。さしたる儀式も見せずに突然大きな煉術を使ってもくる。雲を摑つかむような、霧きりを裂くような感覚はどうにもやりにくかった。

「しかしまあ、あっという間に三人やられたか。これはどうしたものかな」

　床ゆかに転がった仲間の死体を眺めて肩を竦すくめるその様さまに、フォグは吐はき気を覚えた。

　戦いが始まって、半時ほど経たつ。

　その間仕し留とめたのは、ユヴィオールの言う通り三人。『こそ泥』の異名を持つ短刀使いコルセイ＝マス、『雪原の狼おおかみ』と名高いジャック＝サークリフ、一団の中では最も年若かった少年コーネリア＝ヴィンだ。人数自体は十人から七人、夜会場の中だけを見るなら八人から五人。随ずい分ぶんと数が減ってはいる。もっとも、楽になったかといえば微み塵じんもそうは思えない。

「どいつもこいつも油ゆ断だんし過ぎなんだよ、ったく……相手の力量が読めねえのかね」

　レイドの批判は概おおむね正しい。三人ともこちらを舐なめてかかっていた。

「あら可哀かわい想そう。そんなに死者を責めなくてもいいじゃない」

　貴族服の女性、マーズ＝ミィオが両腕の籠手ガントレツトを打ち鳴らしながら笑った。彼女は女の身で格かく闘とう術じゆつを使う。籠手ガントレツトの先端に小規模の爆ばく発はつ煉れん術じゆつを仕掛けたりなど、戦い方が上手うまい。

「『こそ泥』とコーネリアちゃんは確たしかに油ゆ断だんね。前者は頭が弱かったし、後者は子供過ぎた。でも、ジャックはちょっと相あい性しようが悪かったかな」

　確かにマーズの言う通り、後こう衛えい煉術師であるジャック＝サークリフはフォグとアルトにとって戦いやすい相手だった。離はなれたところからの自然系煉術は、フォグにとって餌えさでしかない上にアルトの『障壁エレール２』に対しても無力。しかも懐ふところに入り込まれればそれで終わりだ。

「おい、何だお前。あんなひょろっとした奴やつが好みだったのか？」

「そうね。少なくとも、連続殺人の主犯格なんかよりは」

「は、言ってくれらぁ」

　軽口を叩たたき合うレイドとマーズの横で、斧おのを抱えた大男、ピート＝ローレンスがひと言。

「負けは負けだ」

　各おの々おのが好き好きに、死んだ仲間のことを評し合う。

　彼らの空気は、フォグにとってどうにも落ち着かないものだった。

　仲間がやられたことに対する哀あい悼とうも憤ふん怒ぬもなく、自分がそうなるかもしれないという恐怖や焦しよう燥そうもない。それぞれが完かん璧ぺきに個人主義であり、仲間の生命を何ら気にかけず──一方で攻こう撃げきに際しては、見事なまでの連携を見せもする。

　レティック＝メイヤたちを思い起こさせる。利害関係のみで繫つながった手練てだれの集団は、私情がない分すべてにおいて冷静で、だからこそ実力を十二分に発揮する。戦いにくいことこの上なかった。しかも個々の強さと頭数は、今回の方が遥はるかに上ときている。

「さて、じゃ、もういっちょ行きますかね」

　軽く身を沈め、レイドが跳ちよう躍やくした。

　フォグは一歩を踏み出して迎え撃うつ。

「……浪ろう々ろう／白く／飾り紐ひも／破裂する七葉の杣そま！」

　短い詠えい唱しようの後、細身の剣に纏まとわせたのは黒い霧きり──火か薬やくだ。

　名を『爆裂雨オータム２』、十年前に彼自身が開発した第だい六ろつ冠かん術式である。

「ち……！」

　幾いくら『消失点カイナ』でも、爆発した直後の轟ごう音おんや衝しよう撃げきまでもを完全に無効化することはできない。それをこの短期間で学習した上での選せん択たくだろう。しかもレイドは『グラフの数珠じゆず』を使わず、武器に組み込まれた一般の鍵けん器きを用いて術を発動していた。これでは喰くってもたいした力に変換できず終わる。計算高いという他ほかない。

　とはいえこちらも、思うがままにやられるつもりはなかった。

　黒く煙けぶった剣けん閃せんを、火薬を爆発させないように素す手でで受け止める。既すでに手て許もとの鍵器で身体からだは強化済み。刃やいば同士がかち合わなければ爆発の可能性は薄うすく、腕一本で受ければどんなに悪くても軽い火傷やけど。それよりも爆発そのもので視覚や聴ちよう覚かくを奪うばわれる方がつらい。

「む、やるな！」

『爆裂雨オータム２』を吸収されたレイドは楽しそうな声をあげた。

　その横腹に『アイリスの十六番』による一いち撃げき──しかし果たせずに終わる。

　剣を持たないもう片方の腕が、鋭するどい貫ぬき手てを湾わん刀とうにかち合わせてきた。金属の刃やいばを纏まとわせている。先端を尖とがらせて回転するそれは、察するに『螺旋抉オータム７』か。

　湾刀の刀身にまで『消失点カイナ』は宿らない。回転の勢いで二十瓩キロの重さも弾はじき飛ばされる。

「く……！」

　体勢を崩くずしたところに、ピート＝ローレンスの大おお斧おのが迫っていた。

「破はぁっ！」

　裂れつ帛ぱくの一撃。込められているのは『重刹フレオ４』。

　武器の重量を倍加して威力を上げる第だい四よん冠かん、つまりはフォグの湾刀とほぼ同じ効果を持つ術式だ。しかも彼は『グラフの数珠じゆず』を使っている。

　受ける訳わけにはいかない。ならば、

「アルト！」

　後方に宙返りして逃のがれつつ、短く叫ぶ。背後のアルトが頷うなずき、煉れん術じゆつ陣じんを展開。背中から広がる紋もん様ようは直ちよく線せんを折り曲げながら目まぐるしく展開し、

「……『ほのお』」

　彼女の頭上に現れた青い水晶、数はひとつ。

　創成されると同時、ピートへと放たれる。

　禿とく頭とうの巨きよ軀くは、唇を引き結んで『重刹フレオ４』を込めた斧を振るった。

　撃うち落とすつもりのようだ。斧の刀身と青い水晶は正せい確かくにぶつかり合い、水晶の方が破裂した──フォグの目もく論ろ見み通りに。

『ほのお』の中身は、衝しよう撃げきに反応して発火する性質を持った粘着性の液体、つまり高こう濃のう度どの『灼き水シエナ６』である。着弾と同時に付着して炎上する。

「ぬ……お！」

　ピートが驚おどろきと苦く悶もんで、炎を帯びた武器と両腕を振る。

「おいおい」

　レイドが驚きよう愕がくに一歩下がった。

「冗じよう談だんじゃねえ、こんなところで火事は……」

　もちろん、そうはならない。

　フォグはピートを追撃した。

　炎に構わず襲おそいかかる。何故なぜならこれは煉術の火か焰えん。フォグが触れれば搔かき消えて毒気へ戻る。故ゆえに、相手が苦しんでいる隙すきに頭部をかち割り、後でゆっくり消火すればいい。

　が、その瞬しゆん間かんだった。

　唐とう突とつにピートの身体からだから白煙が立ち上る。吸い込み思わず咳せき込んだ。肺に入ってくる感触は痛み──いや、冷気と水。

　たまらず一歩を飛とび退のいたフォグの目に写ったのは、燃もえ上がる炎ではなく、燻くすぶって立ち上る煙。そして、火傷やけどの上に凍とう傷しようを重ねたピート＝ローレンスの両腕だった。

　氷雪系の煉れん術じゆつで消火したのか。でも、いったい誰だれが。

「さすが」

　間合いの外で腕組みをして戦いを見守っていたユヴィオールが、感嘆した。

「うちの狙そ撃げき手しゆは優ゆう秀しゆうだね」

「狙撃手、ですって？　そんな……」

　弾丸に煉術を込めて味方を撃うったというのか。

　もちろん結果だけを見れば、火が燃え広がるのを防いだ上にフォグの追撃も阻止し、しかもピートの救出までできている。だが、彼とて無傷で済んでいる訳わけではない。一歩間違えばただ味方を殺しただけに終わっていただろう。凄すさまじい判断だった。

　何よりここは屋内だ。幾いくら前面が硝子ガラス張ばりだといっても、狭い視界に動き回る標的、いったいどこからどうやって狙ねらったというのか。

「うん、じゃあそろそろ、彼女にも協力してもらおうかな」

　ユヴィオールの右手が挙あがる。合図を送るように振られる。

　フォグは咄とつ嗟さに横へ飛び退いた。

　次の瞬しゆん間かん、背後の壁かべに穴が穿うがたれる音。次いで、破裂したように広がる黒い網あみ。

　──『女郎蜘蛛の接吻エレンテイーナ９』か！

　敵を捕ほ獲かくするための煉術だ。しかし銃撃に付加したにしては範はん囲いが大きい。

「……まさか」

「ご明察」

　アルトの『障壁エレール２』内へ逃のがれたフォグに、ユヴィオールは笑う。

「弾頭に、超小型化した『グラフの数珠じゆず』を埋め込んである。『愚者の石グラクシール』と同じく物理的衝しよう撃げきで煉れん獄ごくの扉が開くように改造してね。どうだい？　これで狙撃手の弱点は大幅に改善されたと言っていい。大いなる一歩だろう？」

　それは、つまり。

「きみの武器と同じだよ、フォグくん。もちろん、原理だけじゃなくて開発者も」

　トリエラ＝メーヴの──。

「冗じよう談だんじゃ、ない……」

　フォグは唇を咬かんだ。

「ふざけるな！」

　張り付けたような笑顔えがおを睨にらみ付ける。

「トリエラは、あなたのことを友達だと言っていた。親しかったはずです。部下に欲しい、なんて冗じよう談だんまで言っていたんだから。それを……それを」

　拳こぶしを握り、震ふるわせ、怒りを言葉に乗せる。

「彼女の友情を裏切って、何とも思わないのか！　あなたは！」

　しかしフォグの感情は、相手の心に届かない。

「はは……残念だな、その評価は」

　いや、或いは、届いていてなお無視しているのか。

「私は彼女の友情に報いたいんだよ。だからこそ、開発した技術を有効活用している」

　ユヴィオールは笑っている。

「それにね。部下に欲しい、というのなら、私だって同じ気持ちだった」

　悪意に満ちた言葉でありながら、声こわ音ねに悪意の色はない。

「彼女は私を部下にしたがっていた。でもそれは裏を返せば、一緒に仕事をしたいということさ。私と一いつ緒しよに、煉れん術じゆつの発展に大いなる努力を注ぎたいということさ」

　まるで自分がしたことを、善意の行為だと思い込もうとしているかのように。

「だったら、どちらが部下でも構いはしないだろう？　私が上司であっても、彼女の才能を存分に引き出せるのなら特に問題はない。何故なぜならそれこそが彼女の……私の友人の幸せであり、人生の目的なのだから。研究者たるの本ほん懐かいを、私は彼女に与えているんだ」

　まるで自分を、無実の聖人だとでも言うように──。

　相手の余裕が、どうしても許せない。

　フォグの激げき情じようは飽ほう和わした。

「……ユヴィオール＝カタシェレティスぅっ!!」

　他ほかの敵を無視して、駆かけだす。

　鍵けん器きで呼び込んだ毒気を、アルトの周囲にあったものと含めて吸収。『アイリスの十六番』を手に、態勢を低くして殆ほとんど四つ足のように走る。

　強化した視力に、前方から迫ってくるものが見えた。ユヴィオールの脇わきを掠かすめて高速で飛来するそれは、狙そ撃げき手しゆの放った弾丸。弾道に湾わん刀とうを合わせ、角度を付けて受け流す。衝しよう撃げきで煉術が起動、爆ばく発はつが発生したが既すでにフォグにとっては後方。ユヴィオールは目前に迫っている。

　息を吐はきつつ懐ふところに飛び込み、下段から短刀を跳はね上げる。

「む……っ！」

　相手も動いた。尋じん常じようではない速度と身体能力で繰くり出されたフォグの攻撃に、一歩だけ身体からだを捩よじらせることで対応する。間合いを外し剣けん戟げきを躱かわしたのだ。

　カルブルック＝ティーウェに勝るとも劣らない体術。

　だがもちろん、追撃の手は緩ゆるめない。

　攻撃が空振りに終わって崩くずれかかった姿勢を、強化した膂りよ力りよくで無む理り矢や理りに止める。そのまま半身を押おし止とどめ、裏うら拳けんのような形で無造作に湾わん刀とうを叩たたき込もうとする。

「は！」

　一いち撃げきめを外されたことが凶きようと出たか──ユヴィオールへ援えん護ごに入る者がいた。

　横合いから突き入れられたのは、刀身の青い焰様剣フランベルジエ。

　壮年の騎き士しシド＝エノーレ＝ジャックリフトが、背後からフォグを強きよう襲しゆうした。

「……邪じや魔まを、するなあっ！」

　裂れつ帛ぱくとともに叫ぶ。攻撃後の硬直で静止していた焰様剣フランベルジエの刀身を無造作に摑つかみ、力任せに引っ張りながら──シドの腕を、湾刀でひと断たちに斬きり飛ばした。

「ぐ、あ……っ」

　しかしその攻撃もまた、ユヴィオールにとっては好こう機きでしかない。シドの右腕に恩義を感じたふうもなく、更さらに一歩を飛とび退のいてフォグの射程圏けん内ないから逃のがれる。

　もう一度仕掛けようと身を沈めるも、直後、腕に強い衝しよう撃げき。

「な……っ!?」

『アイリスの十六番』を狙ねらっての、銃撃だった。

　動きが一いつ瞬しゆん止まっていたとはいえ戦せん闘とう中ちゆうに、しかもこんな小さな標的を精せい確かくに──。

　自分の意志に反して湾刀が右腕とともに上へ跳はね上げられる。柄つかを握る五指が解ほどけなかったのは僥ぎよう倖こうか。耳に届くけたたましい金属音が痛い。たまらず後退し間合いを取る。

　そうして相手の波状攻撃に、機は逸いつされた。

　次の狙そ撃げきが来る前に、アルトのところへと撤てつ退たいする。せめて彼女に援護を頼めばよかったと後悔した。激げつ昂こうして熱あつくなったのが原因だ──カルブルックと仕合った際に教えられたのに。

　左手に微かすかな痛みを感じる。見ると、掌てのひらに傷があった。

　焰様剣フランベルジエを握った時だろう。身体からだを強化していたので大丈夫かと思ったが、あれの形状は元来、人を斬るために趣しゆ向こうを凝こらされたもの。波打った刀身は裂傷を与えるのに適している。それをまともに握ってしかも強引に引いたのであれば、皮ひ膚ふが傷付くくらいはするだろう。

　もちろん、傷といってもごく浅い。戦うに支障はない。

「おいおい、大丈夫か？　おっさん」

　レイド＝オータムが他人ひと事ごとのように、シドへ声をかけていた。

「片腕なくなっちゃったぜ、あんた」

「……あなたもおっさんでしょうに」

　呆あきれて眉まゆをひそめるマーズは、床ゆかに落ちていた焰様剣フランベルジエを拾い上げる。

「ねえ騎き士しさま。これ、まだ使う？」

「もう、いい」

　片腕を失ったシドは傷口を押さえながら、ふらつく足でそれでもこちらを睨にらみ付ける。

「私は仕事を完かん遂すいした。そうだな、ユヴィオール殿どの」

「ええ、感かん謝しやしますよ、ジャックリフト卿きよう」

　妙に不可解な会話に、フォグは眉まゆをひそめる。

　──仕事を完かん遂すいした？　どういうことだ。

　ユヴィオールは向き直り、こちらに視し線せんを遣やる。

「ところで……アルテミシア妃ひ殿でん下か」

　そして何故なぜかフォグではなく、その背後に立つアルトへと微笑ほほえみかけた。

　名を呼ばれ、びくりと脅おびえる矮わい軀く。

　湾わん刀とうを持ち替えてから、無傷の右手で彼女の手を握った。大丈夫です、と小さく呟つぶやく。

　と、ふたりへ問いが投げかけられた。

　壮年の騎き士しを軽く指差し、

「シド＝エノーレ＝ジャックリフト。それがこの方の名です。ジャックリフト伯はく爵しやく家けの先代当主にして、現、王属軍騎き士し団だん所属。……ご存じですか？」

「残念ながら知りませんね」

　フォグは吐はき捨てた。

「僕らはそもそも別働部隊です。本隊の方々に知人は殆ほとんどいません。ましてや、国を裏切るような者の存在など、知ったことではない」

　が、その返答に肩を竦すくめるユヴィオール。

「きみには尋きいていないよ、フォグくん」

　彼の視し線せんは──アルトへと固定されていた。

「妃殿下、あなたにお尋きしているのですよ。ジャックリフト伯爵家をご存じですか？」

　思わず振り返る。

「知らない……」

　彼女はフォグの顔を見てようやく、小さな声をあげた。

「私、あんな人、知らないわ」

「そうでしょうねえ。あなたは覚えておられない」

　ユヴィオールは、当を得たりとばかりに笑った。

「それも無理からぬことです、妃殿下。何故なぜならばあなたがジャックリフト卿と最後に会ったのは、あなたがまだ生まれる前のことだからです」

「……どういうことです」

　たまらず、フォグは問うた。

　何故だか心しん臓ぞうがやけに跳はねる。呼吸が荒い。

「私は言ったはずだよ、フォグくん。私たちの標的はきみたちだ、と。王族と貴族、つまりきみだけじゃないんだ。アルテミシア妃殿下もまた、標的なんだよ」

「だから、それは……」

「あのような邪剣、本来なら使いたくはなかった」

　口を開いたのはシド。最初の言葉は独白に近い。

「だが私には、私の復ふく讐しゆうがある。そのために誇りなど捨てよう。我わが忠誠と思し慕ぼのため、私は貴き様さまらに……いや、あなたに復ふく讐しゆうを果たしたいのです。アルテミシア様」

　それがやがて、怨えん嗟さの声こわ音ねとともにこちらへ向けられていく。

　俯うつむき下がっていた視し線せんが上を向く。

　滴したたっていた傷口の血が激げき情じようによってか、止まる。

　シド＝エノーレ＝ジャックリフトは、言った。




「アルテミシア様さま。あなたは私の仕えるべき女性を、殺したのだ」




　フォグは目を見開いた。

「まさ、か」

　愕がく然ぜんとする。

「あなたは……」

「その、まさかさ」

　ユヴィオールが得意げに解説を始めた。

「彼は元々、拂ふつ国こく出身の貴族でね。およそ二十年ほど前にこの瑩えい国こくへやって来たんだ。瑩国国王であらせられるトーマス陛下へ嫁とついできた拂国王女エルザの伴ともとして」

　エルザ＝フィナ＝レ・テーゼ。

　拂国王女にして、瑩国王の先代王おう妃ひ。

　つまり、

「アルトの母親……の」

「忠誠を誓い一生お守りすると決めた人が、無む惨ざんにも産さん褥じよくの最中に生命を落とした。しかもどういう訳わけか、妊婦の身でありながらどんどん瘦やせ細りながらの出産を経へてね。奇妙な話だ。不可解と言っていい。何せそれまで王妃は健康そのものだったのだから。故ゆえに彼は理由を問い続けたんだ。主を失っても瑩国に留とどまりながら、騎き士しとして王妃の嫁いだ異国の王家に仕えながら、風土病、毒殺、あらゆるものを疑い……そしてつい最近、かの騎士は真相を知った」

「くく。教えたのはてめえだろ」

　レイド＝オータムが含み笑いで指摘するのを無視し、

「王妃の死因は、呪のろわれた子を孕はらんでしまったが故だった。しかもその子は、母親を殺しながらのうのうと生きている。さあ……だったら、どうする？」

　まるで舞ぶ台たいの上にでも立っているかのような、一方で舞台脇わきの解説者のような──口く調ちようで。

　フォグは叫ぼうとした。

　やめろ、ふざけるな、と。

　アルトに何の非がある。望んでのこととでも思っているのか。

　いや、それ以前の問題だ。彼女に──アルトに、こんなことを聞かせるな。

　喉のどを張り上げた。息を振ふり絞しぼった。

「……っ、……!?」

　しかし、声が出なかった。

　早はや鐘がねを打つ心しん臓ぞうと、不規則な呼吸。足が震ふるえている。

　激げき怒どによってのものではないことに、今いま更さらながら気付く。

「な……こ、れ……、……は」

「どうです？　ジャックリフト卿きよう」

　失血で顔面を蒼そう白はくにしてもなお視し線せんに力のあるシドを、ユヴィオールが一いち瞥べつする。

「邪剣も捨てたものではないでしょう」

「どう、ゆ、……」

　フォグはシドと対照的に、その場で膝ひざをつく。

　身体からだに力が入らない。意い識しきまでが朦もう朧ろうとしている。

　そんなフォグの視界に、整ととのっていながらも感情の読めない、虚うつろな笑顔えがおが映る。

　彼は言った。

「アイリスの魔剣だよ」
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　マーズ＝ミィオから焰様剣フランベルジエを受け取ったユヴィオールは、それを矯ためつ眇すがめつしつつ周囲へ得意げに見せびらかす。青あお色いろの、炎というよりも波を連想させる刃やいば。

「『アイリスの六番』。アイリスの魔ま剣けんの中でも性質は本当にたいしたことがないんだ、これは。元々がそれほどまで強くない一ひと桁けた後半においても、とりわけ目立たないと言っていい。だからこそ手に入れるのも容易たやすかったんだけどね」

　返事をしようとする者はいない。アルトとフォグ以外は誰だれもが知っていることだからだ。

　それでも彼は、口を喧やかましくさせる。

「こいつの特質は、毒。強力な神経毒を刃に内包させている。象ぞうでも殺せる強さらしいのだけど……まあ、はっきり言って同じことをできる煉れん術じゆつは幾いくらでもあるよね。『咬毒刀ブレアド９』しかり、『蛇斬りシヤミイ５』しかり。だから武器としての優ゆう位い性せいは魔剣と呼ぶには心こころ許もとない」

　でも、と。

　フォグを改めて見下ろし、笑う。

「そう、でも、だ。この剣に宿った毒は煉術ではない。煉れん禁きん術じゆつによって現世に固定された恒常的仮想毒なんだ。つまりこれが何を意味するか？　結果はフォグくん、きみの今の有あり様さまさ。その毒は、きみの『消失点カイナ』では解除できないんだよ」

　フォグの力は、毒気を喰くらうこと。そして、煉れん術じゆつを毒気に戻してしまうこと。

　けれど煉れん禁きん術じゆつで現世に固着された物質は、もはや毒気に戻らない──。

「まあ、象ぞうが殺せるほどの毒でもこれほどとは恐れ入るけどね」

　身体能力を強化しているお陰で、死なずに済んでいるのだ。

　ただし、たとえ『消失点カイナ』を発動させても、無効化はできない。効きかない訳わけではなく、効きにくくなるだけ。奇くしくも数日前、フォグがアルトに説明したことだった。

「さて」

　ユヴィオールは、一同を見渡した。

「趨すう勢せいはこちらに傾いた。あとの難なん題だいはひとつだけ。この姫ひめ君ぎみを守っている『障壁エレール２』だ」

　彼の言う通り、状況は危き機きという他ほかなかった。

　しかしアルトにとっては、外部の知らない人間たちがあれこれと騒さわいでいる外部情報よりも、このままでは殺されてしまうという未来よりも、もっと大事な──もっと重要なことがある。彼女にとっての『危機』とはつまり、その一点だけだった。

「フォグ！　……フォグっ」

　足あし許もとに倒れた少年へ覆おおい被かぶさるように縋すがり付く。滂ぼう沱だしながら抱き締しめる。

　どうしたらいいのかわからなかった。彼がこんなふうになってしまったことなど、これまで一度もなかったからだ。外で『お仕事』の時はいつだって、フォグはアルトを安心させてくれていた。だからアルトも落ち着いていられた。なのに。

「ア、ルト。すいません……ぼく、が」

「だめ……だめっ！」

　何がだめ、なのか。無理をさせてはいけないという気持ちと、早く起き上がって笑って欲しいという気持ちがごっちゃになって上手うまく言葉が出てこない。

　煉術で毒が消せないものかと思い、背中から煉術陣を生はやす。伸ばし、あれこれと感情のままに直ちよく線せんを中空へ張はり巡めぐらせてみるが、上手くいかない。解げ毒どくの煉術を作るにはその毒がどんなものかを理解する必要がある。直感で構わないのだが、アルトには上手く想像できなかった。炎や氷や鉄や雷かみなりとは違う、目に見えないものだったから。

「おいおい、解毒されるんじゃねえか？」

　レイド＝オータムがそんなことを言った。

「急がなきゃならんよな。でもユヴィオールさんよ、俺おれたちじゃこの『障壁エレール２』は、無理だぜ。俺とマーズの姉ねえちゃんは狭きよう範はん囲いの直接攻こう撃げき特化、ピートとシドのおっさんふたりは負傷中……狙そ撃げき手しゆの嬢じようちゃんでも駄だ目めだろう？　お前、できるのかい？」

　さっきからずんずんと、アルトの周囲に展開された『障壁エレール２』が揺さぶられている。レイドの剣、マーズの拳こぶし、狙そ撃げき手しゆの銃撃。いずれも破られる気はまるでしない。けれど、

「フォグ、フォグ！　フォグ……」

　そんなことよりも──アルトの大事なこの少年が、いつものように笑ってくれない。

「全員、退さがっていてください」

　ユヴィオールが言った。

「『起きろレエゼ』……／物忌いみ／夢追い／時哀あわれ／忘れ／死に／恍こう惚こつに去る」

　言こと霊だまの詠えい唱しようが始まる。

　背中にざわり、と鳥とり肌はだが立った。

　今まで外部のことなどどうでもよかったのに、何故なぜかそれには厭いやな感じがする。

「『起きろレエゼ』／炸さく裂れつせよ暴ぼう発はつせよ死傷せよ／陰いんより出いでて陽ようを為なし／陽より落ちて陰に為す」

「フォグ！」

「アルト。気を、確たしか、に……」

　フォグの目には焦しよう燥そうがあった。いけない、と言っていた。

　いけない──何がだろう？　せめて指示をくれればいいのに。そうすれば私は従うのに。

「譴けん責せきする皎こう々こうと混じる十九の禊みそぎ／掃そう滅めつする朗々と惑まどう四十六の楔くさび／『起きろレエゼ』」

「落ち着いて。集中、して、あの攻撃を……」

　無理だ。

　こんな状況でできっこない。アルトが落ち着くにはフォグが笑ってくれていることが必要なのに。外で起きていることよりもフォグのことが気になるのに。

「『起きろレエゼ』／病み色の棘とげ／闇やみ色いろの棘／終ついに／来たりて／笛を吹ふけ／……」

　そして。

　外で唱えられている言霊が、止やむ。

　厭な気配けはいが飽ほう和わする。

　アルトは涙で濡ぬれた顔で、フォグを抱いたまま振り返る。

「あ……」

　そこにあるのは、銀ぎん色いろの巨大な柱だった。

　ユヴィオールの足あし許もとから生はえた、円柱形をした金属の塊かたまり。

「……『千の剣戟コーンフイールド３』」

　彼はその名を、ふたりに告つげる。

「あなたの親、ローレン＝エヌ＝コーンフィールドが作った術式だよ。餞はなむけとしてもらってくれるかい？　もちろん、拒否権なんかないけどね」

　足が震ふるえた。

　常に煉れん獄ごくとともにあり、直感で煉れん術じゆつを操あやつるアルトには、見ただけで理解できた。

　あの金属の塊は、今から恐ろしいことをする。

　アルトの『障壁エレール２』が、耐えられなくなるような恐ろしいことを──。

「さあ……行け」

　ユヴィオールが言った。

　次いで、轟ごう音おん。

　がががががが──ががががが──ががが──が──と。

　金属柱は、見る間にその周囲に細い枝を生はやす。鋭するどく尖とがり鈍にぶく光る一本一本はすべて刃やいば。まるで生きた大たい樹じゆのように、アルトたちへ向かって襲おそいかかる。

「あ、……や……やだ！」

　茫ぼう然ぜんとした。いつか見た絵本に出てきた魔ま王おうに見えた。夜中子供が寝ている時にどんどんがんがんと家の扉をひっきりなしに叩たたき続ける悪者だ。扉が破れんばかりに、破れるまで誰何すいかは続く。まるで今のように、雨のように、この煉れん術じゆつのように。

　金属の枝が剣となり『障壁エレール２』をひたすらに殴る。やがて少しずつ、不可視の壁かべに不可視の亀き裂れつが入っていく。後から後から新しく生成しても間に合わない。

　もう駄だ目めだ、とアルトは直感した。

　だから襲おそい掛かってくる煉術から目を背け、フォグの胸へと顔を埋め、

「いや……助けて、フォグ」

「だめ……です、しっかり、アルト！」

　フォグの言葉よりも恐怖が勝まさり、抗あらがう心が折れた彼女は、

　涙ながらに──絶叫した。

「助けて……助けて、母様！」

　今は亡き母親への懇こん願がん。

　死を覚悟し、幼い頃ころに抱かれた記き憶おくを思い出したからか。

　或いはさっきぶつけられた、母を殺したのはお前だという怨えん嗟さを否定したかったのか。

「……くそ」

　フォグは呟つぶやく。

「畜生……っ」

　まるで、悔くやむように。

　今のこの窮きゆう地ちに対してではなく、これから起きようとしていることを悔やむように。

「母かあ様さま！　かあさまっ……！」

　母を呼んだのは、無む意い識しきのことだった。

　それでいて、心の奥に潜ひそんでいた確かく信しんだった。

　アルトが死を意識し、自動する防ぼう護ご壁へきである煉術が砕くだけたのを契けい機きとしたかのように。




　それは、起きた。
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　まず異変に気付いたのは、ユヴィオールをはじめとした刺し客かくたちだった。

　自律展開するアルトの『障壁エレール２』を破るため発動された『千の剣戟コーンフイールド３』──金属柱から産み出した無数の刃やいばを相手に叩たたき付ける第だい二に冠かん術式──が、不意にその動きを止めたのだ。

　次いで『千の剣戟コーンフイールド３』に変化が現れる。

　ぼろぼろと砕くだけながら、枝たる刃と幹たる柱が崩ほう壊かいしていく。仮想物質が大気に還かん元げんされるのとは違う。人造人間フオグの力『消失点カイナ』とも違う。強しいていうならば、吸い込まれるようだった。煉れん術じゆつがアルテミシア王女の周囲に、まるで溶け込んでいくような。

『千の剣戟コーンフイールド３』が消え去った後、彼らが見たのは煉術陣だった。

　王女の背中から、黒色の紋もん様ようが生はえ伸びていく。しかしこれまで何度も見てきた王女の煉術陣とはまったく違う。いや、違うなどというどころではない。ユヴィオールたちが知っている『煉術陣』とは、果たしてああいうものだっただろうか？

　紋様はある部分では直ちよく線せんであり、ある部分では曲線である。

　無数に枝分かれし、一点へと収束し、また枝分かれする。

　絡からまりきったそこかしこを注視すれば、何かを模した絵にすら見える。

　月、太陽、鳥、花、城、そして蝶ちよう。

　複ふく雑ざつ多た岐きに絡まっていく紋様はもはや陣ではない。三次元に広がった、立体図形だった。

「なんだ……これは」

　ユヴィオールが茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。それは彼の、自分の意志で制御できずに表に出てきた意思だった。普ふ段だんなら決して見せようとはしない、本心からくる感情だ。

「こんなもの……こんなもので、何をしようとしている!?」

　煉術を構こう築ちくする際には儀ぎ式しきが必要であり、その儀式は術の大きさに比例して複雑さを増す。つまり、異国語のようなものだ。異界たる煉れん獄ごくにより多くより複雑な指示を出すには、可能な限り流りゆう暢ちような言葉で意思を伝達しなければならない。その最たる者が陣である。言こと霊だまを単語とすれば全身を使った動作は文章、陣は書物と言える。

　だったら。

　この陣を超えて複雑怪奇な立体図形は、果たして何なのか。

　ぱあん、と。

　図形が弾はじけた。

　辺あたりが静まり返る。王女は毒に侵された騎き士しに縋すがり付いたまま動かない。気を失っていた。

　けれど誰だれも、攻こう撃げきをしようとする者はいなかった。

　何故なぜなら目の前にあるものが信じられず、動けなかったからだ。

　踞うずくまって意い識しきを失う王女の傍そばに──ひとりの女性が、立っていた。

　輝かがやくような白はく金きん色いろの長い髪。

　誰だれもが心を奪うばわれるような、美び貌ぼうと魅み力りよくが同居した面おも立だち。

　閉じられた瞼まぶたにかかる睫まつげは長く、細い。

　透けるほどの薄はく衣いを纏まとった肢し体たいは細くしなやかで、滑なめらかな肌は天鵞絨ビロードのよう。

　年の頃ころは二十歳はたちほどか。少女を終え女へと生まれ変わる過程、少女性と母性を同時に兼かね備そなえたような、そんな雰囲気がある。

　実体ではない。少なくとも人間の身体からだ──肉ではない。身体のそこかしこが時折、蜃しん気き楼ろうのように結象を乱している。
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　シド＝エノーレ＝ジャックリフトが、失った腕を彼女へ伸ばした。

「……姫ひめ様さま」

「まさか……？」

　呟つぶやかれたユヴィオールの疑問を否定するように、シドはもう一度言った。

「姫様。エルザ様……」

　エルザ＝フィナ＝レ・テーゼ。

　それは、前ぜん瑩えい国こく王おう妃ひにしてアルテミシアの母親の名。彼女はアルテミシアと違い、十五年前に偽いつわりなく身み罷まかっているはずである。ならば、どうして。

　名を呼ばれたからかどうか。

　その女性──エルザの姿をした何かは、ゆっくりと瞼まぶたを上げていく。

　薄うすく見開かれつつある目に、シドは叫んだ。

「姫ひめ様さま！　エルザ様！　私です、ジャックリフトです！」

　滂ぼう沱だの涙を流しながら、縋すがるように、乞こうように。

　しかし──直後。

　彼女の両目へ唐とう突とつに、背後から、黒い鎖くさりのようなものが巻きつく。

　同時に美しく白い四し肢しには、どこから生はえたのか茨いばらがぐるぐると絡からまっていく。

　更さらには大だい蛇じや。胸の谷間を、首を、肚はらを犯すように這はい回る。

「う、あ!?　ああああああっ！」

　シドが絶叫した。無理もない。人生を賭かけて思し慕ぼを寄せていた姫君が、見る間におぞましい姿へと変へん貌ぼうしていくのだ。エルザの顔を知らないユヴィオールでさえも恐怖を覚えた。

　両目は黒の鎖に、四肢は茨に、身体からだは蛇に。

　全身を拘こう束そくされた王おう妃ひは、ゆっくりと唇を開あけた。

　声ではない。涙でもない。ただ何かを訴えかけるように。

　異様な気配けはいがした。崩くずれる一いつ瞬しゆん前まえの砂城にも似た、何かが起きる予感。

「姫様あっ！　エルザさ」

　唐突に、シドの絶叫が止やんだ。

　王妃を束そく縛ばくしていた茨が瞬時に伸び、彼の首を切断したのだった。

「あ。え……」

　隣となりにいたマーズ＝ミィオが腰を抜かして足をもつれさせる。しかしその裙スカートは絨じゆう毯たんに触れなかった。座り込む直前、茨の絡まったエルザの指が唐突にマーズを指差したからだった。まるで見えない獣けものに喰くらい付かれたようにして、彼女の下半身が空間に削り取られ消失する。

　落下して転がった上半身も、続いて、ごり、と。

「うおおっ！」

　斧おのを両手に、ピート＝ローレンスがエルザへ向かって突進していった。

　振り上げ、叩たたき付けようとする。が、無む駄だだった。

　身体に巻き付いていた蛇へびが毒液を吐はいた。頭からかぶったピートはもんどり打って倒れる。苦く悶もんにもがいていたのはほんの数秒。すぐに痙けい攣れんすらやみ、動かなくなる。

　残ったユヴィオールとレイドのふたりもまた、恐怖に顔を引ひき攣つらせることになった。

「おいおい」

「な……っ」

　エルザの唇。

　切なげに喘あえいでいる艶つややかな薄うす紅べに色いろ──その先に、白い光球が浮かんでいる。

　掌てのひらに載のるほどの大きさ。まるで、月のようだった。

　蛍ほたるが集まって形を為なすかのように、小さな光たちが収束しひとつの珠たまとなっているのだ。

　きぃぃぃぃぃぃ、と、甲かん高だかい音がする。

「……おい、大将よ」

　こんな時にでも軽口を叩たたけるのがレイド＝オータムの美徳なのか。

「こいつ、やべえぜ」

　ユヴィオールは反応できなかった。身体からだが動かなかった。

　魅み入いられたように、王おう妃ひの目前にある月を見詰める。

「……っ！」

　そして。王妃が──唇を閉じた。

　祝福の接せつ吻ぷんによって、満月が飽ほう和わする。




　光球が光こう線せんとなって、一気に解き放たれた。




　左側から右側へ、無造作な薙なぎ払い。

　光が降り注いだ箇所の床ゆかが一いつ瞬しゆん遅れて溶解した。まるで炙あぶった包丁で牛酪バターに刃はを入れたようだった。絨じゆう毯たんもろとも液化して、傷跡から白い炎が噴ふき上がる。

「何してやがる、避けろっ！」

　茫ぼう然ぜんとしていたユヴィオールの身体を、レイドが突き飛ばす。そのまま倒れ込んだ目の前の床を、光線が薙ぎ払っていく。

　それは左右に振られた後、今度は正面へ。

　夜の闇やみを引き裂いて、屋外のどこかへ一いち撃げきを見み舞まい──そうしてようやく、暴ぼう虐ぎやくを止める。




　光線の収束とともに、王妃は役目を終えたようだった。

　身体の各部に見られた蜃しん気き楼ろうのような揺ゆれが徐々に大きくなっていく。それとともに像そのものも希き薄はくになっていく。まずは四し肢し、それから身体、次いで鎖くさりと茨いばらと蛇へび。

　消えかけた唇が、最後に何かを言いかけたように見えた。

　けれど助けを求めるかのような喘あえぎは、声となって現れない。薄うすれてぼやけて消失し、あとに残るのは白い炎と凄せい惨さんな破は壊かいの傷跡だけだった。
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　彼女によって敵が次々と殺されていくのを、フォグは唇を咬かんで眺めていた。

　この惨さん劇げきを起こしてしまったのは、二度めになる。

　最初に見たのは、何度めの任務の時だっただろう。フォグが判断を誤り、アルトを敵の最中に孤立させてしまったのが切っ掛けだった。どうしていいのかわからずに泣なき崩くずれたアルトの叫びに呼応して、彼女は出現した。フォグが駆かけ付けた時にはもう暴ぼう虐ぎやくは始まっていて、すべては手遅れ。ただ終わるのを眺めていることしかできなかった。

　あの時は十五人、死んだ。今回は何人か。

　シド＝エノーレ＝ジャックリフトの口にした通り、彼女はエルザである。

　エルザ＝フィナ＝レ・テーゼ。つまり、瑩えい国こく王先代王おう妃ひにして、アルトの母親だ。

　アルトが使う煉れん術じゆつのひとつであるのだが、他ほかのものとは根本的に異なっている。

　まず、アルト自身の意志によって発動するものではないということ。彼女が生命の危険を感じている状態で『障壁エレール２』が破られた場合、エルザは勝手に出現する。

　次に、アルト自身があれを制御できないということ。破は壊かい行為は完全に自動的であり、条件を満たすまで消えることはない。条件とは、危き機きが去ることだ。ただしそれを母子のどちらが判断しているのかは、フォグには定かでない。

　そして──これは恐らくであるが──エルザは、アルトが創造したものではない。つまりは造られたものではなく、喚び出されるものであるらしい。

　エルザを発動させたことを、アルトは覚えていない。前回もそうだった。今回もそうだろう。しかし彼女の『エルザ』は、城の肖像画にある先代王妃とまったく同じ顔をしている。生後数カ月しか過ごしたことがない母の姿を、正せい確かくに再現しているのだ。

　顔を覚えている訳わけがない。肖像画を見たこともないはずだ。

　だったら、あれは何なのか。

　子を思う母の慕ぼ情じようが魂たましいを煉れん獄ごくに留とどまらせ、愛まな娘むすめの危機に現れるのか。

　母を思う子の情念が魂を煉獄に繫つなぎ止め、操あやつり人形にしているのか。

　或いは、以前レキュリィが謎なぞかけをしたように──煉獄とはつまり死した魂の行き着く場所であり、煉術とは死せる魂の残滓を再利用する罪深い所業なのではないか。

　フォグにはわからない。答えなど出ない。安易に出すべきでもない。

　自分にできるのは、現実に対処すること。つまり、この惨さん状じようの結果を見み極きわめることだけだ。

　恐らく最後に放った光条──『くちづけ』とフォグは便べん宜ぎ的てきに呼んでいる──の一いち撃げきは、外にいた狙そ撃げき手しゆに向けてのものだろう。予想できなかったはずだ。まず生きてはいまい。

　身体からだに回った毒は未いまだ猛もう威いを奮ふるっていたものの、下り坂に差し掛かっている感触がある。上半身を起こし、惨状の傷跡を見渡した。

　首を落とされたシド＝エノーレ＝ジャックリフト。もはや腕と脚の一部分しか残っていないマーズ＝ミィオ。毒液で身体が融ゆう解かいしかかっているピート＝ローレンス。

　そして──、

「やれやれ、だ」

　生命が助かったのは、ふたり。

　レイド＝オータムと、ユヴィオール＝カタシェレティスだった。

「冗じよう談だんじゃねえ。……ふざけてやがる」

　ただしふたりにはもう、戦う力は残されていない。

　ユヴィオールは気を失って倒れている。更さらにレイドは右腕、肘ひじから先が失われていた。

「く……」

　フォグは全身に力を込めて、ようやく膝ひざを立てる。

「おい、無理すんな」

　と、レイドが眉まゆをひそめてフォグを止めた。

　敵の身でありながらこちらを心配しているのか。

　驚おどろいていると、苦笑が返ってくる。

「実際のところだが、俺おれとお前じゃ、俺の方が状況は悪いよな。お前の毒は消えかかってるようだが、俺の腕は手当てしねえとどんどん悪くなっていく一方だ。あとは……気絶した仲間ひとりずつ抱えて、さあどっちが先に目覚めるか、ってとこか？」

「だったら、どうするんです」

「俺は逃げる。お前は追えない」

　単純、かつ当然の答えだった。

　もちろん、ここで逃がす訳わけにはいかないという思いはある。

　彼らはアルトが王女であることを知っている上に、『エルザ』を見てしまったのだ。口封じとして殺さなければならない。何より、もしこのまま生かして帰せば、再び似たようなことを企たくらみ、瑩えい国こくに害を及ぼすだろう。それを潰つぶす機き会かいは今しかない。

　だが、身体からだが満足に動かなかった。

　それにもし戦うと決めたら、レイドは確かく実じつにアルトを狙ねらってくるだろう。こちらはそれを見過ごせない。が、向こうにはユヴィオールに命を賭かける理由がない。しかも前回の経けい験けんからすると──アルトは恐らく、半日ほど眠ったままのはずだ。つまり勝てる望みよりも先に、アルトを守れる望みがない。フォグにとってどっちを優ゆう先せんすべきかは自明だった。

「さて、と」

　こちらの感情を知ってか知らずか、レイドは無防備に背を向けた。

　よろめく足で立ち上がり、ユヴィオールの身体を片腕で抱え上げる。

　その行為を少しだけ、意外だ、と思う。

「これでも俺は、この大将のことが気に入っててね」

　出口に向かって歩きながら、首だけで振り返って笑う。

「俺は自分で言うのもなんだが、頭がちょっと狂ってんだよ。箍たがが外れちまってる。……だから、思うがままに生きようとすると世間がそれを許してくれない。かといって世間に合わせて生きようとすると、あまりのつらさに気が狂いそうになる。気が狂いそうになるってことは、箍たがが外れちまうってことだ。要するに、堂どう々どう巡めぐりなのさ。この『殺さつ戮りく博士はかせ』様さまは」

　フォグは沈ちん黙もくする。

　それは認めることのできない理屈であり、一方で理解できる理屈でもあった。自分とアルトも似たようなものだ──社会から、この国から外れてしまっているという意味で。

「こいつは、箍を外した俺おれを買ってくれてるんだ。それは悪い気分じゃねえ。だから、しばらくはついていくさ。そうなるとお前らともいずれまた殺し合うことになるんだろうが……ま、俺にとっての楽しみはまさに血と臓ぞう物もつと殺戮だ。それも、悪い気分じゃねえ」

「わかりました」

　だから、応こたえた。

「次こそは決着を付けましょう。僕はあなたたちを、必ず殺す」

「ああ、俺もお前らを、必ず殺す」

　ひらひらと手を振りながら、レイド＝オータムは夜会場を後にする。

　警けい邏らの煉れん術じゆつ師したちに見み咎とがめられることは確かく実じつだが、彼なら負けはしないだろう。




　いけないとは思いつつも、フォグはレイドとユヴィオールが生き延びることを望んだ。

　何故なぜならフォグは今日きよう、敗北したのだから。

　自分の未み熟じゆくから傷を受け、動けなくなり大事な少女を守れずに──結果『エルザ』に頼ることとなった。状況だけ見れば痛み分けと言えるかもしれないが、フォグにとっては紛まぎれもなく敗北である。しかも決定的な、どうしようもないほどの。

　だから、取り返さなければならない。

　相手は自分たちの秘密を知っている。アルトが王女であることも、更さらには『エルザ』のことも。そんな連中がアルトを狙ねらっているのだ。今度こそ守り抜いてみせる。

　奴やつらに打ち勝って、自分の存在価値を自みずからに示したい。

　アルトを安心させたい。

　二度と、さっきのような思いはさせたくない。

「……っ」

　床ゆかに座り込んで、隣となりに倒れる王女の背を撫なで、呟つぶやく。

「そうだ。負けない……負けるものか！　僕は、二度と!!」

　口にすると、両の目から止めどなく涙が流れていく。呼吸が苦しい。胸が痛い。

　まるで子供のように泣きじゃくりながら、フォグは唇を咬かんだ。
















　のどかな昼下がりは風も太陽も心地ここちよく、石いし畳だたみを踏む足も思わず軽やかになる。




　イオ＝テリーヌは、貴族街がいと市民区域の境目にある書店へと買い物に出掛けていた。

　もちろん、仕事の一いつ環かんである。

　アルトが新しい本を欲しがったので何か見み繕つくろうことにしたのだ。

　前回の『夏なつ草くさ談だん義ぎ』は楽しんでもらえたようで、あれと似たようなものをと言われた。だから今回も同じ系統で、でももう少し厚めの大人おとな向けにしようと思っている。当然、大人向けといってもいやらしい場面や言葉があってはならないから買う前に内容を吟ぎん味みしなければならない──万が一にも「これはどういうことなの？」などと尋きかれては困ってしまうし、フォグのところへ質問が行ってしまった日には、イオが烈れつ火かのごとく怒られてしまう。

　そういえばそのフォグであるが、ここ数日どうも様よう子すが妙だった。

　元気がない訳わけではない。落ち込んでいるふうでもない。強しいて表現するなら笑顔えがおがない、というか、妙に真面目まじめ、というか。真剣な顔をしている時間が多くなった一方で、アルトと積せつ極きよく的てきに遊ぼうとする。どういう精神状態なのかちょっとわからないので心配だった。

　この前の任務で何かあったのかと思ったが、一方のアルトは特に変わった様子もなくまったくいつも通りで判断に困ってしまう。むしろいつもより元気なくらいだ。

　元気である原因は知っている。母かあ様さまの夢を見たの、と言っていた。そのせいだ。

　乳ち飲のみ子ごの頃ころにしか顔を見ていない母親の顔を果たして覚えていられるものなのか、イオにはよくわからない。でも、王おう妃ひさまの魂たましいは娘をきっと見守っているんじゃないかと思う。

　イオはあまり熱ねつ心しんな丁てい字じ教きよう信者ではないし、そもそも新教においては現在、魂の永遠性を否定する学説の方が主流なのだが──熱心ではないということは難むずかしいことを知らないということであり、神様の万能性だけを都つ合ごうよく信じるということだ。イオを含め、大多数の市民にとって、信仰などその程度のものである。

　フォグにも何か本を買ってやろうか、と思い付いた。

　形式張った書物ではない方がいい。普ふ段だん読まないような通俗小説でも無む理り矢や理りに読ませて、感想を言わせてやろう。そうすればきっと、真面目な顔をする気が失うせるだろうから。人生も信仰と同じで、眉まゆを寄せてばかりいないで適度に気を抜くことが肝かん要ようなのである。

　そんなことを考えつつ、道を歩いていた。

　すると、ふと顔を上げた道の先、知った姿がある。

　道の端はしに座り込み、女性が空を見上げていた。

　昼下がりの日差しを浴びて光こう沢たくを増す、深ふか緑みどり色いろの髪──同族の証あかし。前に会った時と同じように襤ぼ褸ろを纏まとった見み窄すぼらしい姿ではあったが、イオはもう声をかけるのに躊ちゆう躇ちよしなかった。

「デーンさん」

　歩み寄り、顔を覗のぞき込んで笑う。

「こんにちは。そんなに間を開あけずにお会いしちゃいましたね」

　アイリス＝デーンはしかし、そんなイオへ視し線せんの焦しよう点てんを合わせると、首を傾かしげた。

「……どちら様さまでしたっけ？」

「え？」

　──人違いだったのか。

　でも、この髪の毛は見間違いようがないし、顔だってよく覚えている──ただ、よくよく観かん察さつすれば表情が少し違うような気がした。彼女はもっと豹ひようか虎とらみたいな、良く言えば野性的、悪く言えば獰どう猛もうな感じの鋭するどい眼光を放っていたはずだ。

　しかし目の前にいる女性の顔付きは穏おだやかで、借りてきた猫ねこのようである。

「あの、アイリス＝デーンさんじゃなかったですか？　凍シ无ム村むらの」

「……凍シ无ム村むら？」

　問うと、鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやき、

「ああ、そう。凍シ无ム村むらのアイリス＝デーンね。なるほど。私も外に出るのが久しぶりだから、ちょっと戸と惑まどってしまったわ……ごめんなさいね、お嬢じようさん」

　独ひとりごちた後、得とく心しんしたように笑えむ。

　その笑顔えがおはもちろん喋しやべり方も、やはり前と違っていた。

　言っていることも妙だ。外に出るのが久しぶり、というのはどういうことだろう？

　もしかして、

「あの、えっと。ひょっとして、デーンさんのお姉ねえさんか妹さんだったり」

　当たりを付けて尋きくと、

「まあ、そんな感じね」

　女性は控えめに微笑ほほえんだ。なるほどそういうことか。顔はよく似ているが、やはりこちらは豹というよりは子猫。とはいえ年ねん齢れいも髪型もそっくりだし、双ふた子ごなのかもしれない。

「彼女は今、留守るすなのよ。何か言こと伝づてがあるかしら？」

「あ、その……」

　ただこれはさすがに予期しない事態である。

　まさか姉妹がいたとは。しかも同じ生活をしていたとは。

　どうするべきだろう。そもそも特に用事があって声を掛けた訳わけではないし、別人だとすれば気まずいだけだ。こちらは王家専属侍女メイドのお仕着せエプロンドレスなんかを身に纏まとっているし、相手は浮浪者である。向こうに厭いやな気分をさせてしまうかもしれない。

　少しの間考えて、結けつ論ろんを出した。

　取りあえず自己紹介だけはしておこう、という安易なものだったが。

「私、颯ソウ真マ村むらの出で、イオ＝テリーヌといいます。アイリスさんとはついこの前たまたま会っただけの身なので、間違えて声を掛けちゃいました、すいません」

「そう。テリーヌさんね。じゃ、あの子に伝えておくわ」

「ありがとうございます」

　幸い、相手はにこにこと人が良かった。

「じゃあ、私はこれで。またお会いすることがあったら間違えないように気を付けます」

　気まずさも手伝てつだって、イオは頭を下げつつ会話を切り上げる。

「ええ、じゃあね、テリーヌさん」

　女性は笑えみを浮かべたまま、手を振った。

　だからイオは一礼し、本屋へ向かって歩みを再開する。




　しばらく歩いたところで、そういえば名前を尋きき忘れてしまったと気付く。

　けれど振り返ってみると、既すでに彼女の姿は道の端はしどころか、通りのどこにもなかった。
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　その日、ユヴィオール＝カタシェレティスは寝台ベツドの上で昼下がりを過ごしていた。

　匍都ハイト郊外にある旧男だん爵しやく屋や敷しきである。

　つい先ほど睡眠から目覚めたばかり。起き抜けのまま半身を起こし、暗幕カーテンを開あけて窓の外を見ている。ここ数日は夜間に行動することが多く、こんな調ちよう子しの生活が続いていた。

　庭ののどかな風景は、聞こえてくる鳥の囀さえずりとともに穏おだやかな空気を運んでくる。風に揺ゆれる草花は、瑞みず々みずしい香かおりとともに暖かな日光を浴びている。

　もっとも、そういったものに対してユヴィオールは心を安らげたりはしない。

　心の中には悔かい恨こんと高揚という相あい反はんする感情が、同時にあった。どちらも、数日前に行った謀はかりごと──夜会場と『レキュリィの宴うたげ』本部への襲しゆう撃げきに対するものである。

　結局あの夜に生き残ったのは、ユヴィオールを除けば四人。

　気を失うという無様ぶざまを晒さらした自分を助けてくれたレイド＝オータム。

　レキュリィ邸から辛からくも脱出したティ・キ＝ライム。

　それから狙そ撃げき手しゆの少女ニーナ＝レナ＝スレイジと、彼女の護ご衛えい役やくとして同行させていた老ろう煉れん術じゆつ師し、シュナ＝ウィエナである。

　恐らくアルテミシアとフォグは、狙撃手を仕し留とめたと思っているだろう。だが、万一を考えてシュナ翁おうをつけておいたのが功を奏した。かの老人はかつて王宮守護の結界煉術隊に所属していた、言わば守りの達人だ。間かん一いつ髪ぱつではあったようだが、攻撃は防げた。ニーナに実戦を体たい験けんさせること、そして死の恐怖を経験させることができたのは大きな糧かてになるはずだ。

　逆に、レイド＝オータムの右腕は大きな損失だった。

　これは完全にユヴィオールの責任であり、悔恨すべきことだ──あの『エルザ』に脅おびえて動けなくなってしまったという事実も加えて考えると、胸を搔かき毟むしりたくなる。

　レイド＝オータムに冷静な行動が取れて自分にできなかったのは、経けい験けんの差だろう。殺した数、実戦の数、窮きゆう地ちの数。それらすべてが覿てき面めんに現れてしまった。

　彼の負った傷に対しては責任感を覚える。本人は「問題ない」と言っていたが、義手や煉れん術じゆつによる手術も含め、できる限りのことはしてやらねばならないだろう。

　ただしもちろん、罪悪感などは微み塵じんもない。救われたことに感かん謝しやはするし責任も取るが、ただそれだけだ。自分にもし罪があるとするなら、弱かったこと。ならば彼の右腕を補って余りあるほどに強くなる以外に償つぐなう方法はない。結局のところ、差し引きで正の数字が出さえすればそれでいいのだ。歪いびつな考え方かもしれないが、それがユヴィオールの信条である。

　ともあれ、十五人用意して生き残ったのは五人となった。

　結果だけを見れば悪くない。以前キリエに話して聞かせた蠱こ術じゆつのように、量が減った代わりに質は上がった。共きよう闘とうを経へて結束力──単語だけを拾ひろい上げてみれば陳ちん腐ぷだが、外れ者には外れ者の結束力というものがある──が強くもなったし、こちらが得た情報も大きい。アルテミシア王女のあれは特に、知っているのといないのとでは大違いだ。

　ユヴィオールがお尋たずね者となったというのも上手うまく働くだろう。表だって動けなくなったのは痛いが、逆に裏社会で名前が知れ渡ったことによる得もある。

　メネレック伯はく爵しやくとの繫つながりにしても、王属煉術師だった頃ころよりは察知されにくくなるはずだ。何せ自分は現在、行方ゆくえを眩くらましている真まっ最中なのだから──むしろ密みつ談だんの場面を見られたとしても、襲おそわれていたという名目すら立つ。

　だからこそ、次が楽しみだ、と思う。

　今回は失敗した。アルテミシア王女の抹まつ殺さつに『レキュリィの宴うたげ』の壊かい滅めつという最大の目的はふたつとも果たせなかった。だが、まさにユヴィオールがメネレックに言った通り、これは次へと繫つながる失敗なのだ。真に重要なのは、到達する場所へ辿たどり着くことである。自分はその道程を間違いなく進んでいて、だからこそ多少歩みが鈍にぶくなろうとも、何ら問題はない。

　そんなことを考えながら窓から庭を見ていると、部へ屋やの扉を叩たたく者があった。

「誰だれだい？」

　声を掛ける。

「おー、起きてたか」

　吞気のんきな調ちよう子しで部へ屋やに入ってきたのは、ティ・キ＝ライム。先日の敗戦などまったく気にしたふうもなく、にこにことしている。

「どうしたんだい？　きみが昼食を作ってくれるとは思えないけど」

「作らないねえ。それに、下手へたをするとそろそろ夕食だよ？　私は夕食に鳩はとの血を飲もうと思うよ。ユヴィはどうする？　一いつ緒しよに飲むかい？」

「いや、遠えん慮りよしておこう。勝手に厨ちゆう房ぼうで何か見み繕つくろって食べるよ」

「厨ちゆう房ぼうかー。あんなところに美味おいしいものなんて、ないのになあ」

「……ところで、用事は？」

　問うと、ティ・キは「あ、そうか」と手を叩たたき、

「お客さんだけど、どうする？　ここに通す？　っていうより、もう連れてきてるんだけど」

　それではもはや断れない。

　仕方ないと思い、頷うなずいた。

「ああ、頼むよ。私はこんな有あり様さまだけど」

　襯衣シヤツ一枚に、寝台ベツドの上。もし貴族であるなら失礼にあたるが、そもそも貴族に対して敬意など持っていない。問題ないだろう。

　そうして案内されて入ってきた人物に、

「……おやおや」

　ユヴィオールは面食らう。

　何せ、自分よりも更さらに酷ひどい格かつ好こうだったのだ。

　纏まとっているのは襤ぼ褸ろ。巻外套クロークのように羽は織おってはいるが、本当に巻外套クロークかは疑わしい。その下はまともな服を着ているかもしれないが、さすがに確たしかめる気にはならない。

　だが──それよりも驚おどろくべきなのは、来訪者その人である。

「どうしたんですか？　あなたが私を訪ねてくるなんて」

　乱ラン族ぞく純血特有の、深ふか緑みどり色いろをした長い髪。

　どこか猫ねこ科かの獣けものを思わせる瞳ひとみと、伸びやかな四し肢し。

　アイリス＝キャリエルは、唇を弧こにすると頭を下げた。

「初めまして。あなたがユヴィオールさんね」

「は？」

　思わず、眉まゆをひそめる。

「私とあなたは、初対面なんかじゃ……」

　そんなユヴィオールを制し、アイリス＝キャリエルは再び笑えんだ。

「アイリス＝デーンは今、眠っているわ。私はキャリエル。アイリス＝キャリエルよ」

「……何ですって？」

　彼女は語る。

「私とあの子は、何もかもが逆なの。子供をこしらえる時の信条も、こしらえた子供も、好きな人の性格も、嫌いな人の性格もね」

　穏おだやかな、子猫のような表情で、

「私、久しぶりに目を覚ましたの。そしたらどうも、あの子が付きまとわれて迷めい惑わくしてたみたいじゃない？　だから会ってみようかなって。住所を書いた紙を渡してたでしょ。だからここへ来ることができたの。……どうしてあの子、捨てなかったのかしらね」

　自分勝手に、説明しようという意志すら感じられず、

「まあ、いつか殺しに行ってやろう、とか思ってたんじゃないかしら……でも、あの子がそこまで嫌う人って久しぶりだわ」

　ぺらぺらと、艶つややかな声で。

　それは、アイリス＝デーンを名乗るあの女性とはまったく逆の性格だった。

　姉妹とは思えない。仮に双ふた子ごとしても髪型や顔形がまったく同じなのはあり得ない。そもそも姉妹揃そろって襤ぼ褸ろを着て匍都ハイトに潜ひそむというのも、信じがたい。

　ならば、これは何なのか。さっきから彼女が口にしている言葉に散見される不可解な表現と合わせると、ひとつの答えが見えてくる。

　──つまり。

　ユヴィオールは確かく信しんした。

　何故なぜ、アイリスの魔ま剣けんが番号によって性能と性格を偏かたよらせているのか。

　使用者の生命を削けずりながら凄すさまじい威力を発揮する一ひと桁けた前半。

　たいした力を持っていない代わりに、万人に扱える一桁後半。

　そして両者の性格を併あわせ持った、使用者を自みずから選えらんでいるような、二桁。

『逆の性格』『アイリス＝デーンは今、眠っている』『子供をこしらえる時の信条』『こしらえた子供』『何もかもが逆』──。

　ひとつの身体からだに、ふたつの魂たましい。

　医学書を繙ひもといてみれば、過去に幾いくらでも症例があろう。




　ユヴィオールは、アイリス＝キャリエルに問いかける。

「私のことは気に入ってくれましたか？」

「ええ、とても」

「だったら、お願ねがいできますか？　私に……あなたの子供をひとり、分けて欲しいんです」

「喜んで」

　アイリス＝キャリエル──『魔剣の母』は、言う。

「まだ作りかけの子があるの。それを使ってもらおうかしら」

　──なるほど、そうか。

　未完成。故ゆえに、存在しない。そういうことか。

　ユヴィオールが笑えみを浮かべたのに合わせ、彼女は撫なでられた猫ねこのように眼を細めた。

　穏おだやかな瞳ひとみの奥に灯ともるのは、血と虐ぎやく殺さつと殺さつ戮りくを待ち望む狂気だった。







あとがき




　どうもこんにちは。一巻二巻と同時に買ってみたという方ははじめまして。

『煉れん獄ごく姫ひめ』の三巻をお送りしました。

　如何いかがでしたでしょうか？　シリーズ三冊めとなり、アルトたちを取り巻く状況にも少しずつ変化が出てきました。これから先の展開がどうなるかも含め、楽しんで頂いただけたら幸いです。




　ところでこのあとがきを書いている三月の下げ旬じゆん、日本は大変な災害にみまわれています。

　僕個人は被害のあった地域に住んでいなかったので無事でしたが、当然、それを喜んでいられる状況ではありません。国中が復ふつ興こうに向けて頑がん張ばっている最中です。

　被災した方々の中には僕の本を楽しみにしてくださっていた人もおられると思います。亡くなってしまった方もいらっしゃるかもしれません。

「ご冥めい福ふくをお祈りします」という言葉が昔からあまり好きではありません。誰だれかを失ってしまった時の、どう表現したらいいのかわからない自分の感情や言葉をその定型句に押し込めて無む理り矢や理りに誤ご魔ま化かしているような気がしてしまうからです。

　だからお悔くやみの言葉ではなく、愛しています、と言わせてください。

　これはいつも僕が読者の方々に対して抱いている気持ちです。

　本を読んでくれた人たちが「面おも白しろかった」とか「続きが楽しみ」とか思ってくれるということは、僕にとって「愛しています」と言われているのと同じことです。だから僕も皆さんのことを大事に、愛いとしく思います。手紙やネットなどで僕に直接伝えてくれたり、お友達との話の種にして盛り上がったり、ただ心の中に秘めていたり、「面白かった」という思いを表現する形は様々かもしれませんが、すべてが同様に、尊とうとく嬉うれしくあります。その関係があるからこそ、僕はこの仕事を続けていられるのだと思います。

　ですので──亡くなった方、家族や友人を喪うしなってしまった方、家や大事な物が壊こわれてしまった方、震しん災さいに心を痛めている方、震災の被害にあってもいなくても、僕の本を好きでいてくれるすべての読者さんへ、前作と同じ気持ちで今作をお送りします。場所や状況によって時間がかかる場合もあると思いますが、いずれは全員の許もとに届くと信じています。




　次の本ですが『煉獄姫』の四巻か、もしくは並行で進めている別シリーズ『＠ＨＯＭＥ』の二巻になると思います。どちらかは未定ですが、たぶん秋くらいでしょうか。

『＠ＨＯＭＥ』の方は現在『電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』誌で短期集中連載中ですので、もしよろしければそちらも手に取ってみてくださいませ。





藤ふじ原わら 祐ゆう



























藤ふじ原わら 祐ゆう

写真は菜の花。三年くらい前に近所の河原で撮ったのですが、俯いてフィルム交換をしていたら鳶に襲撃されたのをよく覚えています。上空から一撃離脱でカメラが吹っ飛ばされたので何が起きたのかよくわからなかった……。猛禽類め。
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イラスト／kaya8

今回も鳥の話。数ヶ月前、我が家にやってくるすずめは３羽くらいだったのですが、今では倍の６羽に。塀の上に６羽並んで、餌を待ってる姿が堪らなくかわいい。










煉れん獄ごく姫ひめ 三さん幕まく








藤ふじ原わら　祐ゆう
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